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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　鉱山とＥＸエクストラスキル







「これでやっと１００個か……」

　薄うす暗ぐらい鉱山の入り口。俺は、ここ数日、この鉱山へとやって来ては、少し探たん索さくして帰るということを繰くり返している。

「奥に進めば、もっと採さい掘くつポイントが見つかるんだろうけど、まぁクエストの期限ないからいいよな。急いで集めなくても」

　俺が今受けているのは、【鍛か冶じ】と【細工】系センス向けのクエスト。以前、【細工】センスのレベルが規定値に達しておらず、受けることのできなかったクエストだが、条件を満たし、こうしてクエストを受けることができた。

「それにしても、クエストの達成条件が──鉱山で鉱石１００個を集めろ、か」

　第三の町付近の鉱山ダンジョンの入り口には、ＭＯＢが殆ほとんど配置されていないので安全に採掘することができる。ただ、入り口部分の狭せまい範はん囲いでの採掘ポイントなので日数がかかり、運が良い日で20個。悪い日で10個ほどしか銅鉱石や鉄鉱石が採掘できなかった。

　採掘の最中には、鉱石系アイテムばかりではなく、大量に出る土や石などの素材もインベントリの中に入れ、捨すてずに持ち帰っている。

　そんな単調な作業も今日で終わる。クエスト用に借り受けたピッケルを担かついで第三の町へと戻もどって来る。行先は、クエストを受注した酒場だ。そこでクエスト発注者であるＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの男に話しかける。

「ちゃんと鉱石を集めて来たぞ。銅鉱石が47個、鉄鉱石31個、その他の鉱石が22個だ」

「ふむ。ではお前を一人前の採掘者として認めよう」

「ふぅ、ようやくクエスト達成か……」

　長くはないが、面めん倒どうなクエストを達成し、俺がクエストを受けた時の事を思い出す。




「ふん、懲こりずにまた来たか」

「ああ、今度はちゃんとレベルを上げて来たぞ」

「なら、俺を殴なぐってみろ。一歩でも動かせたら、認めてやる」

　クエスト開始の定型文を口にするクエストＮＰＣの男。

　この男は、俺が初めてこの酒場に来た時、俺を追い出したＮＰＣだ。色々と力が足りないとか、そんな細い腕うでで鍛冶が出来るか！　とか、ちょっと理り不ふ尽じんな[image: ]しかられ方をして酒場から摘つまみ出されたが、まぁ、こうして今回クエストを受けることができた。

　そして、クエストを受ける時のやり取りとして、このＮＰＣの腹を殴る。というものがあった。

　鉄のような割れた腹筋。普ふ通つうに殴れば、こちらの手を痛めそうな腹部に対して、一歩も動かすことができず、ダメージを与あたえられなかった。

「ほんとに、全力で殴っていいのか？」

「あぁ、男に二言はない」

「そうかい。なら、全力でいかせてもらうぞ」

　これは、二回目のクエスト受理の時のやり取りだ。この時、【細工】センスは、規定の25レベルを超こえていたために問題なく受けることができた。だが、それでは俺の気が収まらない。

「行くぞ。《付加エンチヤント》──アタック！」

　俺は、前回の理不尽なやり取りに対する怒いかりを込めて全力で殴る。

「えっ、ちょ……」

　今回は、全力だ。俺の持つ自己強化の【付加】センスの物理攻こう撃げき力のエンチャントをする。さらに、殴る右手の指にはそれぞれＡＴＫに補正が掛かかるアクセサリーを自前で用意して物理攻撃のステータスを底上げ。男が何か、言いたそうな声を上げていたが、気にすることなく、殴る。

「──吹ふっ飛べ！」

　この時、固めた拳こぶしのアクセサリーがメリケンサックのような役割を持ち、また殴るコツをマギさんから教わった通りに実じつ践せんする。下半身を安定させ、腰こしの捻ひねりと腕の回転を意識した正せい拳けん突づきを放つ。

「……はぁ？」

　ガシャン、パリン。自分の動作で引き起こした結果に対して、間ま抜ぬけな声を上げたのは、俺自身だった。殴られたＮＰＣの男は、一いつ瞬しゆん、体をくの字に曲げて、そのまま綺き麗れいなアーチを描えがき、木のテーブルとその上に並ぶガラス瓶びんを薙なぎ倒たおして止まる。少しでもダメージとなる様に威い力りよくを上げたが、予想以上の結果に呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「……おーい。生きてるか？」

「ああ、お前の実力を認めよう。だが、これはまだ【鍛冶】の入り口にしか過ぎない」

　何でもないかのように、むくっと起き上がるＮＰＣの男。厳いかつい顔で更さらに険しい表情を作るので、一瞬気け圧おされて一歩下がる。だが、立ち上がった男の脚あしは、生まれたての子こ鹿じかの様にプルプルと震ふるえており、ちゃんとダメージは与えられたことを理解する。

「これからこのピッケルを持って、近くの鉱山で鉱石１００個を集めて貰もらう。それが終われば晴れて、お前は採掘者の一人として認められる」

　そう言って渡わたしてきた少し使い古されたようなピッケルを受け取る。このピッケルは、特定のエリア以外では採掘できない。所謂いわゆるクエスト限定の物らしい。

　クエストも無事に受理できたことだし、早さつ速そく、鉱山ダンジョンへと向かい、クエストを始めよう。と出口へと歩き出した俺の肩かたを摑つかむ者がいた。

「……お嬢じようさん。テーブルとお酒、弁べん償しようです」

「は、はい……」

　ダンディーな酒場の店長が笑顔に青筋を浮うかべて、俺にそう言ってくる。自分より背の高い人を見上げると、少し怖こわく感じ、素直に頷うなずき、弁償した。

　あとで振ふり返ると、このダンディーな店長は俺のことをお嬢さんと言っていたが、一つ訂てい正せいさせて貰いたい。俺は、男だ！




　　　　●




「あはははっ、お姉ちゃん。やり過ぎだよ、いくらクエストでＮＰＣにパンチして良いからって、殴り飛ばして、お店の修しゆう繕ぜん費ひを請せい求きゆうさせられるなんて」

　クエストを一通り終え、無事ＥＸエクストラスキルを入手した俺は、自分のお店である【アトリエール】へと戻ってきた。そこで、妹のミュウと会い、今回のクエストの一連の事を説明した。それを聞いたミュウは、今、お腹なかを抱かかえて笑っている。

「あー、お腹痛い。笑わせ過ぎだよ。けど、一番の盛り上がりが、クエストクリアの報ほう酬しゆうを貰う所じゃなくて、一番最初って、ユンお姉ちゃんらしいよ」

「だから、俺をお姉ちゃんって呼ぶな。兄だぞ」

　全く、と溜ため息いきを吐はき出しつつ、自分の姿を確かめる。

　長く伸のびた黒くろ髪かみと少し丸みを帯びた体が女性的な印象を与えるが、リアルの俺は、紛まぎれもない男だ。キャラエディット時に体たい幹かんバランスを揃そろえる為ためにそれぞれ修正が掛かる。俺の場合、何な故ぜか女性的な修正が入り、このような姿になってしまった。

「ごめんね。いやはや、楽しそうで何よりだよ。それでクエストでは何を手に入れたの？」

「ああ、【採掘】のＥＸエクストラスキルとその道具のピッケルだよ」

　そう言って、インベントリより取り出したピッケルをミュウに見せる。意外と重く、真っ直ぐに振り下ろすのにコツが必要な道具だ。

「うーん。私もＥＸエクストラスキル習得しようかな？」

「良いんじゃないか？　けど、このクエストの条件は、【鍛冶】か【細工】センスのレベルが25以上だからな」

「じゃあ、諦あきらめようか。それじゃあ、頑がん張ばってね、お姉ちゃん」

「全く……いらっしゃい」

　そう言って、ミュウとの会話を打ち切り、新たに【アトリエール】に来たプレイヤーの接客をする。ミュウは、まだ商品を見る様子で壁かべに設置されたサンプルを気なしに眺ながめたり、店の日当りのいい場所を陣じん取どる二匹ひきの幼よう獣じゆうに触ふれたりしている。

　先日あった夏のキャンプイベントが終しゆう了りようし、それまで閑かん古こ鳥どりが鳴いていた【アトリエール】には少しずつお客さんが入る様になって来た。

　その中でも──

「すみません。サンドイッチをテイクアウトで」

「サンドイッチは、そっちの店員に必要数言ってください」

　にこやかに、なおかつ丁てい寧ねいに答える。商品を買ってくれるのは嬉うれしいが、こうもサンドイッチばっかり売れると内心微び妙みような気分だ。

　店には、絶えずとは言わないが、そこそこのお客さんが入って来て、それぞれ必要なアイテムを購こう入にゆうしていく。時には、ＮＰＣのキョウコさんの説明では理解できないプレイヤーが俺に直接説明を求めてきて、それに対して俺は、自身の商品の有用性を説明していく。

「んだけど……なんで、説明を求められるのが、食品と幼獣に関する質問なんだよ」

【アトリエール】は本来、ポーションや解げ毒どく薬やくなどの消しよう耗もう品ひんをメインに扱あつかうお店だ。だが、イベント直前に【料理】センスの向上のために満腹度システムが導入され、その影えい響きようでこうして料理アイテムが日の目を見るようになった。

「料理アイテムが評価されるのは嬉しいけど、なんで逆転現象が起こるんだ？」

　俺の趣しゆ味みの一いつ環かんで【アトリエール】にサンドイッチを並べたが、ポーションに匹ひつ敵てきする売れ筋商品となっている。

　そして、また新しい女性プレイヤーのお客さんが来た。

「こんにちは。【保ほ母ぼさん】のスマイルください」

「非売品です。とっととお帰りください」

「ええっ!?　それじゃあ、サンドイッチ五つとブルーポーション三つ、解毒ポーション二つお願いします」

　今度は、ちゃんとした注文を受けて、キョウコさんがカウンター下のアイテムボックスから商品を取り出し、カウンターに載のせていく。

　目の前で、にこにこと言うにはだらしない表情で店の一角を眺めている女性プレイヤーに、今し方感じた疑問を尋たずねてみる。

「なぁ、ちょっといいかな？」

「はいはい。私になんでしょう？」

「いや、【アトリエール】ってポーションとかの消耗品を扱うお店なんだけど、サンドイッチとか売っているのはどうなのかな？　と思って」

　その意見を聞かせてほしい、と口にする前に目の前の少女は目を見開き、手と口をわなわなさせながら、力説する。

「無自覚ですか！　包容力と母性に溢あふれる【保母さん】の二つ名を有してなお驕おごらず謙けん虚きよな姿勢。幼獣へと接するときの溢れんばかりの内面の美しさ。しかも、幼獣の一いつ匹ぴきがユニコーンという清らかさの証明が更なる人気に拍はく車しやを掛けているのに！　そんな美少女の手作りサンドイッチ！　男女のロマンを集めた一品ですよ！　ＯＳＯの二つ名プレイヤーは戦せん闘とう職や生産職が多い中で、人ひと柄がらから来る二つ名。これはもう希少価値ですよ！」

　尋ねた俺が、ごめんなさい。もう許してくれ。と懇こん願がんしそうなほどのマシンガントークに顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

　俺のそんな反応に満足したのか、少女は、その反応ごちそうさま。と一言笑顔で言って、店から出ていく。

　店に残っている何人かのプレイヤーは、先ほどの褒ほめ殺しとも言える長い台詞せりふを聞き、どこか気まずそうに店を後にする。

　最後のお客さんに店員ＮＰＣのキョウコさんと共に、ありがとうございました。と声を掛けて、送り出す。

「なんだよ。あれ、恥はずかしいってレベルじゃねぇぞ」

　両手で顔を覆おおい、手と顔の温度差で冷まそうとするが中々に冷えない。

「だから俺を【保母さん】って言うなし」

「いいじゃん。【保母さん】って素敵じゃん。面めん倒どう見み良さそうで」

　その声に、ばっ、と反射的に顔を上げれば、まだ店に残っていたミュウが、そう呟つぶやいていた。先ほどの褒め殺しを聞いていたのだろう、恥ずかしくてまた顔を手で覆う。

　そんな俺を心配して、店の一角で待機している一角獣ユニコーンの幼獣であるリゥイと黒くろ狐ぎつねの幼獣であるザクロが慰めるようにこちらに頭を擦こすりつけてくる。

「ごめんな、心配掛けて。ちょっと待ってくれればすぐに落ち着くから」

　大きい深呼吸を繰くり返し、心を落ち着けていく。

「二つ名なんてそうそう貰えないんだから喜ぼうよ。それとも、自分で痛い二つ名作る？」

「どっちも俺としては、許容の範はん囲いを超こえるんだけどな」

　ミュウの言葉に俺は、そう答える。俺としては【保母さん】は不本意な呼び名だ。

　理由なんて色々あるだろうが、キャンプイベント以降、そう呼ばれ始めた。イベントで仲間にした使し役えきＭＯＢの幼獣もまた、戦力としては不十分だが、幼い動物特有の愛らしさから人気が非常に高い。

「お姉ちゃんは、かなりの傷心のご様子ですから、私はそろそろ退散するよ。それじゃあ、また夕飯でね」

　そう言って、俺の側そばに居るリゥイとザクロを一撫なでして去っていく。

　ミュウを見送りつつ、散々茶化されたことに恨うらめしい視線を送るが、二秒と保もたずにそれを解いてしまう。

「全く、ままならないことが多くて困る」

　そう呟いて、ログアウトしようとした時、ポーンという軽快な音と共に、メニューの端はしに小さなアイコンが表示される。

「フレンド通信。マギさんからだ」

　フレンド通信を受け、マギさんとの会話が繫がる。

『こんにちは、ユンくん。今度お茶会をするんだけど、ユンくんも来る？』

「お茶会ですか？　それは何ど処こで？」

『リーリーの所だよ。メンバーは、この前のイベントのパーティーね。生産職同士、それに幼獣をパートナーにする者同士、ね』

　声の向こう側では、軽くウィンクしているだろう姿が容易に想像できた。

　俺は、マギさんには見えないが、小さな笑みを作り、二つ返事で了りよう承しようする。

「分かりました。今からで良いですか？」

『ううん。今じゃなくて、後日追って連れん絡らくするってことでいい？　今回は、リーリーとクロードが主しゆ催さいだから、私も詳くわしくは知らなくて』

「そうですか。わかりました」

『それじゃあ、当日楽しみにしてるよ』

　そこで、マギさんとの通信が途と切ぎれる。さて、と……俺は、改めて、ログアウトを実行し、ＯＳＯの世界からリアルへと戻もどって来る。




　ベッドに仰あお向むけで寝ねていた俺は、頭に装着していたＶＲギアを取り外し、大きく伸のびをする。さて、マギさんたちとお茶会か。楽しみな反面、何か変な物でも出されるんじゃないか、と主おもにクロードのことに対して不安になるが、やっぱり楽しみなんだよな、と内心で呟く。







　　　一章　イベント報ほう酬しゆうと活用法







　夏も過ぎ、リアルの学生生活が再開された俺だが、ＯＳＯの世界から遠ざかるということは無かった。

　なんだかんだで知り合いもできたし、生産職としてお店を持つこともできた。それに何より癒いやしがそこにあった。

「うーん。メイキングボックスの中身は、また薬草か。一週間続けて既すでに持っているアイテムばっかりだと、他の素材は相当確率絞しぼられているのか？」

　俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部で唸うなっていた。夏のイベント報酬の一つであるメイキングボックス。毎日なんらかのアイテムを納品するという不思議な箱なのだが、日課として確認する素材は、既に持っている素材ばかりで少しガッカリである。

「きゅぅ～？」

「ごめんな、ザクロ。不ふ機き嫌げんとかそんなんじゃないぞ」

　俺が胸に抱かかえている黒い子こ狐ぎつねの使し役えきＭＯＢ・ザクロから発せられた声だった。抱だき抱えたままメイキングボックスと睨にらめっこしていたために不思議そうに首を傾かしげていた。

　その姿に癒されつつ、耳の後ろや首筋を軽く搔かく様ように刺し激げきしてやる。

　気持ち良さそうに目を細め、俺の腕うでの中に体を預ける姿にくすっ、と小さな笑みが零こぼれる。こうした小動物的なＭＯＢとの触ふれ合いは、休日のＯＳＯの楽しみの一つであり、俺の癒しの一つとなっている。

「それじゃあ、カウンターの方に戻もどるか」

　俺の声に反応するように二本の黒い尻しつ尾ぽを機き嫌げん良よく揺ゆらすザクロ。ここは流石さすがにファンタジーと言ったところか、ザクロは、二尾びの狐の幼よう獣じゆうなのだ。

　そして、もう一匹。【アトリエール】で最も日当りのいい場所に寝そべっている使役ＭＯＢも俺の大事なパートナーだ。

　俺がザクロを連れて戻って来たことを察知したのか、すっと立ち上がる白馬。その額ひたいから小さな角が生えたそれは、一角獣ユニコーンの幼獣・リゥイだ。

「どうした、リゥイ。ってあれか……」

　立ち上がり、俺を日当りのいい場所に誘ゆう導どうするように、腹部に頭を押し付けてくる。まだ短い角を当てない様に器用に押して来る動作から何を求めているのか理解できた。

「わかった。今日は人がいないし、やるから」

　俺の了承を受けて二歩下がるリゥイに苦笑いを浮うかべて、俺は日当りのいい場所へと座り込む。横座りで座り、その太ふと腿ももにリゥイが頭を載のせてくる。ザクロは、俺の手より離はなれて、リゥイの側で尻尾を抱き抱える様にして眠ねむる。

「相変わらず、膝ひざ枕まくらが好きだな」

　それが悪いか？　と言いたげな感じで、眠たげに半分開いた目で見上げてくるリゥイに、なんでもない、と告げて首筋を撫でる。撫でられて気持ちが良いのか、再び目を閉じて、眠りに就つく。

　俺は、リゥイの首筋やたてがみに指を通し、その手て触ざわりを楽しむ。ザクロのようなふわふわとした柔やわらかい毛並みとは違ちがい、こちらは細くさらさらとして指の間をすり抜ぬける滑なめらかさがある。

　時間一いつ杯ぱいまでリゥイたちと戯たわむれているが、考えは既に今日のお茶会へと移行していた。

「そう言えば、マギさんもメイキングボックスを選んでいたよな。マギさんの方はどうだろう」

　夏のキャンプイベントの報酬で同じものを選んだマギさんだが、素材の納品状じよう況きようはどんな感じなのかそれとなく聞いてみようと心に決める。

　そして、約束の時間が迫せまり、出発の準備を進める。

「ザクロ、リゥイ。ちょっと、出かけるから起きてくれ」

　俺の声にリゥイが気けだるそうに立ち上がる。リゥイに寄りかかり寝ていたザクロが、支えを失ったのか、ころん、と転がり慌あわてて、首を振ふって起き上がる。

「ほら、ザクロ。ちょっと出かけるぞ。──《送そう還かん》」

　俺の声に反応したリゥイとザクロが小さく鳴き、それぞれの姿が掌てのひらに収まるサイズの石へと変じる。

　使役ＭＯＢは、【調教】センスと召しよう喚かん石があれば自由に呼び出すことができ、今回は、召喚石の姿に戻ってもらった。

「さて、リーリーの所に行くか」

　特に持ち物は指定されていないので、手ぶらで【アトリエール】から【リーリーの木工店】へと向かう。

【リーリーの木工店】は、第一の町の東側にあり、その向かい側にはクロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】が構えている。

　辿たどり着ついたリーリーのお店を覗のぞけば、店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターと木工武器が整然と並ぶ店内。そして、先に来ていたマギさんとクロードがこちらに気がつき、軽く手を振っていた。

「ユンくん、こんにちは」

「こんにちは、マギさん。それと──クロード」

「ユン。なぜ、俺の時だけ微び妙みように間が空いている」

「いや、自分の心に手を当ててみろよ」

　俺の言葉に首を傾げつつ、胸に手を当てるのは、革・布製防具の生産者であるクロード。そして、そんなクロードをフォローせずに、あはははっ、と乾かわいた笑いを浮かべたのは、金属製武器・防具の生産者であるマギさん。

「いらっしゃい。マギっち、クロっち、それにユンっち。待ってたよー」

　そして、カウンターの奥から顔を出す少年がこの店の店主で木製武器の生産者であるリーリー。

　そのリーリーが俺たちを手招きして、店の裏手に案内した。幅はば10メートル、奥行き15メートルの射しや撃げきレーンを思わせる場所は、一度俺が失敗をやらかした場所で少し苦い思い出がある。今回は、この広い場所でお茶会をするのか、と思ったが、リーリーは更さらにその奥へと足を進める。

「あれ？　ここでお茶会じゃないの？」

「ここよりもっといい場所だよ。こっち」

　そう言って進むと、店の裏手の更に奥に一枚の黒い扉とびらがあった。ただ、店の外観とこの扉の位置を比ひ較かくするとこの先には、何の空間も無いはずなのだが……

「さぁ、開けるよ。着いて来て」

　そう言って、先頭で扉を開けて入っていくリーリーの後に続く、マギさんとクロード。そして、俺も躊ちゆう躇ちよなく入り込んだ先には──

「ここどこ？」

　広い平原と少し離れた所に若い木の林があり、そして、木材で組み上げられた作り掛かけの建物を見ることができた。




　　　　●




「どう、凄すごいでしょ！　これが僕の【個人フィールドの所有権】だよ！」

「ああ、イベント報酬の。ここまで凄いのか」

　俺たちの見ている雄ゆう大だいな光景を前にして、リーリーは両手を広げて楽しそうに、組み上げ途と中ちゆうの建物へと向かっている。後ろを振り返れば、俺たちが今入って来た黒くろ塗ぬりの扉とその周囲数十センチの壁かべがあるだけ。裏側に回っても何もない。まさに扉だけの姿に不思議だと首を傾げる。

　リーリーにその様子を苦笑されながら後を着いて行く。辿り着いた建物の中には、切りそろえられた木材の山と入り口に置かれた小さなテーブルが目に入る。

「今日はここでお茶会だよ！　クロっち。お茶出して」

「ああ、任された。コムネスティー喫茶洋服店の喫茶部門の稼か働どうに当たって商品の感想を聞かせてもらいたい」

　リーリーに催さい促そくされたクロードは、インベントリからティーセットとケーキを取り出した。味の感想をもらうためのサンプルなので、今回はミニケーキ仕様らしい。

「パティシエの作れる種類のケーキだ。この中から店に出しても問題ない組み合わせなどがあれば教えてほしい。それと、他にアイディアがあれば言ってくれ」

　綺き麗れいに用意された色取り取りのケーキに俺もマギさんも感かん嘆たんの声を上げる。

　何種類か置かれたティーポットの中身はそれぞれ違い、セルフで注ぐようだ。

　俺がテーブルに着こうと考えていると、マギさんが思い出したかのように、俺の服の袖そでを引いてくる。

「ユンくん、ちょっと待って。ねぇ、リーリー、平原があるならリクール呼び出していい？」

「あっ!?　そうだね！　じゃあ、僕もシアっち呼び出すよ」

　マギさんに言われて、何の事か分かり、俺もすぐにインベントリからリゥイとザクロの召喚石を取り出す。

　安全で広く、なおかつ人の目が気にならない場所は、幼獣たちの絶好の遊び場だ。

　マギさんは、小さな水色の狼おおかみであるリクールを。リーリーは、朱しゆ色いろに金の混じる美しい鳥であるネシアスを。クロードは、全身黒に足先だけ白い子こ猫ねこのクツシタを。

　そして、俺は、一角獣ユニコーンのリゥイと二尾の黒い子狐のザクロを呼び出す。

「ここは安全だから自由に遊んで来ていいよ。でもあまり遠くには行かないでね」

　全員の幼獣がマギさんの声に耳を傾かたむけ、理解したのか、五匹ひきの幼獣たちは、互たがいに鼻先を擦こすり合わせるような挨あい拶さつをして、建物の入り口から平原へと駆かけていく。

　その際、全員リゥイの背中や頭にのっかって移動しており、おい、自分の脚あしで動かないのかよ。とツッコミを入れそうになったが、しばらく遠くに移動して互いに追いかけっこを始めるのが見えたので、安心してテーブルに着く。

「さぁ、お茶会の始まりだ。どんどんと感想を言ってくれ」

　そう言われて、早さつ速そくケーキに手を付けていく。一いつ般ぱん的に甘い物が好きと言われる女性のマギさんや子どものリーリー。また、俺も甘い物は嫌きらいではないためにひとつひとつ吟ぎん味みしていく。

　俺は、ストレートティーと幾いく種類かのケーキを取り、ひとつひとつを食べ比べる。

「やっぱり、オーソドックスな組み合わせが美お味いしいね。僕は、ショートケーキとかミルフィーユの生クリームを使ったケーキは、どんな飲み物でもあうと思うな」

「そうか？　俺はバランスだと思うな。チョコ系は、コーヒーとのセットなんかいいんじゃない？　甘いと苦にがいでバランス取れるからちょうどいいと思うんだけど」

「うーん。リーリーはスタンダード。ユンくんはチョコ系かぁ。私は、フルーツケーキの甘あま酸ずっぱい感じが好きだから、クリームやチョコが甘すぎると逆に酸味が強くなるんだよね」

「ふむ。やはり要はバランスか。色々と参考になるな」

　そう呟つぶやくクロードだが、既すでに答えは出ていたようだ。ただ、どのケーキもハズレがないことを確認したかったのが本ほん音ねなのかもしれない。

「後は、やっぱりケーキって持ち運びし難にくいからな。クッキーみたいに持ち運びやすいお菓か子しとかもあればお店の帰りにテイクアウトしてくれるんじゃないか？　あとは、バームクーヘンやワッフル、シフォンケーキとか」

　うちの【アトリエール】のサンドイッチは、野外での食事を想定した料理であるために、持ち運びの利便さと手軽さで選んだが、クッキーもその枠わくに入る。

「そのアイディア、採用させてもらおう」

　そいつは、どうも。と答えて一度、周囲を見回す。

　遠くまで広がる一面緑の平原。吹き抜ける風が平原の草に波打つ模様を作る光景に心奪うばわれる。

　クロードのケーキの感想が終わり、俺はそれとなくリーリーに尋たずねる。

「それにしても凄いな。ここまで自由なフィールドが貰えるなんて、最初はどんな感じなんだ？」

「うーん。実は、ここまで整理するのが大変だったんだよね。最初に幾つかのフィールドパターンを選せん択たくするだけで終わって、どうすることもできなかったからね。ここまで作り上げるの大変だったよ」

　そう言って、ティーカップのお茶をちびちびと飲みながら愚ぐ痴ちを漏もらすリーリー。ただ、悲ひ愴そう感無く、ニコニコと語る姿は、楽しんでやっていたな。と思わせる。

「もう少しフィールドをエディットする何かがあるのかと思ったけど、何もないから前々から欲しかった造船所を作ったり。建物を作ったら、今度は木材が足りないから一部を林にして木材を回収できるように整備したんだけど、お披ひ露ろ目めに時間が掛かっちゃった」

「いや、一からあの林を作るだけで時間掛かるだろ。どこから木を移転させたんだよ」

「うん？　あれは苗なえ木ぎからだよ。ホント、今の状態になるのに一週間くらい掛かったよね～。それに植林場の木ってある程度生長したらそれ以上育たないし、勝手に増えないから植林場放置で平原フィールドが森になっていた。とか無いからね」

　その辺りは、やっぱりファンタジーだ。薬草栽さい培ばいが一日で収しゆう穫かく可能だったり、植林して一週間で伐ばつ採さい可能とか……

「僕も聞きたいんだけど、ユンっちとマギっちのメイキングボックスは、どんな感じ？　クロっちのダンジョンはちょっと噂うわさに聞いてるけど」

　俺が今日聞きたかったことをリーリーが聞いてきた。それに対して、俺は隠かくすことなく状じよう況きようを伝える。

「俺は、一週間連続で薬草だったな。後は足りない素材を複製するのは便利だけど、あんまり使い勝手は良くないな」

「私は、一日目にミスリル鉱石が出たんだけど……」

　鍛か冶じ師のマギさんの口から出た言葉に正直、羨うらやましいと思った。ミスリルと言えば、ファンタジーを代表する魔ま法ほう金属。ミスリル＝レア。のような考えが俺の中にあるが、言い淀よどんでいたマギさんの次の言葉に羨ましさは消えた。

「インゴット化するのに、鉱石が五個必要で、一週間ずっと複製してるんだけど、失敗続きで数が増えないんだよね」

　そう言って、苦笑いするマギさん。同じ報ほう酬しゆうを手に入れた者同士の微妙な結果が、苦笑いを誘さそう。

「俺も個人フィールドの方が良かったかな？　フィールドの広こう範はん囲いを薬草畑にして素材を確保するとか」

「この広い範囲全てを薬草で埋うめ尽つくす前に素材の過多や収穫の手間でゲームどころじゃなくなるだろ」

　クロードの冷静なツッコミに、なるほど。と思った。現状、ＮＰＣのキョウコさんに任せられる規模が一番扱あつかいやすい。それ以上だとＮＰＣを雇こ用ようするとかして人員を増やすなりしないといけなくなる。

「なかなか、難しいな」

「そもそもメイキングボックスや個人フィールドのような報酬は、イベントのオマケみたいなものだ。それの使い勝手が良かったら、他のプレイヤーとの差が大きくなるだけだろ」

「まぁ、そうなんだけどね。やっぱり期待しちゃうじゃない」

　俺が唸うなり、クロードが冷静なツッコミを入れ、それでマギさんは口を尖とがらせて、可愛らしく自分の思いを吐と露ろする。

「そう言うクロードはどうなのよ。確か【個人運営のダンジョン作成権】だっけ？」

「まぁな。現在は、効率の良い稼かせぎ方を研究しているところだ」

「効率の良い稼ぎ方って？」

「ダンジョンのレベルやダンジョン産出の素材、後は俺自身のレベル上げも含ふくまれるが、専もつぱらＧの稼ぎ作業だな。まぁ、その話は後でもいいだろう。ユンを呼んだのは、生産ギルドに関しての話だ」

「生産ギルド？」

　生産ギルドの話は、前に出て来たが、俺は興味が無く誘われたのを断ったために、あまりこの場で深くは話を広げていないが、やや気になる単語だ。

「おっ!?　ユンくん、興味持ってくれた？　なら、クロードがダンジョンの話する前に話しちゃおう」

「ならその説明は、俺が引き受けよう」

　そう言って、自じ慢まんの黒マントを引っ摑つかみ、一瞬黒マントで体を包み込んでからそれをパッと開く。その僅わずかな間にクロードの装備が変わっていた。

　白のシャツにグレーのベスト。サスペンダーで吊つるされたズボンがすらりと長い脚を際きわ立だたせる。また、四角いフレームの眼鏡めがねを人差し指で押し上げ、いつの間にか出されたホワイトボードをキャップの付いたマジックでカッカッと二度叩たたく。その姿は探たん偵ていの助手か、十九世紀初頭の学者のイメージか。そんな感じだ。

　普ふ段だんの言動で残念な印象を与あたえるが、黙だまっていれば、整った顔立ちのクロード。だが、問題はそこじゃなくて──

「なんで早着き替がえした！　そもそもやる意味は！」

「やる意味は無い！　俺の自己満足だ！」

　言い切った!?　そして、そのままのノリでクロードが解説を始める。

「さぁ、我らが生産ギルド構想とは、どういうものか！」

　ホワイトボードにマジックで『せいさんぎるどってな～に？』と小こ馬ば鹿かにしたような文字を書く姿に俺は小さな苛いら立だちを覚えた。リーリーがわぁーと言って小さく手を叩き、マギさんが呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「そもそも生産ギルド構想とは、俺たちの共通理念である『適正価格』の販はん売ばいと生産職プレイヤーの技術増進のために考案されたギルドの形をした一種のシステムである」

　その前置きの一言から始まる生産ギルド構想の説明。

　生産ギルドとは、マギさんたちが中心になって作る生産職支し援えんのギルドのことらしい。

　市場で露ろ店てんを開くプレイヤーが増えた事で場所取りのための口論、転売の活性化、素材アイテムの買い叩きなど、戦せん闘とう職と生産職が地味に感じる日ひ頃ごろのストレスを解消するために、ギルド会館を作ってその中に、いろんなシステムを入れちゃおう。ということだ。

　素材の売買を一元化することによる管理の簡略化と素材の入手コストダウン。また、生産アイテムの価格の安定。

　そして、新規生産職への支援として、ギルド会館内部で各種生産設備を無む償しようで開放し、生産センスの体験と初期のレベリングの場の提供。

　戦闘職や生産職が作成・入手したアイテムを出展するオークションの開催。

　その他、店を持たないプレイヤーへの代理販売など。

「まぁ、簡単に言っちゃうと、お店のない生産職でも伸のび伸びとした生産ライフを楽しめるようなバックアップ体制を作ることかな？」

「まぁ、それは分かりました。でもその話がまだ実現していないってことは、問題点があるんですよね」

「流石さすがに、ぼかしての説明でも分かっちゃう？」

「はぁ、何となくですが」

　壮そう大だいな計画ほど、困難が付き物である。だから、俺に説明する時点で何らかの問題点があると思っていた。

「まぁ、問題点と言ってもただ一つ──金がない。これに尽きるな」

「えっ？　生産職トップの三人が揃そろってそれ？」

　俺の呟きに、三人は苦笑いを浮うかべる。リーリーは、過大評価だよ～。と気の抜ぬける声で答え、クロードが理由を説明する。

「いくら、俺たちが稼ぐと言っても、高々三人だ。三人が数十人、下手をしたら、戦闘職も合わせて数百人以上をバックアップする組織なんて作れないからな」

　一度肩かたを竦すくめるクロード。そう言われると確かに、と思う。

「ギルド設立の専用アイテム【ギルド証】やギルドの拠きよ点てん、ギルドに必要な設備や施し設せつ。また各種施設を運営するためのＮＰＣの継けい続ぞく雇こ用よう、更さらには、商品売買をするための初期費用など、上げたら限りが無いが、金で解決できる問題がほとんどだ」

　説明される内容の半分も理解できないが、金が必要という最後の部分は理解できた。

「それで俺に、ギルドのメンバーになって手伝え、と」

「違ちがう違う！　そんな無む理り強じいはしないし、ユンくんはソロっていうのは知っているから。違う協力のお願いだよ」

　慌あわてて俺の考えを強く否定するマギさんに、俺は、自然と声のトーンが低くなっていたのかもしれない。と喉のど元もとを触さわり、マギさんの話に耳を傾かたむける。

「色々な生産職仲間にギルド設立のための資金提供をお願いしているの。少額でもいいからお願いできないか。って。勿もち論ろん、ギルドが出来れば、代理販売を受け持つから露店にかける時間も減らせて他の活動の時間に当てられる。それに、素材の買い取りもＮＰＣより高めにして、売る時も安く売る。素材が安ければ、生産センスのレベル上げがやり易やすい。とかのメリットもある」

「ユンで例えるなら、【アトリエール】の宣伝。必要な生産素材の優先販売なんかだろうな。まぁ、その辺がお前へのメリットだろう」

　マギさんとクロードの提案は魅み力りよく的に思えるのだが、生産ギルドはどうなる。

「生産ギルドはどうなるんですか？　そんな素材を薄はく利りで売って維い持じできるんですか？」

「うーん。別にアイテムの売買で稼ぐと言うよりもオークションのような娯ご楽らくの方で稼ぐつもりだから。ほら、入場料でね。それに、オークションの役割は、値段の決められないような新規アイテムやクエストアイテムに対する価値の決定の前段階だから」

「俺たちの共通理念は『適正価格の販売』だからな。需じゆ要ようと供給のバランスが取れていないアイテムなんかはオークションに掛かけて、そこから徐じよ々じよに流通が増えるように生産職がアイテムを作り、適正価格へとコストダウン。だからな。ユンみたいな非常識なプレイヤーが無知ゆえに無償でアイテムを供給するような状況を防いで、生産職全体の活動を保全するということを目的のひとつとしているんだ」

　なんか、非常に失礼な事を言われたが、事実なのでぐっと押おし黙る。数秒目を瞑つぶり考え、疑問を口にする。

「それじゃあ、資金提供したプレイヤーへの特典とかギルドメンバーの組織のつながりとかは？」

「残念ながら、生産ギルドは、企き業ぎようじゃないんでな。売上ででた利益を配当したり、商品の割引制度なんてない。それがあるのは、転売ギルドのほうだ」

　きっぱりと言い切るクロードに言葉を繫つなげるマギさん。

「純じゆん粋すいな善意……とまでは求めないけど、互たがいに生産ギルドがあれば、便利かな？　と思うプレイヤーが資金提供者には多いかな。ギルドは、生産職だけじゃなくて、全プレイヤーに対して開かれているからね」

　そう言われて、話をしばらく吟ぎん味みする。

「いいですよ。資金提供なら──って言っても今は持ち合わせが無いので後日で良いですか？」

　俺の言葉に、ほっと胸むねを撫なで下ろすマギさんと、大だい丈じよう夫ぶだって確信していたらしいリーリーとクロード。

「金額は、用意できる範囲の額で良いですか？」

「うん。ユンくん、ありがとう。最近は、私たちも金策をしていたからちょっと肩の荷にが下りたよ。でも、クロードのダンジョンの素材を使えば、もう少し楽に資金調達できるかもしれないのに」

「なぁ、クロード。そんなにダンジョンって稼げるのか？」

「リーリーと同じだ。安定した稼か働どうには、かなり準備が必要になるが、まぁそれなりだな。丁度良いし、見てみるか？」

　そう言って、クロードが手元の空間で指を動かし、メニューを俺たちが見える様に可視化させる。半はん透とう明めいなメニューが大型テレビサイズに拡大され、俺たちが見やすい位置で固定される。

「これが現在のダンジョン内部の全体像だ」

　そう言って作り出されたのは、細かなマスを茶色と黒で塗ぬりつぶしたマップのような物だ。それが何枚も表示され、それぞれのマップには、階層のナンバリングがされている。

　プレイヤーの存在を表す白い点がマップ内をリアルタイムで動き回っている。

「そもそもこう見せられたって俺は、どう見たらいいか分からないんだけど」

「そうだったな。じゃあ、これでどうだ？」

　そう言って、マス目で構成されたマップが３Ｄで表示された。ただ、平面的なマス目マップよりも情報量が多いために第一層しか表示されていない。

「さて、ダンジョンの説明として初めにコンセプトの説明だ。コンセプトは、『素材の持ち帰り』をメインにしている。『生かして帰す』だ」

「あれ？　最近、クロっちと同じ個人運営のプレイヤーダンジョンが出なかった？　非常にバランスが悪くて人が寄り付かないって話だけど……」

　リーリーの言葉に、良い質問だ。と答えるクロード。

「ダンジョンを作るには、ＤＰダンジヨンポイントが必要なんだ。基本ＤＰの集め方は、自然回復、プレイヤーの撃げき破は、そしてプレイヤーがダンジョン内で消費したＭＰの回収だ。他の方法として、１万Ｇで１ＤＰと交こう換かんという救済措そ置ち的なものもあり、逆にそれで稼いでいる」

「へぇ、ＤＰ１点で１万Ｇになるのか。結構儲もうかりそうだな」

「残念だが、そんな便利なシステムじゃない。自然回復量の上限は、ダンジョンの初期レベルで１万ＤＰ。レベルが上がれば、１０００ずつ増えるが、自然回復量は一時間で１００ＤＰだ。救済措置でＤＰに変へん換かんするにしても少額程度で殆ほとんど影えい響きようは与えない。それにＤＰのレートにも制限があって、お金からＤＰに換える時は、ＤＰの自然回復量の十分の一以下の時、そして逆にＤＰからお金に換える時は、ＤＰの自然回復量以上の保有量で、なおかつ１００ポイントで１万Ｇというレートだ。割に合わない」

　そう言って、疲つかれた様な溜息を吐き、一度話を区切るクロード。

「話を戻もどそう。リーリーの言ったダンジョンは、プレイヤーの撃破を念頭に置いてＤＰを稼ぐダンジョンだな」

「なるほどね。プレイヤー撃破のために攻こう略りやく難易度が高めのために人が寄り付かない。誰だれもレベリングのためにデスペナルティーのリスクの高い場所は選ばないわよね」

「そうだ」

「じゃあ、そのＤＰは、クロードはどうやって稼いでいるんだ？」

　マギさんの納得の一言に、クロードが同意すると同時に、俺は思った疑問を口にする。

「俺の場合は、ＤＰの自然回復量を下回る範はん囲いでの低コストダンジョン。そして、プレイヤーの消費したＭＰの回収をメインにしている。だからと言って完全に安全なダンジョンではないがな」

　そう言って、いくつかのダンジョンの設置物を立体映像で見せてくれる。

　基本は、洞どう窟くつ型ダンジョンで構成され、生産素材として使える物が採取やドロップで配置されている。また、ランダムで宝箱も生み出すプレイヤー側への旨うま味みの提供も忘れていないが……。

「ねぇ、クロード？　どうして生産素材が【裁さい縫ほう】系に偏かたよっているのかしら？」

「無論、俺のためだ。俺の作ったダンジョンの情報をプレイヤーに提供し、持ってきた素材を積極的に買い取る。素晴らしいマッチポンプだとは思わないか」

「クロっち、ズルいよ！　【木工】用の素材も用意してよ！」

「洞窟ダンジョンなんだから、鉱石の採さい掘くつ場所とかも用意してよね。今、生産ギルド構想のまとめに入ってるのに、一人で抜け駆がけとは！」

　一人だけズルいぞー！　速そつ効こう性のある生産素材の収集場の独どく占せん反対！　と半ば冗じよう談だんのように声を上げるマギさんとリーリー。

　クロードは、マギさんたちの抗こう議ぎを無視して、メニューを操作していく。ニタリと不敵な笑みを浮かべてメニューのとある一か所を拡大化する。

「ほほう、クロードは私たちを無視するの？」

「それより面白い物が見れそうだぞ。ちょうど、奥に入り込んできたプレイヤーがいる」

　俺が生産ギルド設立への資金提供の約束をして、その話は終わり。とでも言いたげなクロードは、半透明な画面を指差し、その部分を拡大化する。

　進んでいるのは、ほぼ戦士職と言った感じの一団だ。武器には、剣けんや槍やり、手て斧おのに打だ撃げき武器のフレイル。見事に斥せつ候こう役のいない急造パーティー特有のアンバランスさが窺うかがえる人たちが真っ直ぐに歩いている。

「──３、２、１」

　カウントを始めたクロード。そのカウントが０になった瞬しゆん間かん、パーティーの足元から紫むらさき色いろに輝かがやく魔ま法ほう陣じんのような物が作動した。

「トラップ!?」

「正解だ。そして、その効果は」

『なんだ？　何が起こった！』『気を付けろ！　トラップだ！』『モンスタースポーンだったらヤバい！　固まれ！』

　光が収まるまでの僅わずかな間に素早く円えん陣じんを作り、背中合わせに死角を埋うめるパーティー。だが──何も起きない。

『なんだ。何もねぇのか。こけおどしかよ』『驚おどろいた。心臓に悪い』『けど、ちょっと気持ちが緩ゆるんでたかもな。気を引き締しめないと』

「ご馳ち走そう様さま。とトラップを利用した稼ぎもある」

　画面の向こうでは何も起きない事に安あん堵どの息を漏もらすプレイヤーたちだが、クロードは、静かにそう呟つぶやき、メニューの端はしの増加したＤＰの残量を見ている。

「クロっち　増えたの？　プレイヤーを倒たおしてないし、スキルやアーツも使ってないよ」

「ああ!?　分かった、クロード。トラップの種類は、【ＭＰ吸収】だ」

「ああ、なるほど。ＭＰをそのまま引き抜いたのか」

　頷うなずくクロードに俺は納得の声を上げる。ダンジョン内で消費したＭＰがＤＰに変換される。プレイヤーを倒さずにＤＰを稼ぐクロードのコンセプトとはマッチしているな。けど──

「細い通路とか、一本道に設置して稼ぐことはしないのか？　通行料みたいな感じで」

「残念だが、このトラップの設置は一定時間にランダムで変へん更こうされ、確実に回かい避ひできる大きさの場所にしか、設置できないという制限がある。しかし、ダメージトラップでは無いので、コスト自体は低いから時折の臨時収入としては美お味いしいんだ」

「そうなのか……うん？」

　視界の端に映るメニューの中から先ほどＭＰ吸収トラップを抜ぬけたプレイヤーが一いつ瞬しゆんで消える。いや、開閉式の落とし穴に落ちたといった方が正しい。

「おー、見事なボッシュート」

「けど、穴は案外浅い？　水で満たされてるけど、溺でき死しトラップでもないし、まさか、濡ぬれる不快感のためのトラップとか」

「ユン。そんな訳ないだろ。良く見ろ」

　そう言って、クロードは見えている映像の角度を動かし、俺たちの見やすい位置にする。そして、その位置から中を覗のぞき込む。穴の深さは、成人男性の背丈よりちょっと浅いくらいでジャンプで軽く抜け出せる大きさだ。そして、穴の底に満たされた水が蠢うごめいている!?　無数に浮うかぶ球体。それは見覚えがあると同時に未知から既き知ちへと変わって安心する。

「ああ、なんだブルースライムを大量に詰つめた落とし穴か」

　意味あり気な事をクロードが言うからどんな鬼き畜ちくトラップを用意したのかと思えば、コストの安い弱小スライムを数揃そろえて穴の中に放り込んだだけか。と安心して、お茶を口に含ふくむ。

　少し話に夢中になり、冷めてしまったお茶を素早く飲み干し、新しくアツアツのお茶をカップに注ぎ直す。

「さぁ、始まったな」

　ぷるぷる、ふよふよと蠢いているスライムたちに取り囲まれ？　どっちかって言うと戯たわむれているようにしか見えないパーティーのＨＰが僅かに減った。……減った？

　カップに口を付けた状態で見ていた変化だが、ほんのミリ単位で減ったＨＰが次の瞬間からガリガリと削けずれ始め、反応する間もなく全てのＨＰが消え、スライムの中に倒れるプレイヤーたち。

「ぶぅっ!?　こほっこほ……」

「うわっ!?　リーリーがむせた！」

「ＨＰが一瞬で溶とけた……」

　リーリーが、飲んでいたお茶が気管に入り何度も咳せき込こむので、俺は、背中を撫なでつつ、スライム溜だまりを見た。

　マギさんは、呆あきれて反応できないでいた。

「スライムという弱小ＭＯＢを最大限利用するためのトラップ。その名も【スライム地じ獄ごく】だ」

「いや、見たまんまなんだけど……」

「そのコンセプトは、低コストによるＤＰ回収。まず、落とし穴は、脱だつ出しゆつ可能なサイズを指定しているために、低コストで作製可能。落とし穴の底にはスライムのスポーンポイントを設定し、一定時間毎ごとにスライムが湧わき出し、作り上げられたスライム溜りへとプレイヤーを落とす。最後は、大量のスライムの飽ほう和わ攻こう撃げきによる連鎖チエーンボーナス頼だよりでプレイヤーを圧殺！　更さらに、万が一トラップが発見されても、これだけ多くのスライムを排はい除じよするためには、相応のスキルやアーツを使用する。それにより排除という選せん択たく肢しでもＤＰを確実に黒字に持っていけ、時間を掛かけることで、修復が可能！　コスパの面では非常に優ゆう秀しゆうなコンボトラップだ！」

　椅い子すより立ち上がり、力説するクロード。それを見てぽかーん、と小さく口を開けて見上げる俺たち。

　いや、そんなに力説せんでも……。というか、連鎖チエーン攻撃によるダメージ増加であるためにＨＰをミリ単位で削られてからプレイヤーが倒されるまでが早かったのか。と納得する一方で微び妙みような気持ちになる。弱小スライムに倒されるとは……。せめて特とく殊しゆなボスクラスのスライムなら報むくわれるのに。と思ってしまう。

「クロード。そう簡単にトラップに引っかかるものなの？　作っただけでトラップの作動率が悪いなら無む駄だじゃない？」

「ふふふっ、それを補うために、これだ」

　指を擦こすり合わせて、パチン、と音を鳴らすと場面が切り替かわる。とある通路に脇わき道みちが一本生える形の通路。そして、奥には下層へと進む階段が見える状じよう況きよう。

『あっ、下に続く階段だ』『よし、これで先に進めるぞ』『ここから先に良い防具の素材があるらしいから集めてから持ち帰ろうぜ』『よし、気合い入れて行こうか！』

　目の前の下層へと続く階段に気を取られ、脇道との交差地点へと足を踏ふみ入れた瞬間──

『『『うわぁぁっ!?　あああぁぁぁっ──』』』

　交差地点の地面が、そこを行くプレイヤーたちを脇道へと吹ふき飛ばすように跳はね上がり、その地点に乗っていたパーティー全員を脇道へとご案内。その先の暗くら闇やみの奥へと落ちた瞬間、べちゃっという水音まで聞こえる。

「「「…………」」」

「と、このような誘ゆう導どうのために、跳ね上げ式の床ゆかトラップなどを使えば割とスライム地獄は有用だ」

　そして、脇道のスライム地獄に落ちたプレイヤーたちの反応が消えた。

「鬼おに」

「悪あく魔ま」

「冷血漢」

　順に、リーリー、俺、マギさんがクロードに対して言葉を投げかける。

「何を言う。低コストのトラップを連鎖チエーン反応させてダメージを蓄ちく積せきさせる。素晴らしいじゃないか」

　もっと讃たたえるがいい、と言いたそうに満足げなクロードの表情に俺は、褒ほめてないから。と内心ツッコミを入れる。

　どう見ても、モンスター系のダンジョンではなく、トラップ系の殺さつ戮りくダンジョンだ。注意深く観察していれば、回避できるトラップで構築されているが、全員が全員気を張っている訳じゃない。自分のレベルを弁わきまえて慎しん重ちように進むプレイヤーには、難しくはないが、気楽に通常ダンジョンと同じと考えて進むと一瞬でダンジョンのコンセプトに吞のまれる。

　そんなダンジョンに見知ったプレイヤーたちが訪れた時、俺は、どうか何事も無く終わってくれ、と願った。勿もち論ろん、ダンジョンとプレイヤー双そう方ほうの心配だ。




　　　　●




『おー、ここがプレイヤーメイドのダンジョンなんだね。何があるの？』

『主おもに【裁さい縫ほう】向けの素材だから、リレイさんとコハクさん向けの防具の素材確保でしょうか？』

　ダンジョンの入り口で薄うす暗ぐらいダンジョン内部の奥を見ようと無意味にぴょんぴょんと跳ねる白い髪かみに白銀の装備を身に纏まとう少女が目に入った。そう、我が妹様のパーティー御ご一行がダンジョンへ足を踏み入れたのだ──

「げっ、ミュウ。なんでここに」
















「町に近い所に入り口を作ったからな。来ても不思議ではない」

　そんな所に入り口を作ったのかよ、知らなかった。とミュウの登場と町の足元にダンジョンが広がる可能性に二重に驚く。

『じゃあ、トビさんが先行してトラップ等を警けい戒かい。私とヒノさんが前衛。中衛には、魔ま法ほう職のリレイさんとコハクさん。背後からの奇き襲しゆう警戒には、魔法と近接の両方を扱あつかえるミュウさんでお願いします』

「ふむ。セオリー通りの陣じん形けいだな。これでは、第二層まで簡単に到とう達たつされてしまう。まぁ、そこまで進んで素材を回収して帰るなら良し。それ以上進むなら、くくくっ……」

「おい、クロード。どっからどう見ても悪役の立場にしか見えないから。ちょっとは、自重してくれ」

　俺は、こめかみを押さえて小さく溜ため息いきを吐つく。ジト目でクロードを見み詰つめれば、演出だと言わんばかりに肩かたを竦すくめる。悪かったな、冗じよう談だんが通じなくて。

　そして、表示されるダンジョン内の様子からそっと目を外し、マギさんとリーリーを見れば、ミュウたちのダンジョン攻こう略りやくの様子を興味深そうに見つめ、時折、感かん嘆たんの声を上げている。

　気持ち的には、肉体派のテレビ番組でも見ている感じだ。複雑かつ難易度の高いコースを軽快に進んでいく挑ちよう戦せん者とタイムアタック制。同じコースでも個々人の技量や戦略、人間性で全く違ちがうドラマを繰くり広げる。

　たしかに、挑戦者によって展開が無数に変化するという点では、このような番組と共通しているかもしれない。そう考えると、すとん、と納得でき、俺も大人しくミュウたちのダンジョン攻略を観察することにした。

「なんだかんだ言ってもミュウたちの行動ってあんまり知らないんだよな」

　良い機会だし、じっくりと見させて貰もらいますか。と思い、追加のお茶を貰って観察する。

　第一層は順調に進み、ＭＯＢや道中の素材を回収しつつ、和わ気き藹あい々あいとした感じで進んでいる。この辺のトラップは、まだ嫌いやがらせ程度の良心的なレベルだった。

　時折、ＭＰ吸収トラップの側を通りかかるが、斥せつ候こう役のトウトビが罠わなの回避や解除ができるレベルだ。

　トラップの度合も、行動阻そ害がいを目的とした足首程度の深さの落とし穴や泥どろ沼ぬまと、どこか笑いを誘さそうタイプが多く、トラップの脱出も容易だったりする。

　センスさえ持っていれば、回避も解除も可能。無くてもゴリ押しで問題ない。

　ただ、気になる点は──

『それでね。この前なんてセイお姉ちゃんがね』

『ホント、ミュウは、お姉さんたちが好きだねぇ』

『そりゃ、家族愛ですから！』

『ふふふっ……なんとも素晴らしい家族愛ですね。背景に花など添そえたいです。主おもに百ゆ合りとか』

『リレイ。戻もどってこーい。あかん、トリップしてもうた』

　なんか、凄すごい和気藹々とした感じの道中は、ミュウの一人無む双そうだった。内容は戦せん闘とうでは無く、雑談の方でだ。

　俺やセイ姉ねぇがどうしたとか、どういう事があったとか……そんな感じの事を楽しそうに語るミュウ。ルカートはニコニコとした様子で聞いているし、トウトビとヒノも、警戒を怠おこたらず、遭そう遇ぐうするＭＯＢを適てき宜ぎ処理しながら、会話に参加し、口くち許もとに笑みを浮かべている。

　リレイは……もうすでに一人で妄もう想そうの世界へと旅立っていた。恍こう惚こつとした表情で顔を赤くして、荒あらい呼吸が艶なまめかしく映る。そんなリレイの両りよう肩かたを揺ゆすって、正気に戻そうと奮ふん闘とうするコハクだが、早々に諦あきらめたようだ。

　と、言うより──

「は、恥はずかしいんですけどぉぉぉっ！」

　押し殺した声で声の届かないミュウへと叫さけぶ俺。

　それをニヤニヤとした表情で見つめるマギさんとクロード、そしてリーリー。良い趣しゆ味みしてますね。とでも言いたげな表情。

「この前の休日の時、家におやつのストックがあるのに店頭販売のプリンを手にとり、そこで、五分以上も唸うなっているとか色々と可愛いね」

「リーリー！」

「いいんじゃないの？　プリンくらい買っても。プリン食べたかったんでしょ？」

「……一応、家に別のおやつがあったんですよ。その時の気分と言うか、物足りなくて食べたい欲よつ求きゆうなんて一過性のものですよ。必要ない物は、なるべく買う必要はないと思ったんですが……」

「いや、真ま面じ目めだな。と思って。家にある買う必要のないものを買って良いのか悩なやむ金銭感覚と自分の欲求を天てん秤びんにかけて唸るんだから……で結果はどうだった？」

「ミュウに無理矢理買わされました。あんまり欲しい物無いんだから買っちゃえって。その……プリンの専門店だったんで美お味いしかったです」

　意外と割高なプリンだったが、滑なめらかな舌した触ざわりと程よいカラメルの苦味、そして、個人的に甘すぎない味と満足だったので、結果は良い買い物だった。

　賞味期限がまだ先のおやつと足の早いプリンでは、プリンを優先しても問題ないので、後で考えると何を馬ば鹿かな事で悩んだんだ、と思う。

「逆に言うと、普ふ段だんから自分の欲求を抑よく圧あつしている、と見るべきか？　それにしても仲が良いな。三姉妹揃そろって。何でパーティーを組まなかったのか不思議なくらいだ」

「むぅ……色々あるんだよ、こっちにも。それに三姉妹じゃなくて、俺は男だ」

　仲が良いとは言っても、リアルでも四六時中一いつ緒しよに居る訳じゃないし、そもそもゲームに対する方向性が大分違うのだ。

　最初から無理に関わるよりは、臨時とか時折関わるのがベストな感じだろう。

　俺たちが、お茶とお菓か子しを摘つまみながら、わいわいと談笑に興じていれば、ミュウたちも大分進んでいた。

「さて、第一階層を抜ぬけて、第二階層。敵は強化されていないが、トラップはどう処理する？」

「なぁ、クロード。このダンジョンって全部で何階層あるんだ？」

「単純に四階層だ。と言っても最終階層は殆ほとんど一直線であるために三階層とボス部屋のような感じだな。それに行きは時間が掛かかるが、帰りに最短経路を通れば、出るまでに十数分とかは掛からない規模だ」

　その答えに、再度ミュウたちへと視線を向けると、ミュウたちが的確に敵を処理し、またあのスライム地じ獄ごくのポイントなどを上う手まく潜くぐり抜けている様子が映っていた。

『……すみません。ここに大き目なトラップがあります。感圧式トラップですね』

『全体、停止！』

　トウトビがトラップの存在を知らせ、ルカートが立ち止まり、よく通る凜り々りしい声で停止の合図を送る。数秒悩み、何らかの結論を出したルカートは、パーティーメンバーに意見を聞く。

『階層が変わって罠の種類もレベルを上げたのかもしれません。一度、作動させて、把は握あくした方が良いと思うのですが、どうでしょう？』

　ルカートの提案に、ミュウを筆頭に賛成の声が上がり、罠の発動には、ヒノが選ばれた。

『ヒノさん、お願いできますか？』

『オッケー、ルカート。このハンマーでここ殴なぐればいいのかな？』

　そう言って、大おお槌つちでトラップの所を全力で叩たたけば、開閉する落とし穴。

　簡単に自じ慢まんのスライム地獄のトラップを発見されたクロードだが、特に無表情でその様子を眺ながめている。

『うわっ、スライムがぎっちりだ。なんか、プルプルしてる』

『なんか、生理的に受けつけんわ。なぁ、ミュウ、リレイ。どないする？』

『ふーむ。粘ねん液えきというシチュエーションもなかなかマニアックですね』

『あんた！　何言うとんねん！』

『ふふふっ、まぁ、それは置いとくとして、焼やき払はらいましょうか──《フレイム・バーン》！』

　穴の中に炎ほのおが降り注ぎ、一いつ瞬しゆんで穴を埋うめ尽つくし、落とし穴から火柱が噴ふき出す。

『おおっ！　リレイは、相変わらず、やること派手だね』

『お褒ほめ頂きありがとうございます。ミュウさん』

『いや、何かやる前に相談せな。全く、リレイは……』

　ミュウは、落とし穴から噴き上がり天てん井じようを這はう炎を見上げ、リレイは、どこか自慢げな雰ふん囲い気きでいる。対して、リレイのストッパーであるコハクは疲つかれた様な息を吐き出し、ルカートとヒノは苦笑い。トウトビは、少し表情は読み取り辛づらいが雰囲気を楽しんでいるようだ。

　第二階層もこの調子なら問題ないな。と思っていると俺のすぐ近くにいる男は、非常に険しい表情を作っている。

「ここまでで、スキルやアーツの発動が今の一回。それに罠を潰つぶすために範はん囲い魔ま法ほうを使ったが、威い力りよくに対してＤＰの還かん元げん率が低いな。これは【ＭＰ消費削さく減げん】か【魔法攻こう撃げき上じよう昇しよう】系のセンスを装備してるな。倒たおされるＭＯＢの補ほ充じゆうでのＤＰ消費を考えると赤字だ。ここは攻こう勢せいに打って出るか」

　何やらブツブツと怪あやしげな事を呟つぶやくクロード。

　第二階層では、一度、罠の後ろに更さらに隠いん蔽ぺいの掛かかった罠を設置しており、ミュウが危あやうく落とし穴に落ちそうになっていたが、落とし穴に体半分ほど落ちた所で【行動制限解除】のセンスで穴の壁かべを蹴けって、三次元的な動きで穴の底に落ちる前に舞まい戻る。となかなかに魅みせる動きをして、そのスライム地獄もリレイの炎に焼かれた。

　そして、第三階層。実質的な最終階層とクロードが評するエリア。ここに入り、クロードがダンジョンにある指令を出す。

「──【緊オ急ー指ダ令ー】。第三階層の【アン・デッド】四十体と【カース・フレイム】三十体は、侵しん入にゆう者の迎げい撃げきと撃げき退たいに入れ。第三階層に出現した【スピリット】は、全て第四階層への配置転てん換かん、随ずい時じ行動！」

　クロードの命令により槍やりと鎧よろいを持ち、ミイラ化した不死者と、黒い炎の人ひと魂だまがゆっくりと指示通りに動き始める。このＭＯＢの強さは、今までのエリアの敵を少し強くした程度でミュウたちを止められるとは思えない。それとは別に──

「……良かった。ホラー系じゃなくて」

　アン・デッドと言うくらいだから、少しホラーを想像したが、どっちかと言うとくすんだ色合いの木人形とただの黒い照明のような感じで怖こわさは少し薄うすめだ。ただ、三か所に空いた両目と口の暗さがそこはかとない不気味さを感じさせる。

　それが狭せまい通路で隊列を組み、槍を掲かかげて牽けん制せいしているのだ。

『……短たん剣けんの私じゃ間合いに入り辛い』

『適度に牽制して、リレイさんとコハクさんの面攻撃で制圧ですね』

　トウトビは、リーチの短さに呟くように言い、ルカートは、自慢のバスタードソードがややとり回しが難しいのか、剣けんの側面を盾たての様にして槍の攻撃を弾はじいている。

　ヒノも武器を大槌から長槍へと切り替かえて、牽制し合い、今か今かと背後の魔法による制圧を待っているが──

『もう！　壁からなんか一いつ杯ぱい出て来たよ！』

『ちぃ！　この黒い炎、攻撃力無いけど、【呪のろい】の状態異常バツドステータス与あたえてくるで！』

『ふふふっ、厄やつ介かいですね。喰くらえば【呪い】──けど、まぁ、この際、無視して魔法を撃ち込みますか。──《フレイム・ウォール》！』

『それがええかもな。──《エアロ・バッシュ》！』

『ゴリ押しかぁ。良いね！　──《ライト・ウェーブ》！』

　後方に配置された三人の魔法が、ミイラ兵士へと飛来し、一瞬でその輪りん郭かくを崩くずしていく。

　それを画面のこちらから眺めて楽しげな笑みを浮うかべているクロード。どう考えても不利な状じよう況きよう。それに緊急でＭＯＢを呼び出したために大おお幅はばにＤＰを減らしている。のだが……

「くくくっ、予定通りに遂すい行こうしているな」

「クロード？　いい加減に強がりとか止やめて大人しくダンジョンを攻こう略りやくされたら？」

　マギさんは、少し楽しそうに目を細めてそう呟く。ただ、本心はクロードがどれだけ足あ搔がくのかを楽しみにしているのだろう。

「言っただろ。低コストでのコンボダンジョンだと。複数の要素を組み合わせることで理想の状況へと持ち込む。これは、ＤＰを得るための戦いじゃない。もはや、俺の想像するダンジョンのシチュエーションを再現する戦いになっている！　損害など気にはしない！」

「損害って、クロっち。折角呼び出したＭＯＢが減ってるよ」

「いや、何か変だぞ」

　リーリーが指し摘てきしたが、俺は変化を見つけた。

　クロードは、緊オ急ー指ダ令ーで何を出した？　二種のＭＯＢへの指示と一種のＭＯＢの配置転換だ。だが、配置転換のＭＯＢは最初は第三階層には居なかった。それは、ミイラ兵の体から抜け出したのだ。

　こちらは青緑色の怪しい霊れい魂こんだ。それが、一いつ斉せいに壁をすり抜けて、去っていく。

『なんか出た！　──《ライト・ウェーブ》！　むぅ、逃にがした』

　ミュウが青緑色の霊魂【スピリット】に気がつき、魔法で一体仕留めるが、他の数体は壁の中に消え、その後、消え去った空白地帯を埋める様にミイラ兵が殺さつ到とうする。

　またミュウは、壁から突とつ然ぜん現れる黒い火の玉に接せつ触しよくしつつ、剣で斬きり付け、霧む散さんさせる。

「さて、ここでこの第三階層を布ふ石せきとしたボスのコンセプトを紹しよう介かいしようか」

　椅い子すから立ち上がり、格好つけるクロード。

「まず、各ＭＯＢの役割を説明しよう。アン・デッドにはプレイヤーを足止めさせつつ、倒された時に出現するスピリットを大量確保させる。そして、壁よりすり抜けて移動できる非実体系ＭＯＢのカース・フレイムによる【呪い】の状態異常バツドステータスを引き起こす」

「なぁ、なんでスピリット？　なんでＭＯＢを大量に生み出す必要があるんだ？」

「そこがボスへの布石だ。だが──まぁ見ていれば分かるだろう。お楽しみは後に取っておかなくてはな」

　そう言って、くくくっ、と喉のどを鳴らして笑ったクロードは、説明を再開する。

「さて、ここで質問だ。なぜ、俺はカース・フレイムで【呪い】をまき散らすと思う？」

　クロードの質問に口元に手を当てて、考える。たしか、【呪い】の状態異常バツドステータスは、一秒間に１％のＭＰ減少とランダムのマイナス効果だったはずだが、ＭＰ減少って事は……

「なるほどね。クロードが言いたいのは、【呪い】によるＭＰ減少でのＤＰ確保ね」

「それに、【呪い】からの回復に時間を掛ければ、継けい続ぞく的にＤＰが手に入るし、すぐに回復魔法で解呪デイスペルしてもスキル使用でＤＰが手に入る」

　マギさんとリーリーの解答に満足げに頷うなずくクロード。事実、ミュウが回復魔法の【ディスペル】を使用している所でタイミングを見計らって、再び【呪い】を振り撒まくカース・フレイム。ただし、二度目、三度目と徐じよ々じよに奇き襲しゆうの成功率を下げていき、最終的には、アン・デッドとカース・フレイム。そして、スピリットの何体かが討たれ、第三階層のＭＯＢが全ぜん滅めつしていた。

『……やっと敵の流れが止まりましたね。ここから先の道に罠わなはありません』

『じゃあ、少し休きゆう憩けいしてから行こう。アーツやスキル、それに【呪い】の影えい響きようでＭＰがカツカツ。疲れたぁ～』

『ミュウは、守って、攻撃して、回復してって、一番働いたからね』

　ぐだぁ、とだらしなく通路の壁に背中を預けるミュウとそれを微笑ほほえましげに見るパーティーメンバーたち。時間を決めて休み、休みが終わったら回復し切らなかったＭＰをＭＰポーションで回復して最深部へと突つき進む。

「さぁ、最後のギミック！　これが第三階層を布石とした第四階層のボス──魔ま犬けん・ヘルハウンドだ」

　第四階層の逆お椀わん形の唯ゆい一いつの部屋には、一いつ匹ぴきの犬がいた。大きさとしては、中型のボスＭＯＢよりも一回りも小さい。その周囲には、先ほど増産されたスピリット数十体が漂ただよっている。

『ボスはあれだけ？　それにさっき逃げた人魂だ』

　ヒノの呟き。それに反応したヘルハウンドは、伏ふせの状態から立ち上がり、天井に向かって、吠ほえる。

　反はん響きようする声に従って、周囲に漂うスピリットが一斉にヘルハウンドへと吸収され、その体が一体ずつ入り込むごとに巨きよ大だい化し、最終的にボスＭＯＢに相応ふさわしい大きさに変化した。

　その光景に、俺を含ふくめて、観戦していたマギさんもリーリーも口を開けてぽかんとしている。

「スピリットは、攻撃能力が皆かい無むのＭＯＢ。そして唯一所持するセンスが【憑ひよう依い】。対象者に対して憑依・合体する事でセンスのレベルに応じたステータスの上昇が得られる。それが、三十二体。途と中ちゆうで何体か倒されたが、残り全てを吸収したヘルハウンド。並の強さではないぞ」

　犬の遠とお吠ぼえは、スピリットを吸収するごとに、咆ほう哮こうとも呼べる迫はく力りよくを備えて、対峙するミュウたちに圧力となって襲う。

　そして始まったヘルハウンドとの戦せん闘とう。

　中型のボスＭＯＢの大きさでありながら、ヘルハウンド本来の機動力で地面を駆かけ抜ぬけ、強い突とつ進しん力をもって、パーティーの陣じん形けいを切り裂さこうとする。

『はっ、甘い──《ショック・インパクト》！』

　それを、斜しやに構えたバスタードソードで吹き飛ばすルカート。

『……《ネックハント》』

　ヘルハウンドが空中で姿勢を立て直し、その足が地面に着くか着かないかの所で、アーツによる高速移動で先回りして跳んだトウトビがヘルハウンドの真上で逆さか手てに持った短剣を一いつ閃せんしていた。

　真上から押しつぶすような斬撃のアーツを太い首筋に受けて、真下へと落ちていくヘルハウンド。立ち上がるまでの一瞬の隙すきにミュウとヒノが接近して、得え物ものを振り上げる。

『──《フィフス・ブレイカー》！』

『──《グランド・ハンマー》！』

　ミュウが青白い光を放ちながら、瞬またたく間まに五連撃をヘルハウンドの脇わき腹ばらに叩たたき込み、僅わずかに浮いた体に時間差でヒノの大おお槌つちが襲おそい掛かる。

　再び地面を二度跳はねて、転がりながらも姿勢を立て直すヘルハウンド。そして、ラストは──

『ふふふっ、最大火力で始末してあげます』

『大技の準備は、できてるで！』

　互たがいの杖つえの延長線が九十度になる位置に移動したコハクとリレイ。二人の魔法の交差地点がヘルハウンドと重なる。

『──《フレイム・サークル》！』

『──《リトル・トルネード》！』

　リレイの放った炎ほのおの環わがヘルハウンドを囲み、逃げ道を塞ふさぐ様に収束する。

　限界まで圧縮した炎の環は、ヘルハウンドを包む様に爆ばく発はつを巻き起こす。

　炎に吞のまれた体をコハクの放つ小さな竜たつ巻まきが巻き上げ、炎の火力を更さらに引き上げる。

　地下のダンジョン内に突とつ如じよとして生み出される火災旋せん風ぷうの光景に、画面越ごしとは言え、茫ぼう然ぜんとする。
















「クロっちの誤算は、ミュウっちたちに広い場所を与えたことだよ」

「まさか、クロードがあそこまで下準備して用意したボスをこうもアッサリと追い込むとは、コンビネーション最高ね」

　リーリーの分ぶん析せきとマギさんの呟つぶやきに、改めてミュウたちのパーティーの強さを見た。

　ヘルハウンドの能力を底上げするために大量のＤＰを消費したのに、こうも簡単にあしらわれるとは、少し可か哀わい想そうかな。と思った。

　そして、ヘルハウンドへのダメージ量から考えて、この闘いのＭＶＰはリレイとコハクだ。

　リレイの最大火力に、コハクがタイミングを合わせて風属性の魔法をぶつけて、相乗効果により、更なるダメージを叩き出す。

　正面からヘルハウンドを弾き飛ばすルカートや奇襲の速さと正確さのトウトビ、タイミング良く前にでるヒノとミュウ。それらの完かん璧ぺきなコンボを前に、ヘルハウンドが圧あつ倒とうされている。

　火災旋風の中に囚とらわれたヘルハウンドは、継続的にダメージを受けているが、まだＨＰは三割ほど残っている。それにもミュウの追つい撃げきが入る。

『まだ倒たおれないとは、しぶといね。──《ソル・レイ》！』

　指先より光魔法で作り出されたレーザー光線が火災旋風の中に居るヘルハウンドを焼く。そして、完全に沈ちん黙もくした。ここまでのワンサイドゲームだとむしろ敵ＭＯＢ側に同情する。

「機動力でミュウたちと勝負したのが間ま違ちがいだったな。ダンジョンの狭い通路だと得意の三次元的な攻こう撃げき手段が封ふうじられるけど、ボスとのバトルで一気に解放された感じだな」

　むしろ、今日一番のパフォーマンスなのではないだろうか。

　呆あつ気けなく負けたクロードは、肩かたを震ふるわせている。

「普ふ通つうに戦ってお帰り願えば良かったのに」

「くくくっ、確かにダンジョンマスターとして負けた。だが、俺の欲よく望ぼうは、まだ潰ついえていないぞ」

「はぁ？　何を……」

　しばらくして、ヘルハウンドが完全に消しよう滅めつした。そして、ヘルハウンドの後に残された宝箱を見て、言いようのない不安が俺を襲う。

『さーて、お宝は何かな？　って、おろ？』

『……ダンジョンの奥ですからそこそこな物があるのでは、ってミュウ？』

『あらあら……』

　ミュウが一番に宝箱を開け、中の物を取り出して掲かかげてみる。少し不思議そうに首を傾かしげ、それを見た仲間たちが苦笑いを浮かべる。

　そして、こちら側では──

「ははははっ、たしかに勝負には負けたが、だからと言って、俺の目的は別にある」

「クロっちらしいね」

「なんというか、締しまらない終わり方ね」

　クロードのセリフにマギさんもリーリーも呆あきれた様子で画面を見ていれば、宝箱から出てくるのは、六種類の異なる衣装。

　殆ほとんど、布きれとしか言えないような水着や改造ウェディングドレス、大だい胆たんに胸の上部が開かれた黒と紫むらさきの衣装と捩ねじれた角つののカチューシャ、ノーマルな、かわいい花はな柄がらや金魚、花火といった柄の浴衣ゆかたなど。小物なども合わせれば優に二十点は超こえるだろうコスプレ衣装の詰つめ合わせ。

　それを一個一個確かめる様に、手にとっていくミュウたちを眺ながめ、俺は、ボスドロップを意図的に操作したクロードの胸倉を摑みに掛かる。

「人の妹とその友人になんてものを送り付けるんだ！」

「楽しそうではないか！」

「あんな格好を見せられる俺の気持ちにもなってみろ！」

　片手でクロードの胸倉を摑つかんで強く揺ゆさぶり、もう片方の手でテーブルをバンバン叩いて、抗こう議ぎの意思を示す。マギさんとリーリーは、テーブルを叩く衝しよう撃げきを素早く察知して、サンドイッチやクッキーの盛り付けられた皿やティーカップを持ち上げて退たい避ひさせている。

　しばらく、俺が抗議の声を上げているが、ダンジョンでコスプレ衣装を検分していたミュウが、声を上げる。

『ありがとー！』

「……なぁ、今、ミュウがこっちを向いて声を掛けなかったか？」

「確かに、と言うより監かん視しカメラや映像の中ちゆう継けい点は無いぞ」

　あまりにピンポイントで俺たちの方に向かって手を振ふっているミュウに驚おどろき、動きが止まる。

『ミュウさん、何をやってるんですか？』

『うん？　なんか、誰だれかに見られてるような、違ちがうな。何か、この宝箱から作さく為い的なものを感じたから、あそこに向かって手を振っただけだよ』

　首を傾げ、自分でも突とつ発ぱつ的な行動に理由が特にないミュウにルカートも苦笑いを浮うかべる。

　ただ、宝箱の中身が作為的なことには、みな同意し、ここがプレイヤーメイドのダンジョンという事実を思い出した。

『それじゃあ、今日は楽しませてくれて、ありがとうございました！　またダンジョンが成長したら来ますね！』

　映像を中継する場所もシンボルも無いのに正確にこちらへと目を向けるミュウの勘かんの良さと、定期的にクロードのＤＰを減らしに来る宣言で、クロードはやっと遠い目をし、乾かわいた笑い声を上げていた。







　　　二章　図書館と言語学







【アトリエール】の工こう房ぼう部。【調合】や【細工】などの生産設備が設置されているその一角に、新たな物が置かれた。

「この前、リーリーに頼たのんだ物が出来たな。早さつ速そく並べるか」

　インベントリより取り出したそれは、艶つや出だしのニスが塗ぬられた空からの本ほん棚だなだった。高さは、俺の背と同じくらいで、艶の出た落ち着いた木目が見ていて安心感を与あたえる。

　木工師のリーリーに駄だ目め元もとで頼んだが、簡単に承しよう諾だくしてくれた本棚。本人曰いわく、杖つえの作製依い頼らいばっかりで飽あきていて、杖以外ならなんだって作りたいとのこと。造船所を建てたのもその飽きからの脱だつ却きやくのためらしい。

　そんな木工師の手がけた本棚に俺は、今まで放置されていたアイテムを収納していく。

「やっぱり、見み栄ばえ的に高い段には置物とか観賞用の雑貨だよな。それと中段から下は本って感じで……よし、いい感じ」

　一人工房部で呟つぶやきながら、本棚の空白を埋うめる様にアイテムを配置していく。

　中段から下には、夏のイベントで手に入れた本を収納していき、上段には、同じく夏のイベントで手に入れたアクセサリーを飾かざっていく。

　アクセサリーは、飾るための見た目重視な物をケースに入れて飾る。それら装そう飾しよく品の殆ほとんどが、デメリット効果を有する呪のろわれたアクセサリーだ。【細工】センスを活用する時のデザインの参考資料の側面があるために、実用性が無くても問題ない。

　そして、収納予定のアイテムを全て本棚に納めた時には、棚たなの三分の一が埋まる結果となった。

「まぁ、完成した。って言っても問題はあるけどな」

　そう呟いて、今納めた本棚から一冊の本を引き抜ぬき、ページを一枚捲めくる。その後も、本全体を流し読みしていくが、実は一単語、いや一文字すらも読めないのだ。この本棚の本全部が。

「はぁ、まぁ、クロードが【言語学】のセンスを持ってるから俺も読むために取ったけど、１レベルじゃ流石さすがに読めないか」

　そう呟いた俺は、一度、メニューから自身のセンスステータスを確認する。
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　控ひかえ

【錬金Ｌｖ30】【合成Ｌｖ26】【地属性才能Ｌｖ13】【彫ちよう金きんＬｖ１】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ30】

【料理Ｌｖ21】








　これが現在の俺のセンスだ。変わった点と言えば、新たにＳＰを一つ消費して習得した【言語学】と【細工】センスの上位センスである【彫金】ぐらいだ。

　新たなセンスの【言語学】は、文字を読むために必要なセンスという以外特に語ることは無いが、ＳＰを二つ消費して上位センスへと変化した【彫金】は、色々と変わった点がある。

　まず、【彫金】は、自身の作ったアイテムに限定的な追加効果を与えることができる。

　例えば、強化素材があれば、それに対応した効果を与えられる。また、【彫金】センス本来の能力として【○○ボーナス】といった感じで一部ステータスに対するボーナスの追加効果を与えられる。とはいっても、【付加術】のセンスでも追加効果を与えられるので、色々と工夫する必要がある。

　もう一つの点は、様々な素材で装飾品を作ることができることだ。もちろん、金属以外の素材でもだ。この時点で【彫金】の金の文字はどこ行った。とツッコミを入れたくなったが、深く考えるのは止やめた。

　とにかく、インゴットを成形する装飾品作りからより幅はば広ひろい自由度の高い作り方が可能になったのだ。

　まぁ、それらの事は置いておいて──

「本を読む。って言ったら図書館かな？　確か、この町の北側にあったはずだ」

　たまに中世ヨーロッパ風の煉れん瓦がと石いし畳だたみで構成された町を散歩し、独特な雰ふん囲い気きを楽しんでいるために、大体の主要施し設せつの場所は把は握あくしている。その中で、今回の目的地である図書館は、十字に交差する大通りの西側に面しているために、迷わず行けるはずだ。

「思い立ったら吉きち日じつだな？　早速行くか」

　工房部から【アトリエール】の店てん舗ぽ部へと移動すれば、日当りの良い窓の下で昼ひる寝ねしている幼よう獣じゆうのリゥイとザクロが顔を上げて、見上げてくる。

　俺は、カウンターで店番しているＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんに外に出る事を伝える。

「キョウコさん、ちょっと図書館に行ってくるよ」

「そうですか。でも、何で唐とう突とつに？」

「【言語学】のレベル上げかな？　今ある本がまともに読めないから」

「分かりました。ユンさん、お気をつけて」

　軽く頭を下げ、その愛あい嬌きようのある顔に柔やわらかな笑みを浮かべるキョウコさん。

　それと同時に、俺たちの話を窺うかがっていたリゥイとザクロが立ち上がり、俺に近づいてくる。やや上うわ目め遣づかいに、外出するの？　なら連れてって。といった感じで見上げてくる。

「別に、面白い所じゃないと思うんだけど……まぁ、散歩ついでにゆっくり歩くか」

　確か、図書館の隣には、芝生しばふの生えた憩いこいのスペースのような場所もあったと思う。

　リゥイとザクロと一いつ緒しよに日向ひなたぼっこするのも良いかもしれない。と内心小さな笑みを浮かべて、小さなザクロを両手で抱かかえ上げる。

　片手を二本の尻しつ尾ぽとお尻しりを支える様に抱え、リゥイを伴ともなって【アトリエール】を出る。

　第一の町の南側に位置する【アトリエール】から大通りを抜けて北へと進んでいく中で、路上に布を敷しいたり、テーブルを持ち込んで客商売をするプレイヤー、より凝こった人では、屋台を出店するプレイヤーが目に入る。

「【料理】センスを扱あつかうプレイヤーも随ずい分ぶん増えたよな」

　最近の露ろ店てんを開くプレイヤーの半分近くが料理などの食しよく糧りようアイテムを売るのがトレンドのようなものになっている。

　以前は、【料理】センスは、一時的なステータスの上昇に関するアイテムを生産するためのセンスであり、正直使い勝手が良くなかった。また下へ手たな人が扱えば、たちまち、毒物へと早変わりする事とステータス上昇の素材が一部のモンスターのドロップに限定されるなど使い辛づらい面が多々あった。だが、夏のイベント前のアップデートで満腹度システムの導入により、長時間のプレイをするほど満腹度を意識するようになり、自然と【料理】センスも注目を浴びるようになった。

「まぁ、結構当たり外れが大きいみたいだけど……」

　ただ、需じゆ要ようを満たしているからと言ってプレイヤー産の料理全てが高レベルな訳ではない。特に、露店などは玉ぎよく石せき混こん淆こう。それこそ満腹度を満たせればいいレベルから凝った料理まで様々だ。そこは、【料理】センス全体の発展の余地とも言える。

「どこかで適当に買い食いしながら図書館に向かうか」

　俺の呟つぶやきにリゥイは、一度振り返り、早く旨うまい物を探しに行くぞ。とでも言いたげな感じで俺の後ろに回り角が当たらないように背中を押す。

　また、両りよう腕うでで抱えているザクロの期待の籠こもった瞳ひとみと機き嫌げんよく揺ゆれる二本の尻尾を見て、苦笑いを浮かべる。

「全く、食べ物の事になると目の色変えるよな」

　半ば呆あきれるように、呟き、食べ物の味を覚えさせた自分が原因だと苦笑いをする。

「匂においで好きなの選んでいいぞ」

　そう言うと、リゥイとザクロは、忙せわしなく視線を彷徨さまよわせ、一つの屋台へと目を向ける。

　ちょうど、焼き上がった豚の串くし焼やきが完成した屋台へと足を向けると、屋台の人も気がついたのか、軽く手を上げる。

　その動作にびっくりしたのか、ザクロが急に俺の腕うでからすり抜け、後ろのフードに隠かくれてしまう。だが……まぁ、頭隠して尻しり隠さず、とはよく言ったもので、もふもふした二本の尻尾がはみ出て揺れる様には、俺も店員も苦笑いだ。

「すみません。豚の串焼きを十本ください」

「はいよ。ビッグボアの串焼きだね。焼きたてだから」

「あっ、それと取り皿とかありますか？」

「取り皿か、なるほどね。分かったよ。それに、良いもの見せて貰もらったから二本分、サービスしてやるよ」

　串焼きの代金を受け取った屋台のお兄さんは、ニヤリとザクロの尻尾に強い視線を送る。その視線に気がついたのか、フードの中で体を硬こう直ちよくさせ毛を逆立てるザクロに、まだ人間との接触に慣れてないんだな。と思う。

　屋台のお兄さんと少し話をして、串焼きと取り皿を受け取ったら、まずは、自分用の串焼き以外から串を抜き、バラバラになったお肉を取り皿に分ける。

　リゥイやザクロに串ごと渡わたして器用に食べろ、と言うのは難しいので、こうして食べやすい様に工夫する。皿に盛り付けられた肉を、リゥイとフードからするりと抜け出したザクロが互たがいに競うことなく向かっていく。人の視線を一いつ瞬しゆん気にしたが、目の前の食しよく欲よくに負けたのか、取り皿の肉を食べる。

「流石、【保母さん】。俺は気がつかなかったけど、よく細かい所に気がつくな。今度、サービスの一いつ環かんで串なしも提供してみるか」

「その呼び名を知っているのか……。その【保母さん】って、個人的にあんまり好きじゃないんだが」

　俺は、眉まゆを寄せて少し困ったような表情を作ると、相手は、わりぃと片手で謝り、サービスだともう一本追加の串焼きを手て渡わたして来る。俺は素直にそれを受け取る。

　串焼きを一口食べれば、醬しよう油ゆベースのタレの味が利きいているのが分かる。少し甘目な味付けで万ばん人にん受けするだろう。やや脂あぶらっこいために一本で満足するので、何本も食べる物じゃないと思う。ただし、うちの腹ぺこ幼獣たちは、綺き麗れいに十本＋サービス分の串焼きを食べたが……

「ご馳ち走そう様さま。お土産にもう何本か包んでくれるか？　また縁えんがあれば寄らせてもらうよ」

「【保母さん】本人が料理センス持ちなんだろ？　なら、無理に屋台を使うことはないって。それに、こっちも良いもの見れたよ。やっぱり、小動物って可愛いな」

　一応、俺より年上の男性がひどく締しまらない表情でザクロを見ているのに、今日何度目かの苦笑いを浮うかべる。

　俺は、軽く挨あい拶さつをして、屋台を離はなれて、図書館へと向かう。

　何い時つもよりも人のごった返す大通りを抜けるのは難しそうだった。そのとき、人よりはるかに大きな何かが近づいてくる。何か灰色の岩のようなそれが徐じよ々じよに人を搔かき分わけて目の前にきた。

「……な、何これ」

「ムツ？　どうしましたか？　何かありましたか？」

　灰色の塊かたまりが人を搔き分けて俺の目の前に現れた。その大きさにビックリして、俺もザクロもリゥイも動きを止めてしまった。

　すると、今さっき買ったばかりの串焼きの包みの匂いを長い鼻が嗅かいでいる。目の前の鼻を辿たどって声の出所をゆっくりと見上げると、見覚えのあるエルフ耳の少女がひょっこり頭を出してこちらを見下ろしている。

「あれ？　ユンさん、こんにちは？」

「レティーア？　それと……新しい使し役えき獣じゆうか？」

　俺がやや引き攣つった顔で見上げる灰色の肌はだを持つそれ──短い牙きばを生やし、俺の胴どう体たいよりも太い手足を持ち、なにより特とく徴ちよう的な長い鼻を自由自在に動かす存在は──象だった。

　巨象と言っても良いその存在にレティーアは、片足を上げさせ、そこを足場に背から飛び降りてくる。降りて来たレティーアと巨象を比ひ較かくして、その大きさに首が痛くなるのを感じる。

「はい。新しい使役獣のムツキ。愛あい称しようは、ムツです」

「それにしてもこんなＭＯＢいたか？　ボスＭＯＢクラスの奴やつを良く調教できたな」

「この子──この前のイベントの子ですよ」

「……はぃ？」

　やや首を傾かしげて、少し抜ぬけた声を上げるが、レティーアは真しん剣けんなようだ。少し理解が追い付かない俺に向かって、更に声を掛かける。

「この前のキャンプイベントで仲間にした幼獣ですよ。ガネーシャの幼獣です」

「ってことはこれより……まだデカくなるのか」

　目の前の巨象でまだ子ども、という事実に戦せん慄りつするが、レティーアは、どこか困ったように眉まゆ尻じりを下げている。

「そうなんですよね。大きい分だけ色々とコストもかかるんですよね。例えば、召しよう喚かん維い持じのコストとか、食費とか、街中の移動とか、食費とか」

「いや、なんで食費が二度も入ってるんだよ」

　俺のツッコミに、何か問題でも？　と首を傾げるレティーア。いや、別に問題じゃないけど……って、俺が話している最中もガネーシャのムツキの鼻が俺の串焼きの包みへと吸い寄せられている。まさか、狙ねらわれているのか。

「ちなみに、どれくらい食事を必要とするんだ？」

「さぁ？　街中を移動するだけでもかなり露店を寄り道したり、他のプレイヤーさん方が珍めずらしがって餌え付づけしてくれますが、際限がありませんよ。今も向こうの露店の商品を全て食べまして少し金欠気味で……」

　頰ほおに手を当てて、どうしましょうか？　とぽやんとした雰囲気で尋たずねられるが、俺もどうするんだよ。と逆にツッコミを入れたい。

「まぁ、ムツは、色々と細かい事が出来ますので、ちょっと何か食べ物でも渡してあげてください」

「食べ物って言ったって……今あるのはこの串焼きと、あとはインベントリに入ってる奴が……」

　俺の言葉をリゥイやザクロみたいに理解している様子のムツキは、とてもキラキラと期待のこもった瞳をこちらに向けてくる。巨象だがその純真無む垢くな瞳に、なんか断り辛い。

「全く、仕方がない。ほら、ちょっと食べるか？」

　そっと串焼きの包みを解ほどけば、甘いタレの匂いが広がり、象の鼻が反応して串焼きを一本鼻先で器用に摘つまむ。串が刺ささったままだが、大だい丈じよう夫ぶなのか。と思ったが、器用に鼻と口を使って串焼きを食べる。巨きよ体たいに比べて分量の少ない肉だが、食べた瞬しゆん間かんに目を見開き、口の端はしが美お味いしそうに釣つり上がるのを見て、なんだか、自分の事のように嬉うれしく思う。

「ふむふむ。中々にいいタレですね。どこの屋台で買ったのでしょうか？」

「って！　ああ、レティーアまで食べて！　それにリゥイもザクロもまだ食べるのか!?」

　俺の目を盗ぬすんでちゃっかり串焼きを一本取るレティーアは、ムツキと味を評価している。俺が抗こう議ぎの声を上げたが、うちの幼よう獣じゆうたちも欲しいというアピールをして来るので、仕方なく串を抜いた肉を取り皿に載のせる。
















「なんだよ。何でそんな目で見るんだよ」

　先に食べ終えたレティーアとパートナーのムツキが非常に羨うらやましそうな目でこちらをじっと見つめてくる。まだ足りないのかと思い、小さく溜ため息いきを吐つく。

「全く。別のものでいいか？」

「ええ、美味しければ問題ありません」

「いや、そこは食べられれば、だろ」

　なに、ちゃっかり味の水準を求めているんだよ。と思いながらも、【アトリエール】で取り扱あつかっている商品の一つであるサンドイッチをインベントリからバスケットごと取り出す。

「ありがとうございます。いただきます」

　取り出したサンドイッチを一個ずつ器用に摘まんで口に放り込んでいくレティーアとムツキ。ツッコミばかり入れていて、気が抜けた所で見たその微笑ほほえましい一人と一頭の姿にふっと表情が緩ゆるむ。そして、象に触ふれるという機会はリアルではまずないことに気付き、興味がそちらの方に向く。

「……っ！」

　こっそり、食べている間に手を伸のばそうとするが、ムツキの食べる時間が早く、触れる前に鼻先がバスケットの中のサンドイッチへと向かうので、手を引っ込める。そして、また手を伸ばそうとするが、中々タイミングが摑つかめずにいると、レティーアはおかしそうに小さく笑う。

「別に触さわっても問題ありませんよ。餌付けしている人はみんな珍しがって触ってますよ」

「いや、その……いいのか？」

　指し摘てきされて、咄とつ嗟さに否定の言葉が出そうになったが、それを押し込めてレティーアに尋ねる。問題ないと首を縦に振ふられたので、意を決して鼻の所を撫なでてみる。

　ムツキは、食べている途と中ちゆうだったが、なに？　と一瞬こちらを見て、再び食べることに夢中になる。そして、ムツキの触り心地ごこちだが、よく歳を取った人のゴワゴワした皮ひ膚ふを象で例えるように確かにリゥイとザクロみたいな滑なめらかさや柔やわらかさはない。ただ触れていると不思議と落ち着く。

　串焼きを食べ終わったリゥイとザクロも俺に纏まとわりつくので、三匹びきの幼獣を代わる代わる撫でる。それぞれ別の触り心地があり、心が穏おだやかになっていく。

　ここが人通りの多い往来という事を忘れて、夢中になっていた。

「ユンさん、表情が緩み切ってますよ」

「えっ、噓うそ！」

　慌あわてて、自分の顔を手で押さえる。そんなにだらしない表情をしていたのか。と思い、撫でる行こう為いを止める。一人の世界から抜け出した俺の耳に届くのは、やや遠巻きに俺たちを眺ながめるプレイヤーたちと所々に聞こえる気になる単語。

　保母さん、保母さん、幼獣の保母さん、保母さん……

「幸せですか？　保母さん」

　こてん、と可愛らしく小首を傾げるが、その前に保母さんと言われた事に俺は声を上げる。

「レティーア！」

　正直、この手の呼び名は恥はずかしいだけだ。

「……はぁ、もういいよ。あんまり足止め食ってると時間無くなるから俺は行くな」

「そうですね。足止めしてしまってすみません」

「それと、これ」

「……？」

「ムツキのほかにもハルとナツが居ただろ。そいつらの分だ」

　俺は、レティーアに別のバスケットを差し出す。そこそこな量のサンドイッチを詰つめてあるバスケットを両手で受け取るレティーアは、俺の意図を理解して、軽く頭を下げる。

「お心こころ遣づかいありがとうございます。では、私たちもこれで失礼します」

　そう言って、ムツキに足を上げるように指示を出し、器用にそれを足場にして巨象の背中に登っていく。

　東門の方向へと去っていくレティーアとムツキは、食費を稼かせぐためにこれからビッグボアをその巨体ではね飛ばしていくとのこと。ムツキの巨体から繰くり出される突とつ進しんにあのビッグボアが蹴け鞠まりのように転がる姿が容易に想像できてしまう。

「これも食費のためです」

　と本気か冗じよう談だんか分からない言葉を残し、去っていく一人と一頭。

　俺とは別の行先であるために、その後ろ姿を眺めるが……巨象が進む先で、プレイヤー、ＮＰＣ問わず、人込みが左右に割れ、逃にげ遅おくれたプレイヤーが軽く宙を舞まっている光景は、なかなかにシュールである。

　だが、周囲のプレイヤーに迷めい惑わくだろうから、町中の移動手段としてムツキを選ぶのはどうかと思う。

　そこのところどうなんですか、レティーアさん。と内心尋ねるが、当然答えは返ってこない。

　まぁ、人の事は置いておいて、俺は自分の目的地である図書館へと向かうのだった。
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　第一の町の北側にある図書館は、二階建ての赤レンガ造りの建物が印象的であり、思わずスクリーンショットを一枚保存した。

　開け放たれた入り口から図書館に入れば、図書館特有の静けさとひんやりとした空気が出で迎むかえてくれる。そして、すぐに目につく本の所へと歩いていこうとすると──

「すみません、図書館には、飲食物と生き物の持ち込みは禁止されております。それから、入館の際には、１万Ｇの登録料と月々の保険費用が必要になります」

「わかりました。図書館隣には、確か広場がありましたけど、生き物は、そちらで良いですか？　それと登録料と保険費用です」

「はい、広場の方なら問題ありません。図書館から直接向かうこともでき、そちらでの飲食は可能です。ただ、本の持ち出しはご遠えん慮りよください。それでは、こちらの入館証をお持ちください。五時に閉館になります。また本を借りたい場合には、一万Ｇの登録料と月々の保険費用とは別べつ途と費用が発生します」

「今は、この場だけに留とどめておくよ」

「はい、ではごゆっくりと」

　まさか、いきなり司書の人に止められるとは思わなかった。現代日本みたいに、万ばん人にんを受け入れる図書館ではなく、入場が制限された図書館だったとは。一度、リゥイとザクロを図書館の隣となりに作られた憩いこいの広場へと案内し、そこで待たせて、図書館に戻もどって来る。

　分厚い本が多く、背表紙の文字を読んでも全く分からない。

　分厚い本から薄い本まで順番に何冊か手にとってみるが、読めないし、【言語学】のレベルが上がらない。

「……図書館に来て、本読めないのかよ」

　いきなり挫ざ折せつしかけたが、ゲームでは丁てい寧ねいに教えてくれる人が居る。さっきの受付の司書の所まで戻り、尋ねてみる。

「すみません。文字を読むにはどうしたら良いでしょうか？」

「文字を読むには【言語学】を習得する必要がありますよ。あと、今から学び始めるのでしたら、入って右側の絵本のコーナーから読み始めることをお勧すすめします」

「ありがとうございます。早速、向かいます」

　紹しよう介かいされた絵本のコーナーは、非常に薄く、パステル調のイラストが目立つ本がたくさんある。初めて読めた文字も日本語で言うひらがな程度だ。もっとレベルを上げなきゃ、【アトリエール】の本ほん棚だなにある本は読めないかもしれない。

「はぁ～。まぁ、絵本から始めますか」

　この歳になって絵本っていうのも、と感じてしまうが仕方がないと一冊の本を手に取る。

　手に取った本は、どうやら火の魔ま法ほうを極きわめた魔法使いの物語。ごくありふれた家庭に生まれ、魔法使いに弟で子し入りした男が紆う余よ曲きよく折せつの末、単身ドラゴンを討とう伐ばつする。という冒ぼう険けん物語だ。ひらがなのみで、文章自体も短くあっさりと読み終わる。

「……まぁ、普ふ通つうというか在あり来きたりだよな」

　どこにでもあるファンタジー系の絵本だった。ただ巻末には、原典となる本のタイトルがあるらしいが、モザイクが掛かかったように見え、目を凝こらしても読めない。そのことからまだ【言語学】のレベルが足りないのだと判断でき、唯ゆい一いつ読めたのは、絵本の元となった魔法使いの名前だけだった。

　次に手に取ったのは、剣けん士しのお話。これもまた短くあっさりと読め、次の本を手に取る。

　どれも普通の話だが、しばらく見ていくとそれがあるセンスを主しゆ軸じくにした人間の物語だと気がつく。

　火の魔法使いなら【火属性才能】や【魔法才能】のセンスを持つ魔法使いの話。

　剣士は、【剣】系のセンスやそのほかにも【鎧よろい】や【物理上じよう昇しよう】などのセンスだろうか。どこか見たことがある姿は、典型的なプレイヤーのスタイルじゃないかと思う。

　そして、俺は、次にある絵本を探す。

「……見つけた」

　探し出した本は、弓使いに関する絵本。内容は、魔法使いによる竜りゆう殺しや剣士による百人斬ぎりなどではなく、森を熟知した狩人かりゆうどが森の奥の薬草を求めて、単身森の主ぬしの熊くまと対たい峙じするお話だ。最終的には、薬草を持ち帰り、病人の病やまいを癒いやすハッピーエンドに終わった。ただ、弓なのだから、ロビンフッドや那な須すの与よ一いちのような弓の名手の逸いつ話わなどが欲しかった。と少し残念に思う。

　そうなれば、後は、自分の所持するセンスに関する絵本を探していく。とは言っても一見して確実にそれである物を見つけるのは難しく、【速度上昇】などのステータス強化系センスや【生産の心得】などの補助センスなどは判別が出来なかったために諦あきらめた。

　何冊か本を読んでいる内に、思った事をぽつりと呟つぶやく。

「メモ帳とかペンが欲しいな」

　俺が思ったのは、今まで読んだ本の巻末のタイトルをメモしておきたい。という思いだ。まだ完全には読めないが、人名や読める範はん囲いの単語から本は探せるだろう。より深くセンスを理解する参考資料になれば、と思い、そう思い出したらすぐにメモ帳とペンが欲しくなり、絵本のコーナーより離はなれる。

　まだ文字は読めないが、図書館内を歩き回る。途と中ちゆう掲かかげられている案内板で購こう買ばい所を探したが読めずに自分の足で探す。

「……って結局、ないよ」

　絵本を読み、経験値を得たと言っても、まだ【言語学】のレベルは３と低い。レベル上げを放り出してまで筆記用具を探したが、見つからないのなら諦めて絵本へと戻ろう。

「どうされましたか？　先ほどからあちこち歩いていましたけど……」

「あっ、受付の司書さん。いや、ちょっとメモ帳とペンが欲しくて筆記用具とか図書館内で売ってないか探してたんだけど……」

「ああ、なるほど」

　納得、という声を上げる目の前のＮＰＣ。ほんと、偶たまに人間と喋しやべっているんじゃないかと思うほどにリアルで、その人間味のある反応がまた楽しくて仕方がない。

「そういう物は、受付にあります。必要な物はお出しします」

「えっ、あるの」

「はい。万年筆とノートで良ければ、販はん売ばいしております。図書館と連れん携けいしている写本屋と文ぶん房ぼう具ぐ屋との関わりで一定数を図書館でも販売しております」

　そう言って、受付の所の張り紙をほら、と指差されても、文字はまだほとんど読めない。辛かろうじて、その値段は読めた。万年筆一本５万Ｇ。ノート一冊１万Ｇとやや高く感じるが、中世の世界観なら貴重品なのだろうか。

　生産ギルドへの資金提供のためにお金は残しておきたいが、快適な図書館ライフのための初期投資と思うことにする。

「むむむっ……か、買います」

「では、こちらをどうぞ」

「それじゃあ、はい代金です」

　まさか、図書館に来て、登録料以外にもお金が飛ぶとは思わなかった。そこそこ良い防具の一部を買える値段に僅わずかに眩め暈まいがする。最近では、【アトリエール】の売上も上がって来たとは言ってもまだそこまで自由にお金を使えるわけじゃない。

「では、引き続きごゆっくりどうぞ」

　丁寧にゆったりした動作で頭を下げる司書のＮＰＣに俺も軽い会え釈しやくして、絵本のコーナーへと戻る。

　この時買ったなんでもない万年筆のアイテムは、ＯＳＯをやる上で長く俺の愛用の道具の一つとなることになる。

　絵本のコーナーで対応するセンスとそれに関わる本のタイトル。そして、原典のタイトルをノートに書き写し、また新しい絵本を取り出す作業を始めた。

　ただ本を読むよりも簡単な単語とセンスの相関性を見出すためのメモだが、思ったよりも楽しくなり、自分の所持するセンス以外も調べ始めた。

　長く集中して作業をしていたために、ある程度文字が読めることに気づいたのは、ふと顔を上げた時だった。

「あっ、読めない文字が読めるようになった。って言ってもまだ簡単な漢字レベルか」

　ステータスを確認すると、【言語学】のレベルが６に上がっていた。まだ絵本は沢たく山さんあるが、あまり簡単な本ばかりを読んでいては、センスのレベルも上がらない。今読んでいる絵本も終わったところだし、新しい本を探しに行くとしよう。

「けど、どこでどんな本を探せばいいんだ？」

　案内板の文字は、一部分が読めるだけでまだよくわからない。

「仕方がない。レファレンスを使うか」

　レファレンスを大おお雑ざつ把ぱに言えば、図書館を使う人が必要な資料や本などを探す時、司書に手伝って貰もらえるサービスの事だ。自力で探すと大変だが、こっちが欲しい本の内容を言えば該がい当とうする本を教えてくれる。ついでに生産系のセンスについても調べるか。

「度たび々たびすみません。【言語学】のレベリングに使える【調合】【錬金】【合成】のレシピの本ってありますか？」

「ありますよ。該がい当とうする本は、五冊ですが、どうします？」

「五冊全部読みます」

「では、本の場所に案内しますので、着いて来てください」

　ゆったりとした動作で立ち上がる司書の後を歩き、一階の本棚の間を抜ぬけ、とあるコーナーへと辿たどり着く。

「ここは、生産系の本が多数ある場所です。そして該当する本は、これと、これ、あとは……」

　棚の本をするりと抜き出して、俺の手の上にポンポンと五冊を順番に載のせていく。本自体の厚さはあるが、どれも図解が半分を占しめていそうだった。

「もうじき閉館ですが、これらは全部読めますか？」

「あー、どうだろう？　読めるだけ読んで、残ったのは借りて帰っていいかな？」

「それでしたら、貸出保障費の３万Ｇを払はらって頂けたら可能です。貸出期限は、二週間。それを超ちよう過かした場合、自動でアイテムが図書館に転送されます」

　何、その超オーバーテクノロジーは。貸出保障費とか要いらないんじゃないのか。と思ったが、笑顔でルールですから。と言い切る司書さん。……帰りにお願いしよう。

　俺は、五冊の本を持って、近くのテーブルへと座る。ノートを広げて重要な情報をメモしていく。そして、閉館間ま際ぎわの時間になる。

　俺が読み終える事が出来たのは、二冊だ。閉館の時間になるが、その二冊の内容は、基本的な【調合】と【錬金】センスの使い方だ。以前、俺が検証した内容がほぼそのまま。ただ、新しい発見もあった。

　マイナス効果を引き起こすモンスターの素材を使う場合、対応する素材を使う事で中和が可能という点が一つ。ただし、これだとステータス上昇の効果が低くなる。

　レシピの例としては、状態異常バツドステータスのマイナス効果があるロッククラブのドロップである石いし蟹がにの肉。

　草そう食しよく獣じゆうのドロップである胆たん石せきを【錬金】の上位変へん換かんで変化させた薬やく石せき。

　そして、マイナス効果を打ち消す解げ痺ひ草の三種類を調合して作る丸がん薬やくは、ステータスの上昇系アイテムになる。

　これは、少し試す必要がありそうだ。【付加】センスのエンチャントと重ちよう複ふくできるのか、また、対応する素材で中和すると効果が薄まるとの事なので、その段階で効果を高める方法を探さないと。

「どっちが早いかな？」

　俺が【言語学】のセンスをレベル上げして、本の中から情報を探し出す方が早いか、それとも手探り状態で今日知ったステータスを上げる丸薬──強化丸薬ブースト・タブレツトの基本レシピをアレンジする方が早いか。

　しばらく、眉み間けんに皺しわを寄せるが、ふっと笑ってしまう。

「どっちかしか選べない訳じゃないからな。本で調べながら、アレンジも試せばいい」

　俺は、残りの三冊を手に取り、受付で貸出手続きをして、三冊の本をインベントリに入れる。

　図書館から出た頃ころには、石で造られた町が夕焼けで赤く染まり始めており、図書館隣となりの憩いこいの広場で待たせていたリゥイとザクロを迎むかえに行く。

「リゥイ。ザクロ……悪い、待たせた」

　俺が迎えに行けば、芝生しばふの上に寝ねていた二匹ひきが顔を上げる。白馬のリゥイは、夕焼けが体毛を茜あかね色いろに染め上げ、ザクロは、夕日を黒い毛で受け、独特な艶つややかさを放っていた。

「さて、今日は帰ろうか。また、何かあったらここに来よう」

　ザクロを抱だき抱かかえ、リゥイの隣を歩いて戻もどろうとした時、ふと振ふり返った視線の先にある夕日に照らされた図書館。

　ガラス窓に夕日を受け、赤く反射しているその建物に微び妙みような違い和わ感かんを覚えたが、気のせいだと思い、【アトリエール】へと帰っていく。




　　　　●




　図書館から本を借りてきて数日。基本、町の外に出て戦せん闘とうをしない俺は、暇ひまな時間を本を読むことに当て、また仕入れた情報を元に、アイテムの改良などに努つとめていた。

「うーん。これがこうで。いや、駄だ目めだな。どうしても上う手まくいかない」

　今やっていることは、モンスターの肉を使ったステータス上じよう昇しようアイテムの強化丸薬ブースト・タブレツトの改良だった。

　最初は、レシピ通りのアイテムを作ったのだが──





強化丸薬ブースト・タブレツト（石蟹）【消しよう耗もう品ひん】
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ロッククラブの素材を使った丸薬






　となった。レシピ通りのデフォルトがこれで、何とか効果を向上させようと肉をミンチにしたり、煮にだしたり、乾かん燥そうさせたり、解毒薬に漬つけ込こんだり。といろいろ試したが、効果は発揮されなかった。ただ、食材に近いアイテムなので、弄いじっている間に【料理】センスのレベルが１上がった。

「はぁ、駄目だな。安価で効果の高いアイテムを作ろうとするけど、一人だと難しいな。状態異常バツドステータスのない素材なら効果は高いんだけど、ドロップ率とかの関係で生産コストが高くなるし……。仕方がない、今日はこれくらいにして、本でも読むか」

　と言いつつ、今読んでいるのは、先日借りた最後の本だ。

　先に読んだ二冊は、【合成】と【錬金】センスの簡単な活用方法。アイテムのレシピ一覧のような物だった。

　ただ、俺の持っている生産キットでは三種類までの【合成】しか対応していない。本に掲けい載さいされている四種類以上の合成アイテムについては、以前石の矢を作った際、複数回アイテムを合成して到とう達たつしたために、レシピには記録がある。だが、生産道具のグレードアップまでは考えなかった。

　そして、今読んでいるのは、【合キ成メ獣ラを作ろう】というタイトルの本だ。

　良くあるファンタジー的な世界観の言葉で作られた本は、ＭＰを魔ま力りよくと言ったり、ＭＯＢを魔ま物ものと言ったりして分かり難にくい様ように表現しているために、重要な所は、ノートに分かり易やすく書き直している。

　その結果分かったことが──

　センス【合成】は、特定のアイテムの組み合わせでＭＯＢを呼び出すことができるということだ。

　リゥイやザクロみたいな【調教】センスで仲間にしたＭＯＢとは違ちがい、レベルアップなどの成長要素などは無く、合成の組み合わせなどで強さが決まるＭＯＢらしい。

　まぁ、レシピの必要な前提条件として【五種類の合成アイテムが可能な合成キット】が必要なので、今よりも二段階上の生産キットを買わないといけない。

　四種類のキットが10万Ｇ。五種類でその五倍の50万Ｇとなる。それなら、【調合】や【細工】のための道具を優先して買い揃そろえたい。

「っと、思考が逸それたな。けど、現状は無理だな」

　素材としての意味ではなく、初期投資が高いのだ。この合成ＭＯＢ作成では、複数回合成を経由して作ることもできなかったので今は保留だ。

「最後に……弱いと感じたら、その合キ成メ獣ラに対応する素材を合成することで知能が上昇って……つまり、ＭＯＢの能力はそのままに、ＡＩの向上か」

　格かく闘とうゲームのコンピューターの難易度みたいなものだろうか。最初が最弱で徐じよ々じよに強くなる。もちろん、キャラの性能は変わらず、その体をどれだけ上手く扱あつかえるかで強さが変わるとかだろうか。

　本を読み終え、ふぅと長く息を吐はき出す。ちらりと本ほん棚だなの本を見るが、タイトルだけ辛かろうじて読めるものの、本の内容はまだ全然だ。【言語学】のレベルも９とまだまだな感じだ。

「気分転てん換かんにまた新しい本でも探しに行くか……」

　図書館へと向かう。今回はリゥイとザクロは【アトリエール】で留守番するようだ。一人で図書館の中へと入る。

　受付に前回借りた本を返へん却きやくして、また生産系の本のコーナーを目指す。

　大体の場所は把は握あくしていたが、少し探すのに手間取った。一番奥の方の本棚ですこし窓から離はなれているために薄うす暗ぐらい場所だ。俺は本を手に取り、一番端はしの窓の近くへと移動して本を読む。

　レベル上げのために、色々な本を手に取るが、基本自分の持つセンスに関してだ。ただ、自分のセンスの本だけに限定してしまうと、どうしても読める本が限られるので、興味のある本を片っ端から読んでいる。

　何冊かの本を読み、今度は【特とく殊しゆな食材の下した拵ごしらえ─毒抜ぬきの技法─】というタイトルの本を手に取って読んでみる。

　毒抜きすることで利用が可能なアイテムの扱い方が載のっていた。

　毒どく腺せんの箇か所しよや特とく徴ちよう、色によって変わる状態異常バツドステータスの種類などだ。また毒腺を丁てい寧ねいに除去することで、食べることも可能らしい。

　ふと頭の中で何かが繫つながる。

　毒腺の特徴がロッククラブの肉と似ているな。

　正確には、縦に裂くと、紫むらさき色いろの血管のような物が混じっていたが、俺は肉ごとすり潰つぶして乾燥させたりしている。

　ブツ切りにしたなら、確実に毒腺が傷つき、肉が汚お染せんされる。温度変化によっても肉は汚染される。と汎はん用ような毒抜きの方法について書かれている。

「これは……使えるか？」

　一度目を瞑つぶり、イメージを組み直す。

　ロッククラブの肉に縦の切れ込みを入れ、そのまわりの毒腺を傷つけない様に丁寧に除去する。後は、一度肉を綺き麗れいに水洗いし、強化丸薬ブースト・タブレツトのレシピにすれば良い。

　まだ読んでいない本があるが、それより先にこの情報を試したい。という気持ちになり、立ち上がる。

　足早に本を片付け、毒抜きの本を借り出し、急いで【アトリエール】へと戻る。

　店内の日当りの良い場所で目を閉じていたリゥイたちが一いつ瞬しゆん顔を上げ、不思議そうに首を傾かしげるのを見ながら通り過ぎ、【アトリエール】の工こう房ぼう部に入り込む。

　インベントリから本を取り出し、毒抜きの方法を見ながら素材と包丁を取り出す。

　マギさんが俺用に作ってくれた包丁の刃は先さきを肉に縦に差し込み、身を切り開いていく。鶏とりのササミの筋を取るよりも繊せん細さいな作業で一個目の肉は傷つけてしまった。だが、毒腺が残っているので、取り出す練習と思い、そのまま続ける。

　結局一個目は三回ほど毒腺を傷つける結果となる。二回目も一回目同様に。三回目は、少し上手くいったと思い、最後で油断して傷つけてしまった。

　それからも延々と続け、毒腺に肉が付着するくらいの無む駄だのある毒抜きになったが何とか成功させた。

　その後は、回数をこなして慣れた。最終的に、三回に一回は成功というくらいに慣れた。素材としても十分に確保できた。と思った時──

『【料理】センスのレベルが10以上。素材の毒抜きの成功回数が十回を超こえました』

　以前にも見た事があるメッセージ。そっと新たなスキルを確認する。

「《毒抜き》ってそのまんまだよ。食材の毒を抜くスキル。成功率はプレイヤーのレベルとＤＥＸに左右されるか。それと戦闘中は使用不可。まぁ、生産の補助スキルだよな」

　とにかく、《毒抜き》のスキルを得たので試しにロッククラブの肉を対象に発動してみたが……

「五回中一回しか成功しないって、手作業でやった方が成功率高いじゃないか」

　ランクの低い素材でこれなのだ。大人しくこちらも手作業で毒抜きをしていく。ちなみに、毒抜きに失敗した素材は、以前【合成】や【錬金】の失敗で作り上げた謎なぞのダメージアイテム【毒物】へと変化した。あれは液体だったが、今度は個体であり、妙みように紫むらさき掛がかった毒々しい色合いだ。違いは何だろうか。

　俺は、毒抜きしたロッククラブの肉を【調薬】のスキルで乾燥させ、それを細かく砕くだいて粉末にしていく。粉末にした肉と砕いてストックしてある薬石を同量取り出し、それを偏かたよりが無いように丁寧に混ぜ合わせる。

「最後に、少しずつ水を加えて、纏まとめ上げる。っと」

　蒸留水をほんの少し注いで、手早く混ぜ、塊かたまりにしていく。あまり水が多すぎると水っぽくペースト状になってしまうので、それでは失敗だ。逆に水が少なすぎると上手く纏まらないのだがそこはあまり気にしなくても問題ない。

　最終的に纏まった塊を小さく千ち切ぎり、掌てのひらを使って整形する。

「最後のは、こだわり？　かな」

　これで乾燥させれば丸薬は出来上がるが、経けい口こう摂せつ取しゆする丸薬は、正直口当たりが悪い。

　ここから先は、回復量には影えい響きようしないが、まだ湿しめっている丸薬に舌した触ざわりを滑なめらかにするために粉を塗まぶす。薬石や胆たん石せき自体に僅わずかに油分がある感じなので楽に付着する。俺は、ここに着色料で色を付けていく。

　エンチャントストーンと同じように色で効果が分かる様に、今回のロッククラブの強化丸薬ブースト・タブレツトは防ぼう御ぎよ力の上昇効果であるために、ＤＥＦのエンチャントの効果エフエクトと同じ青色の着色料で色付けしてから粉を塗して乾燥させる。

　出来上がったのは、鮮あざやかな青色の丸薬。
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「解毒草なしで出来たか……」

　毒抜きが有効なのかは半信半疑だったが、成功してふっと肩かたの力が抜けた。

　効果も素材の値段に対して、十分なくらいだ。あとは、市場にある強化丸薬ブースト・タブレツトの価格を崩ほう壊かいさせない値段を設定して店で売り出すだけだ。

「キョウコさん、いる？」

「はい、何ですか？」

「市場調査してくれる？　この強化丸薬ブースト・タブレツトの効果で最適な販はん売ばい価格を決めたいから」

「また新しい商品ですね。分かりました。今度、素材の買い出しに行くときに見に行きます」

「それとモンスターの素材も少量でいいから多くの種類を集めて貰もらえるかな？　サンプルに」

「わかりました。では、カウンターに戻もどりますね」

　工房部から出ていくキョウコさんの代わりにリゥイとザクロが入り込んでくる。

「ああ、悪いな。まだ片付けてないから。ってザクロ、そっちに行くなって」

　ちょこちょこと小さな足で包丁のある作業台の近くまで行こうとするザクロを抱かかえ上げる。

　リゥイの視線は、作業台の端に載のせられた、毒腺を傷つけて汚染されたロッククラブの肉に注がれている。

「ほら、店の方に戻るぞ」

　俺がリゥイの背中を撫でながら言い聞かせるが、それに反して一歩前に進む。

「おいっ──!?」

　見ると水球を生み出したリゥイが、水球の内部に汚染されたロッククラブの肉を取り込み、ざぶざぶと洗っている。見み様ようによれば、洗せん濯たく機きの内部だけを見ているような光景に驚おどろく。

　そして、洗い終えたロッククラブの肉をリゥイが食べた！　ってええっ!?

「こら！　それは、廃はい棄き予定だ！　それに生のままだぞ！　ペっ、しなさい！　ぺっ！」

　俺が慌あわてて言い聞かせるが、もぐもぐ、むしゃむしゃとじっくり嚙かみ締しめて、飲み込む。

「……なんともない？　毒に掛かかってないよな」

　俺の言葉に身を震ふるわせて、肯こう定ていするリゥイ。続けて水球から出てくるロッククラブの肉を俺は、自分の口に放り込む。

　蟹の身であるために生でも食べられるのだろう。味は……まぁまぁかな？　味み噌そ汁しるとかに解ほぐした身を入れるくらいしか使い道が思いつかない。じゃなくて──

「毒がない？　なんで」

　なんで、と言っても答えは分かり切っている。リゥイの能力だろう。

　以前、【呪のろい】の状態異常バツドステータスを受けた時、水球で回復してくれたが、状態異常バツドステータスの範はん囲いが【毒】にも効果があるとは。

「はははっ、なんだよ。必死に毒抜きの技術習得しようとした俺がバカみたいじゃないか」

　山の様にあった廃棄予定のロッククラブの肉がリゥイの水球に浄じよう化かされて再利用が可能になった。ザクロも食べたいと暴れ出したので、少しロッククラブの肉を渡わたして、残りは回収する。

　少し時間があるので、大量にあるロッククラブの肉を使った料理を作ることにした。

　蟹と貝柱の炊たき込こみご飯はんや蟹味噌汁、蟹サラダと蟹尽づくしのメニューになり、どこからかその匂においを嗅かぎつけた知人や常連が、味噌汁一いつ杯ぱいとご飯一杯を食べに【アトリエール】に寄ることになる。







　　　三章　地下図書館とホラー







　あれから何度か図書館に通う日々。【アトリエール】の販売は、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんに任せて、俺がカウンターで肘ひじをついて本を読んでいても問題ない。

　図書館に行って、色々な本を読んだりして、やっと【言語学】がレベル10を超えた所で生産職のコーナー以外の分厚い辞書のようなシリーズの本を開いている。

『センス講座・初心者編～武器編～』に始まり、防具編、魔ま法ほう編、身しん体たい能力編、動作補助編、生産編、生活編など多た岐きに亘わたる。

　俺は、自分のセンスステータスとプレイスタイルを考えながら本を一冊手に取る。

　武器編の本の目次を見て、弓の解説を開く。

「『弓と矢は、二つで一つ。両者を揃そろえて使わなければならない』って当たり前じゃん」

　その他の目ぼしい情報と言えば、矢の自動回収機能について明言されている。ということくらいだ。

　そして武器センスがレベル30を超えると総じて、派生センスと呼ばれるセンスが発生する。

　例えば、剣けんだったら、片手剣、両手剣など数種類に派生する。しかし、この派生は、剣のセンスを消費して別のカテゴリーになるのではなく、剣のセンスを持ちながら、片手剣のセンスを取得できる。という物だ。

　つまり、【剣Ｌｖ30】を控ひかえにして、【片手剣Ｌｖ１】を装備する結果になる。この場合、【剣】センスで習得したアーツを引き続き使うことができる。

【剣】のセンスを極きわめるために敢あえて装備する。というのも方向性としてはありだが、平均レベルが30を超すようなエリアでは、派生前のセンスでは、少々威い力りよく不足となることは、βベータ版で実証済みらしいとはミュウ談だ。できるなら、派生センスに変えた方が良いそうだ。

「派生先は、長ちよう弓きゆう、短たん弓きゆう、機械弓それに……数が多いな。俺の武器は長弓だから長弓を取得してみるか。それにしても、公式で弓の命中率の悪さを認めてるよ」

　本には、距きよ離りが長くなればなるほど、敵に命中させ辛づらい。素人しろうとは、短弓や連射弓で慣れることから始めることを勧すすめる。と書かれているのだ。

「まあ、武器を変える気はないし。あと、他に使えそうな情報はあるかな？」

　目次を見ながら流し読みをするが、如何いかんせんタイトルに初心者と入っているだけあって、有益な情報は、初期のセンスとその派生先くらいだ。

　他の本を読み解といても、大体レベル30による成長もしくは派生のセンスが多い。

　だが、魔法に関する本では、レベル30までの各種属性魔法のスキルが内容が情報だ。

「俺の地属性のスキルは……《ボム》、《クレイシールド》、《マッドプール》。ここまでは習得している。残りが《アースクエイク》、《ロックバースト》、そして、《エクスプロージョン》か」

　習得済みの魔法スキルに関しての説明は別に良いだろう。未収得のスキルとして指定した地面を隆りゆう起きさせる《アースクエイク》。一キロの岩が散さん弾だんのように爆ばく発はつ飛散する範はん囲い魔法の《ロックバースト》。最後が、ボムの強化版である《エクスプロージョン》と。レベルが５刻みで習得できる。

　ここまで読めば、地属性の魔法も面白いと思う。だが他の魔法と比ひ較かくした時、不人気の理由が良く分かる。

「やっぱり、地属性って、仲間の動きを阻そ害がいする可能性があるな」

　ソロ向け。に近い魔法だ。上位センスでの魔法は分からないが、オブジェクトとしての性質やフィールドへの干かん渉しよう力が強いのが特とく徴ちようだろうか。

　狭せまい空間で《アースクエイク》や《クレイシールド》を使えば、前衛と後衛を分断してしまうなど、パーティー戦せん闘とうでは、やや扱あつかいにくい部類だ。だが、俺は他人の心配の必要がないソロプレイヤーであるために、気に入っている。

「オブジェクトの性質やフィールドに効果があるタイプだから、足止めや遅ち延えんでの時間稼かせぎにはちょうどいいんだろうな。俺と相あい性しようが良いし」

　俺の戦い方は、不意打ち、一撃離脱のヒット・アンド・アウェイ、という戦い方だ。それを考えれば、自分の理想とする状じよう況きように周囲を操作できる地属性の魔法は、好ましく思う。

「新しい魔法とか使ってみたいな」

　そう呟つぶやいて、本をパタンと閉じて、長めの息を吐はき出す。まだ、読むのが覚おぼ束つかないために結構、精神的に疲つかれたようだ。

「よっす。ユンいるか？」

「ああ、タクか。いらっしゃい」

　目を閉じて、額に手を当てて天てん井じようを仰あおいでいたためにタクの入店に気がつかなかった。

　タクが来たのは、他でもない俺に呼ばれたからだ。

「どうしたんだ？　暇ひまなら一度店に寄ってくれ、って」

「ああ、今度【アトリエール】に置く新しいアイテムがあるんだ。そのモニターをタクに頼たのみたくてな」

「ああ、そういうことか。それでどんなアイテムだ？」

「ありふれたモンスターの肉を使ったステータス上じよう昇しようの丸がん薬やくだよ。値段とかは決めたんだけど、使い勝手の改善とかまだできることはしたいと思ってな」

「なるほどな。って……こりゃまた、あのゴミにしかならないロッククラブの素材を、どうやって使えるようにしたんだよ」

　俺が渡した石いし蟹がにの強化丸薬ブースト・タブレツトを受け取り、そのステータスを確認するタク。石蟹という単語からロッククラブの名前を引き出したのは、さすがと思うが、タクの知識の中にもこれを使える様にする方法は無かったようだ。本って本当に便利なんだな。

「使えるように……か。まぁ、本のお蔭かげかな？」

　へぇ、と感心したような声を上げて、丸薬を確認した後、インベントリに仕し舞まい込むタク。そして、カウンターに置かれた本へと目を向ける。

「これがその本なのか？」

「いや、これは、基本的なセンスの図ず鑑かんとか資料かな？　この先、レベルを上げていった先がどんな感じになるのか、先に選せん択たく肢しを知りたいからな」

「へぇ……さっぱり読めないわ」

　タクは【言語学】のセンスが無いのか読めない様だ。ただ、手に取った本の挿さし絵えだけでどのセンスの項こう目もくなのかは判断できる様だ。

「これは、盾たてか。どんな事が書かれてるんだ？」

「基本の【盾】センスの項目だな。使用できるアーツとその派生先くらいだ」

　とは言っても、これはレベルでの発生であって、特定条件を満たして習得できるスキルやアーツは存在するのでこれが全てではない。

「ああ、ここの六つは全部【盾】のアーツか。って言っても実際に使うのは、二つか三つくらいだな」

「そうなのか？」

　盾のアーツは、受け身的な物が多いが、どれもトリッキーな感じの物が多く面白く感じる。ただし、実戦では半分も使わないとタクは言う。

「ああ、パーティー戦闘限定で考えるなら、シンプルなアーツの方が使い易やすいからな。変に付属効果が多かったり、発動するための時間が長いと戦闘のテンポも悪くなる」

「俺は、使えるスキルやアーツの数がまだそんなに多くないからよく分からないんだけど……」

「実際、人の好みもあるからな」

　そう言って、もう一度、本の内容に目を通すが、実際ソロとパーティーでは戦闘内容が変わるだろう。特にヘイト管理のアーツは、ソロでは無用の長物となる。その逆で地属性の魔法スキルは、阻害という観点だとパーティーにも影えい響きようはあるが、影響をコントロールできるならソロには心強い。そして、俺には、ターゲティング能力に長たけた【鷹たかの目】との組み合わせがあり、発動の威力とタイミングは問題点があるが、発動ポイントはかなりの精度と言えよう。ただし、視認できる範はん囲い一か所に限定されるが。

「勉強になったよ。ありがとう。色々と考えさせられるな」

「まぁ、そうした内容と睨にらめっこしても良いけど、実じつ践せんでも分かることがあるぞ。俺と軽く狩かりに行かないか？」

「あー、うん。まぁ、たまには良いかな？　けど、ちょっと先に一つ用事を済まさせてくれ」

「分かった。用事って何だ？」

「この本を返しに行くんだよ」

「なら、付き合うか。そのまま、外で狩りだな」

　待つけど良いのか？　と聞くと、問題ない。と答えてくるのでお言葉に甘える事にする。

　タクとの狩りは、まだ幼いリゥイとザクロには早く、召しよう喚かんせずに、装備だけ一応整えて、図書館へと向かう。

　タクが図書館の中に一いつ緒しよに入ろうとしたが、入り口で入館料などを求められたので、払はらう気の無いタクに憩いこいの広場の事を教え、待って貰もらう事にした。

　俺は、借りていた本を返へん却きやくし、生産系のコーナーへと向かい、新しい本を選び出す。今度は、【細工】センスの教本を一つ選び取り、受付へと戻もどろうとした時、窓の外にタクが見えたので手を振ふる。そして、タクも気がついたのか、フレンド通信を介かいして会話をする。

『どうした？　何かあったか？』

「いや、タクが見えたから手を振っただけ。タクの方は何かあった？」

『図書館隣の広場を一通り見たけど無いな』

「今、本を選んだからすぐに出る」

『分かった。ここで待ってる』

　そう言って、俺は少し足早に受付で本を借り、タクの元に向かう。

　図書館の内部は、正面入り口から左さ右ゆう対たい称しように本ほん棚だなが設置され、壁かべ側の本棚は窓を塞ふさがない様に低く、内側に並べられた本棚は、高く大きい。本棚と本棚の間に入れば、左右から迫せまる本の壁に圧あつ迫ぱく感かんを感じ、見た目より狭く感じるかもしれない。

　そんな図書館の一部には、直接広場への出入り口もあるために、そこから外へと出る。

「ごめん。待たせた」

「結構、時間掛かかったみたいだけど、図書館の中って広いのか？」

「ああ、タクとフレンド通信した場所が一番奥だから。あの辺かな？」

　タクに聞かれ、フレンド通信した窓を指差す。そこは、建物の一番端はしだった。それに対して、タクは、小さく首を傾かしげた。

「ユン。一番奥って、お前の顔が見えたのは、その二つ隣となりの窓だぞ」

　そんな馬ば鹿かな。生産職の本があるのは、一番奥の角に近い所だ。二つ隣なんてはずはない。一番奥には、壁一面に本棚があるのだ。その先に空きスペースなどない。

「仕方がない。ちょっと調べるか」

「調べるって何を……」

「決まってるだろ。窓の中だよ！」

　そう言って、タクが俺を呼んで、窓から中を覗のぞき込む。確かに三番目の窓から見えるのは俺が先程まで居た場所だ。そして、一番奥の窓を覗き込むと、あるはずの無い空間が存在した。

「本棚が入り組んでて良く見えないな」

「まさか、隠かくしスペース？　なんでこんな物が……」

　普ふ段だん見慣れた図書館に知らない場所があるなんて。

「なぁ、図書館の本棚ってどんな風に設置されている？」

「それは、高い本棚が何列かにわたって設置されている」

　そうだ。奥を見通せないように遮さえぎる形になっている。

「なら、決まりだな。本棚を使った距きよ離り感かんの錯さつ覚かくってところか？　本来の建物の大きさを認識させないための」

「なんでそんな事を……」

　するんだ。と聞こうとしたが、タクは両手を上げるだけだ。

「分からん。今はこれ以上どうしようもないんだし、狩りに行くぞ！」

「あ、ああ。そうだったな」

「なんだよ、気の抜ぬけた返事して。気になるんだったら、俺が少し調査してみるぞ。心配すんな。結果は教えてやるから今は狩りに行こうぜ」

「心配なんてしてねぇよ。分かった」

　ぽんぽんと頭を軽く叩こうとするタクの手を払い除のけて、俺は逃げるように足を早める。

　こうして、俺たちは、軽い狩りへと出かけたが、タクの早いペースに合わせたために俺は少し疲れた。

　最初は、図書館の謎なぞの空間の事でモヤモヤした気持ちを抱かかえていたが、タクに合わせたハイスピードの狩りで余よ裕ゆうが無くなり、すぐに図書館の事を忘れてしまった。

　そして後日、タクが調査結果を届けに来た。




　　　　●




　夏休みが明けたがまだ残暑の残る九月。徒歩での登校で火ほ照てった体を手で煽あおぎながら、教室で涼すずんでいれば、我が悪友の巧たくみが教室の入り口から真っ直ぐ俺の所に来る。

「峻しゆん。今夜、時間空あいてるか？」

「なんだよ。いきなり来て挨あい拶さつも無しかよ。まぁ、予定はないな」

「時間空けて貰えるか？　この前の調査の結果が出た」

　そう言って自分の席へと座り、パタリと机に突つっ伏ぷす巧。

「お、おい。って全く……」

　ちょっと徹てつ夜や明けの雰ふん囲い気きだったためにまたゲームを夜遅おそくまでやっていたのだろう。と判断した。夏休みも終わったのに、いい加減学校生活に合わせたリズムを取らないといけないだろ。と思いながら始まったホームルームの連れん絡らく事じ項こうに耳を傾かたむける。

　その後、巧が二時間目まで居い眠ねむりしていたのを見て、俺は小さく溜ため息いきを吐つきながら、後でノートを写させなきゃいけないのかと小さく呟つぶやき、結局見せてやる自分がいることにまた溜息を吐く。

　そうして、俺が学校を終えて、家に帰る頃ころ、巧からメールで具体的な待ち合わせの連絡を貰った。

「えっと……『【アトリエール】に午後十時に迎むかえに行くから待ってろ』ってまた一方的な」

　ただ、返事は短く、了りよう解かい。の二文字だ。

　一度時計を確認する。夕飯を作って、食べて後片付けを終えた後、風ふ呂ろや明日あしたの学校の準備に時間を掛ければ、大体そのくらいの時間になる。

　俺は、急いで夕飯の支し度たくをして、夕ゆう餉げの時間になれば、美み羽うが二階の自室から降りてくる。

「やっほぃ！　夕ご飯は、鶏とりの甘あま辛から丼どんだ！」

「ご飯は炊たけてるから先に盛っといてくれ。今、出来上がるから」

　俺は、最後の仕上げとして鶏の揚あげ物をざっくりと切り、それを醬しよう油ゆベースの甘辛ダレにしばらく浸ひたす。

　その間に美羽が盛り付けた丼どんぶりに千切りキャベツを敷しいて、その上にタレに浸した鶏の揚げ物を載のせていく。

「頂きます！」

「まだ全部揃そろってないぞ」

　付け合わせのほうれん草の御お浸ひたしと豆とう腐ふの味み噌そ汁しるを準備している間に、美羽は先に一切れ食べてご飯を搔かき込んでいる。その元気の良い食べっぷりに微び苦く笑しようを浮うかべる。

「お兄ちゃん、タレ追加」

「俺の分のタレが減るんだけど……」

　二人分の甘辛ダレしか作っていないために残りは少ないが、仕方がないので、俺の分を減らして、差し出された丼に注ぐ。

「やっぱり、甘辛のタレが染みたご飯って美お味いしいな」

「全く、ちゃんと味わえよ」

「お兄ちゃんの料理はどれも美味しいよ」

　そう言って、ニコニコと丼を食べていく美羽に毒気が抜かれて、俺も一口食べる。少し甘辛ダレが少ないが、鶏とり肉にく自体に塩コショウで下味をつけたのでタレ無しでも十分に美味しかった。

　食後は、二人でお茶を飲んで、まったりとしている。

「はぁ、幸せだな」

「ホットな緑茶一いつ杯ぱいで幸せだね。これで和わ菓が子しでもあればもっといいのに……」

「いや、食べ過ぎだから。それだと太るぞ」

「女の子に向かって太るって！　じゃあじゃあ、この後、【アトリエール】に行くから何かお菓子とか用意してよ！　そこでお茶会の続きしよう！」

「いや、やらないから。それに巧が先約を入れているんだよ」

「むぅ、巧さんが……なら仕方がない」

　そう言うと、大人しく引き下がる美羽。その様子に、おっ？　と少し驚おどろくが、すぐに美羽が何か底そこ抜ぬけに明るい表情を作る。

「それじゃあ、私は、お先に失礼するよ」

「はいはい。湯ゆ吞のみは流し台に置いといてくれ」

　そう言って、美羽がお風呂場へと駆かけていく後ろ姿を見送る。全く、家の中でももう少し落ち着きを持てよ。と兄の俺は心配する。

　その後、食器を洗い、お風呂を貰い、自室に戻ったのが八時半頃ごろだった。巧との待ち合わせまで明日の学校の準備をして時間を潰つぶし、約束の時間の十分前にベッドに入る。

　枕まくら元もとに置いてあるＶＲギアを頭に装着し、起動させる。リラックスした状態で催さい眠みん誘ゆう導どうにより意識が暗くら闇やみへと暗転していく。




　次に目が覚めたのは、薄うす暗ぐらい石造りの工こう房ぼう。ログインポイントに設定した【アトリエール】の工房部から俺は、店てん舗ぽの方へと移動する。

　ＮＰＣのキョウコさんは、昼間の時間帯にしか店番を任せていないために、夜の時間帯は居らず、【アトリエール】は暗く戸と締じまりがしっかりされており、入り口には閉店の看板が掛けられている。

　そんなお店の入り口には、見知った少年が待っていた。

「タク。悪い、待たせたか」

「ああ、問題ない。時間通りだな」

　先に待っていた事に少し焦あせったが、そもそも時間には間に合っている。タクもにこやかに笑みを浮かべている。

「それで、今朝言った『結果が出た』って何のことだよ」

「あれ？　俺、言ってなかったか？」

「言わなかっただろ。何の調査結果なのか、とか目的とか色々抜かして、一方的だったぞ。全く……」

　俺が腕うでを組んで呆あきれる一方、タクは自分の記き憶おくを思い返しているのか、首を右に左にと捻ひねっている。しばらくして、多分伝えていない。という結論に達したタクは、まず何から話そうか。と前置きをして、その調査結果を話し始める。

「この前、ユンと見に行った図書館を覚えてるか？　そこの不自然にあった空間」

「ああ、忘れてないよ」

「窓から見える図書館内部の構造から考えると隠しスペースがあるんだよ」

「また、古典的な」

　古い館やかたや建物には、隠しスペースがある。なんてのはどのゲームでも使い古されたような内容だ。

「単純に、侵しん入にゆう不可能なエリアじゃないのか？　だって俺の【発見】のセンスには反応が無かったぞ。もしもあったとしてもそれは俺の【発見】のセンスが反応しない高レベルじゃないのか？」

【発見】などの隠れた物や通常では感知できない物を知ることができる補助センスを装備している俺だから言える。図書館には、何も無かったのだ。今後のアップデートで追加される可能性もあるが、それはまだ分からない。

「残念。俺は、昨日ちゃんと侵入したぞ」

「マジか」

「まぁ、行けば分かるって」

　そう言って、二人で図書館へと向かうが、この時間帯は閉館しており入り口の扉とびらが閉じられている……はず？

「なぁ、なんで開いてるんだ。この扉」

「普ふ通つうに侵入させたいエリアがあるのに入り口閉めたら入れないだろ」

「いや、だって夕方には閉館って……」

「ああ、別に閉館以降も出入りは自由だぞ。ただ、本を図書館の外へと持ち出すと罰ばつ金きんで強制的に所持金を減らされるからな。あっ抵てい抗こうも無む駄だだから」

「なにそれ怖こわいんだけど」

「まぁ、システム的なものだし、何もせずに図書館の外に脱だつ出しゆつすれば問題ないぞ」

「なおのこと怖いんだけど……」

　暗闇を見通す【鷹たかの目】を持っているが、夜の図書館は中々に雰囲気がある。タクは、インベントリからランタンを取り出し、火をつける。

　そして、その最さい奥おうの本棚へと向かい、二番目の本棚を力強く押せば──

「回転する本棚って忍にん者じや屋や敷しきかよ。しかも昼間は、反応しなかった【発見】のセンスが今だとはっきり」

「閉館後の午後八時から朝の四時までの期限付きの入り口だ。万が一、中に閉じ込められても、強制的に図書館前に転移して排はい除じよされる」

「ふーん。どうしてそれを？」

「俺一人で攻こう略りやくしようとして色々徹夜で調べてたら、排除された」

　だから眠ねむそうだったのか。ってタクでも攻略できないってこの奥には何があるのだろうか。少し身み震ぶるいする。

　そして、回転した本棚からそっと中を覗のぞき込むと地下へと通じる螺ら旋せん階段があった。

「……なぁ、地下？」

「さぁ、行くぞ」

「なんか、嫌いやな予感がするんだけどな」

　少ない光源である月光の届かない地下へとランタン一つ掲かかげて、階段を並んで歩く俺とタク。そして、ある程度進み、階段を降り切った所で場の空気が変わる。

　埃ほこりっぽいような、それでいてひんやりとする空気。

「なんか、お化けとか出そうな雰囲気とか嫌なんだけど……」

「だよな。俺もそう思うけど、昨日調べられたのは、この入り口近辺までだ」

　俺は、即そく座ざに回れ右して、元来た道を逆走しようとするが、タクに肩かたを摑つかまれて逃とう走そうに失敗する。

「そんなに怖がることないだろ」

「離はなせ！　なにか嫌な予感がするんだ！」

「そりゃ、俺には、ユンが必要なんだよ」

　タクがさらりとそんなことを言うが、こんなお化けの出そうな雰ふん囲い気きの所に連れてこられるのはありがた迷めい惑わくという奴やつだ。ノーサンキューだ。

「俺は、帰らせてもらう。ううっ、【アトリエール】に早く戻もどろう」

「諦あきらめろって、それに──」

　俺は、タクの制止を最後まで聞かずに元来た螺旋階段を戻っていく。ランタンはタクが持ったままだが、俺には【鷹の目】の暗視能力があるために問題なく戻れる。ただ、全体的に薄うすぼんやりとした感じで色しき彩さいのはっきりしない光景だが。

　俺が階段を登る後ろからタクが追ってくるので、少し歩くペースを早めて登った先には。

「えっ、あっ──」

　螺旋階段を登った先には、壁かべがあり、元来た道が閉ざされていた。

　後ろから着いてきたタクが溜ため息いきを吐つきながら、さっき俺が聞かなかった言葉の続きを口にする。

「それに──壁で入り口が塞ふさがれるから無理だって」

　マジかよ。と螺旋階段を塞ぐ石壁を触さわり、叩たたき、押してみたがびくともしない。

　俺が壁から数歩後あと退じさるのを見計らってタクが声を掛かけて来た。

「さぁ、戻って地下図書館の探たん索さくだ」

「何で楽しそうなんだよ。お前は」

　お化けが出そうで憂ゆう鬱うつになりそうな雰囲気のまま溜息を吐き、階段を降りようとした時、背後の壁から光が発せられた。

　振ふり返り見た先には、壁をすり抜ぬけて、こちら側に来るパーティーが居た。

「……あっ、えっ？　ミュ、ミュウ？　な、なんで──」

「あっ……みつかっちゃった！　みんな隠かくれて！　隠れて！」

　なんでここに居るんだ。という言葉を出す前に、ミュウが指先に灯ともす光球の魔ま法ほうが白く照らし、目を眩くらませる。今いま更さら隠れてってもう遅おそい！　そもそも、螺旋階段に隠れる場所はない。

　俺が手を翳かざして光を遮さえぎっている間にタクの目が光に順応したのか、ミュウに俺と同じように疑問の声を掛ける。

「あれ？　ミュウちゃんたちだ。偶ぐう然ぜんだな。まさか俺たちの後を尾つけたのか？」

　やや茶化すような言い方をするタクだが、ミュウたちのパーティーの何人かは肩を震ふるわす。その反応を見て、光に目が慣れた俺がジト目でミュウたちを見ると、聞いてもいないのに言い訳を始めた。

「いや、だって。タクさんとお姉ちゃんが二人っきりって、何かある！　って直感がね」

「すみません。私は止めたんですが」

　視線を逸そらしたまま謝るルカート。まぁ、ミュウに強く押し切られたら仕方がないと思うけど、あんまりやってほしくないな。と思ってしまう。

「まぁ、好きに探索すればいいよ。俺は帰るから」

「なんで！　折角ついてきたんだからお姉ちゃんも一いつ緒しよに！」

「いや、俺はいいから。むしろ、俺はログアウトして脱出する！」

　俺が盛大に嫌がるが、ミュウが俺の両手を摑んで逃にがさないといった感じだ。その様子を見て、はぁはぁと怪あやしげに息を荒あらげるリレイとツッコミを入れるコハク。

「ユンさんはどうしてあんなに嫌がるんですか？」

　何な故ぜ、とタクに尋たずねるルカートが居た。

「ユンがお化け嫌ぎらいなだけだ」

「はぁ？」

　イマイチ理解していない感じに首を捻るルカートだが、ヒノとトウトビは、ここがお化け屋や敷しき風の場所なのかアンデット系のＭＯＢが出るんだ。と大体の当たりをつける。

「ほら、みんなで居れば怖くない！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

「はぁ、全く。なんでこうなったんだよ」

　溜息の漏もれる俺は、こんな事態に巻き込んだタクを怒ど鳴なりたいが、ミュウたちがこうして飛び入り参加した事に少なからず感謝する。タクと二人っきりは心細いし、ミュウが居れば大たい抵ていのことは後で明るく笑えることになる。




　　　　●




　階段を降り切った時、各パーティーのインフォメーションに突とつ発ぱつクエストのアナウンスが流れる。





【クエスト：地下図書館の宝　を受けました】






　地下図書館の入り口に立つ。という条件で発生する隠しクエストらしく、ミュウたちの冒ぼう険けん心を擽くすぐるものがあるらしいが、俺としては、一切心に来るものが無い。

　図書館に進み、全員が受理したそのクエストに小さな溜息が漏れる。

「それで、どうすれば脱出できるんだ？　それに俺が必要な要素ってなんだよ」

「宝より脱出かよ。これを【言語学】で読んでくれないか？　多分読めるから」

　そう言って、入り口の石壁に彫ほられた文字を指差す。

　ミュウたちは全員、それを見るが、対応するセンスを持っていないのか、全員が首を捻る。

「えっと……『正しき色をあるべき場所に』って」

「やっぱり、そんな内容か。まぁ、簡単に言えば、攻略のヒントだな。本棚に正しい本を戻していくって事だ」

　ああ、なるほど。間違った本棚に入っている本を探して、正しい本棚に戻していけ、ってことか。タクが次に、何冊か本の抜けた本棚を指差す。

「なぁ、何でタクは読めないのに内容知ってるんだ？」

「昨日、総当たりで調べたんだよ。文字は読めなくても、何かを配置していく系統のクエストだとは予想できたけど、結局途と中ちゆうで詰つんだ」

　それで分かる方が凄すごいだろ。とツッコミを入れるが、何人かは即座に理解したようだ。

「なるほど、正しい場所に正しい本を入れると、本棚が動いて先に進めるとかですか？」

「正解。ルカートちゃんは、理解が早いな」

「ありがとうございます」

「むぅ、私だってそれくらいわかったのに」

　答えたルカートと頰ほおを膨ふくらませるミュウにタクは、爽さわやかな笑顔で言葉をかけているが、ごめん。俺は、分からなかった。

「と、いうことで奥へと進むためにユンに手伝ってほしいんだ」

「……脱出のために、全力で手伝わせて頂きます」

　細かい所に蜘く蛛もの巣すが張っていたり埃が積もっている陰いん鬱うつな地下図書館から早く脱出するために、タクを手伝った方が良いだろう。地下図書館の雰囲気が不気味で苦手だ。

　本棚の閉へい鎖さ的な一角で、俺は、一冊の赤い本を見つけ、同じ赤い本の抜けた本棚に差し込む。所謂いわゆる、この地下図書館攻略のチュートリアルのようなものだろう。

「本の色で分かるなら、タクは何で詰んだんだ？」

「それが、抜けた本がどうしても見つからなくてな。俺としたことがどこで見落としたんだろうな」

　俺のタクへの疑問に、答えが返って来た。あのタクでも失敗することがあるんだな。と内心珍しく思いながら、動き出す本棚を見み詰つめる。ここから本格的な地下図書館の探索を始めないと。

「それで、これだけ人数がいるけど、どういう風にグループ分けする？」

　ミュウたちと俺たちではパーティーが違ちがうので、戦せん闘とうになった場合、共闘ペナルティーが発生しない様に注意しないと。

　そして、決まったのは、俺とタク、ルカート、ヒノの四人。そして、ミュウとトウトビ、リレイ、コハクという組み合わせになった。

　どうも戦力バランスに偏かたよりがある様に感じるが……

「私はユンさんの側に居たいです。それと誰だれか一緒に。あっ、男は要いらないのでタクさんはどこかに行ってください」

「リレイ。なに真顔でワガママ言うてんねん！」

「嫌です！　ユンさんの側ならハプニング満まん載さいです！　ふふふっ、ラッキースケベを見られます！」

　リレイの中では、俺の印象イメージってどんな風になっているんだろう。少し怖こわいので聞けないが。

　そんなリレイを引き摺ずる様に薄うす暗ぐらい図書館の奥へと連れて行くコハク。その後に続く、ミュウ。そして、最後に俺のほうに深く頭を下げるトウトビを見送る。

　苦笑いを浮うかべるルカートとヒノへと目を向けると。

「では、私たちも行きましょう」

「あ、あれ？　スルー？　リレイの反応見て無視するの？」

「僕らの中では、何い時つもの事だから」

　笑顔で言い切るルカートとヒノにこれがデフォルトなのだと改めて理解する。

「それじゃあ、行こ──ひっ！」

　ルカートたちの少し離れた本棚からすっと現れる白い幽ゆう霊れいを見た俺は、背筋を伸のばして硬こう直ちよくする。ひゅゅっという音を立てる幽霊に皆みんなが気づく。

「はぁ、こういう風に幽霊も出るんですか」

「そうなんだよ。俺は、昨日閉じ込められてな。時間のリミットまで詰んだままだったから、何度も幽霊を見かけたな」

　しみじみと呟つぶやくタクと興味深げに幽霊を眺ながめるルカートとヒノだが、すぐに俺へと視線をよこす。

　幽霊を見つけて硬直したところを見られた俺は、はっと緊きん張ちようを解くが、くすくすと笑われてしまう。

「大丈夫ですよ、ユンさん。苦手な物はしょうがないですよ」

　ルカートに言われ、恥はずかしさから少し顔が熱くなるのを感じる。

「なんか、負けた気がする」

　ヒノにも可愛いと言われて余計に恥ずかしい。また、ニヤニヤと反応を見て楽しむタクを恨うらめしく思う。

　そこから、本棚を隈くまなく調べ、攻こう略りやくの鍵かぎとなる本を探していく。

　鍵となる本の数は少ないのか、やっと緑色の本を一冊見つけ、それに対応する本棚を探す。

「なかなか、本や本の抜けてる本棚が見つかりませんね」

「まぁ、敵が出ないのは楽だけどね」

　そう、最初に見た白い幽霊のような敵ＭＯＢらしい存在がその後は出てこないために楽と言えば楽だろう。

　そして、自分たちの足音と時折遠くで聞こえる幽霊の声のような風音。いや、断じて、幽霊の声ではない！　そんな空間の中で床ゆかを走る音が近づいてくる。

　それも数人じゃない。十や二十という数だ。

「な、なんだ!?　なんの音だ」

「ユンお姉ちゃん！　本見つけたよ！」

　ヒタヒタと水に濡ぬれた衣服がぶつかり合うような音を後ろに引き連れ、狭せまい地下図書館を爆ばく走そうするもう一つのグループ。ミュウがその手に二冊の本を掲かかげるようにこちらに駆かけてくるが、俺が気になるのは、その後ろを追ってくる紫むらさき色いろのシーツのお化け・シャドーマである。爛らん々らんと赤く光らせる目とシーツの裂さけ目から覗のぞく黒い口。そのシャドーマが、狭い通路を我先にとミュウを追っては後ろの同類に倒たおされ、踏ふまれる光景にさっと血の気が引く。

「ミュウ！　後ろ後ろ！」

「おおっ!?　まだ追って来てたのか！」

「……吞のん気きな事を言っている場合ですか」

　トウトビは、後ろから迫せまるシャドーマを片っ端から切り裂き、一切の接近を許さず、後衛のリレイとコハクを守り抜いている。

「ミュウ！　あとで覚えときぃ！」

　コハクがミュウへと怒いかりを向け、リレイがやる気の無い表情で逃げてくる。
















「なら、一いつ掃そうするかな。──《ライト・ウェーブ》！」

　ミュウを中心とする光の波が狭い空間を駆け抜け、追い縋すがるシャドーマの先頭がふっと消し飛ぶように消えていく。

　まるで、化かされたような一いつ瞬しゆんの出来事。

「ミュウ！　これはどういうことだ！」

　俺がミュウに詰きつ問もんすると、手に持っている本を差し出して、説明してくる。

「いや、本を二冊見つけて、合流しようと戻もどる途中に、そのうちの一冊と同じ色の本棚があったんだよ。そして、その本を入れたら、ダミーだったの」

　まさか、紫むらさき色の本棚に紫の本を入れたら、黄色に変わるとは思わなかった。と苦笑いしながら報告するミュウ。

「そう言えば、間ま違ちがえた本を本棚に入れるとＭＯＢが大量に湧わき出すぞ」

「言うの、遅おそい！」

　俺はミュウから渡わたされた分厚い本をタクの顔面に向けて投げたが、簡単に受け止められてしまった。

「全く……けど、ダミーの本や偽ぎ装そうされた色を見分ける方法は無いのか？」

「まぁ、駄だ目めなら総当たりで！」

「……ミュウ。やるなら、俺の所にまで戻る前に始末しろよ」

「ラジャーです！」

　ビシッ、と可愛らしい敬礼をするミュウだが、俺は不安でしかない。

　心配になり、みんなが集めた本を色別に分けて、タイトルを確認したが、何冊かダミーが混ざっていた。同じタイトルの黒い本と赤い本。巻数に関する表記は、何となく、センス無しでも他の本と比ひ較かくすれば分かるが、センス無しでタイトルを判別することは不可能だ。これは【言語学】がないと、ダミーでかなりの時間がロスすることになる。

「ダミーを入れる度たびに、お化けが出るとか、ぞっとするな」

　俺は、一人呟き、絶対に間違えないと心に決め、探索に戻っていく。

　一冊分の隙間を残す本棚を見つけ、【言語学】で本のタイトルと巻数を読み取り、正しいと思われる本を本棚に戻していく。本棚の隙間を埋うめると、ゆっくりと本棚が左にスライドしていく。本棚が動き切るまで、ダミーの本を入れていないか、心配だったが、正しく本を戻すことが出来て、ほっと安あん堵どの息を漏もらす。

　また別の個所の探たん索さくに戻ったミュウたちのグループだが、遠くで爆ばく音おんやら悲鳴やら高笑いが聞こえたが、気にしない。

「これまた広い場所に出たな」

「ここから本を探せ、ということですね。面めん倒どうですね」

「じゃあ、手分けして探すか」

　横にスライドした本棚の先には、たくさんの本棚で構築された迷路が展開されており、ルカートが困ったように頰に手を当てる。

「じゃあ、俺とタクは右側を探すから、ルカートたちは左側を頼たのめるか」

「うん。僕たちに任せて」

　そうして広い空間の左側の探索を二人に任せて、俺とタクは、右側の本棚を調べる。

　通路に無造作に立て掛かけられている梯子はしごを持ち、本棚を隈なく探す。

　そして、本棚の上に横に寝ねかせられている酷ひどく浮いた色合いの本を見つけた。

「これだな。タク。ちょっと取るから梯子を押さえててくれないか？」

「分かった」

　本棚に立て掛けた梯子を一段ずつ登り、横にされた本へと手を伸ばすが、何かが引っかかっているようで引き抜けない。

「何か引っかかってるみたい。ちょっと待ってくれ」

「気を付けろよ」

「分かってるよ」

　タクに注意され、本を引き抜くために指先に力を込めるが、抜けない。少し、意地になって両手で本を引き抜きに掛かる。瞬しゆん間かん──

「っ!?　何、この空間!?」

　完全な真っ暗闇が目の前に広がり、梯子に登っていた体が僅わずかな浮ふ遊ゆう感かんの直後に地に足がつく。高さは数センチほどだろうが、突とつ然ぜんの出来事に反応できず、膝ひざを突つく。

『オイテケ、オイテケ』

「なんか、ここまで定番だと。逆に怖さがなくなって来るな」

　置いてけ堀ぼり、の話を思い出してその位置で振り返ると俺は、鋭するどい牙きばの並んだ本型のＭＯＢ・ゴースト・オブ・ブックスを見て目が点になる。

　暗くら闇やみの空間で頭部だけの本のＭＯＢが『オイテケ、オイテケ、本ヲ、オイテケ』と喋しやべっているのだ。中々にシュールだと思う。そして、それが一体だけなら良い。空中を浮ふ遊ゆうした本のＭＯＢ数十体が大挙して襲おそってくるのだ。俺の行動は──とにかく逃にげる。

「う、うわぁぁぁぁっ──」

　かなりの恐きよう怖ふだ。お化けのような霊れい的てきな恐怖とは違う、人間の理解の範はん囲い外にある混こん沌とんとした恐怖に逃げた。

「《付加エンチヤント》──スピード」

　こんな謎なぞ空間でも速度のエンチャントが使えたようだ。だが、それでも遠くに見えた本のＭＯＢは、じりじりと俺との距きよ離りを詰つめてくる。

「何なんだよ！　何なんだよ、これはっ！」

　恥はじも外がい聞ぶんも無く暗闇の空間を走り続けたが、どれくらいの時間になろうか。十分以上は逃げ続けたと思う。その間、追われることによる恐怖でばくばくいう心臓の音が、痛いほど耳に響ひびく。

　そして、俺が後ろを振り返った時──俺の目の前に大口を開けた本のＭＯＢが──

「──ユン！」

「──はっ!?」

　名前を呼ばれて、いきなり、現実に引き戻されると、引っ張り出そうとしていた本がすっぽ抜ける。

　勢い余って抜けた本は、真ん中のページを開き、その真っ黒に汚よごれたページからあの暗闇の空間で追ってきていたゴースト・オブ・ブックスが飛び出して来る。

　まるで、先ほど見ていた悪夢的な光景が目の前で続く様に。

「ユン！　チッ、ＭＯＢもか」

　本を引き抜いた拍ひよう子しに、バランスを崩くずした体が後ろに泳ぐ。本から飛び出したゴースト・オブ・ブックスが宙を舞まい、それを追って空中にタクの剣けんが投とう擲てきされる。

　梯子から投げ出された自分の体が下へとスローモーションで落ちていくのを感じながら、ちゃんと両手で本を摑つかんでいることを見ていた。よかった、ちゃんと取れた。とどこか場ば違ちがいな事を考えながら、来きたるべき衝しよう撃げきに備える。

「──っ!?」

　確かに衝撃はあった。だが、背中を後ろの本ほん棚だなにぶつけたようで、それで衝撃を殺されたのか鈍にぶい音を響かせるが、俺の背中に痛みはない。

「痛いってぇ……ユンは大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ、平気かな？」

「ユン。何があった。声を掛けても全然返事をしなかったぞ」

「……タク。俺は、何分くらいおかしかった？」

「大体十秒くらいか？」

　俺の体感時間と違ちがう。十分以上白昼夢のような、いや悪夢のような空間にいたと思ったらたった十秒だったなんて。

「ユン、ホントに大丈夫か？」

「あ、いや、ちょっと。このクエストのギミックに嵌はまって驚おどろいてるだけだ」

　多分、夏のキャンプイベントのように暗闇の空間の時間が引き延ばされたんだろう。俺の意識だけを別のフィールドに移して、キャラの肉体はそのまま。そして、本のお化けが接近した所でキャラの体に意識を戻して、本からお化けが登場。

　俺は、何度か深呼吸を繰くり返し、精神を落ち着ける。動どう悸きの収まりを感じながら、引き抜いた本を、片手で持ち上げていた。

「ユンさん、タクさん。大丈夫ですか!?」

　俺たちが大きな音を立てて倒れたのを聞きつけたのか、ルカートとヒノが本棚の間から駆け付けたが、俺たちの様子を見たルカートとヒノは、さっと目を逸そらした。心なしか顔が赤い気がする。

「ユ、ユンさん、それにタクさん。その、何と、言いましょうか」

　言い淀よどむルカートの言葉に自分の格好を確かめてみれば、後ろからタクの体に包まれるようにして倒れている。そして、両手を上げている俺。その体を包み込むようにして片方の手は俺の胸に、もう片方の手は俺の尻しりを支えているタク。俺は男だが、ＯＳＯのキャラエディットで体に女性的な修正を受けたので、丸みを帯びて柔やわらかさはある。そして、何より羞しゆう恥ち心しんがある。咄とつ嗟さにタクの手を払はらいのけて、立ち上がる。

「タク。助けてくれたことは有難いが、どこ触さわってるんだ」

「わりぃ。けど、空中でバランス崩してたからな。あんまり上う手まく受け止められなかったが」

　立ち上がり、打ち付けた背中を気にしているタク。また、空中にいたＭＯＢを倒すために投げた長剣を回収する。

　俺は、少し熱い顔をタクから背そむけ、胸の前に引き抜ぬいた本を抱かかえる。

「全く、変な所触りやがって。人が見てるだろ」

　俺の呟つぶやきはタクの耳には入らなかったようだが、ルカートには聞こえたようだ。更さらに顔を赤くして、やや狼狽うろたえて、人が見てないなら良いんですね。との呟き。いや、それも違うから。ヒノが俺とタクを交こう互ごに見み詰つめ、生なま唾つばを吞のむ音が聞こえた気がした。

「ほら、こっちは調べ終わったし、先に進むぞ」

　タクは、何事も無かったように先を行く。事実、俺とタクは男同士だから、別に何かあるわけでもない。ああっ！　変な事考えるな。と一度頭を振り、気持ちを切り替かえる。

　その後も、地下図書館の探索は進み、壁かべの本棚から飛び出す本のお化けや先に進むための鍵となる本を抱えた白骨死体が突然、こちらの腕うでを摑むなどのお化け屋や敷しき的なギミックがあったが、先行するミュウたちが淡たん々たんと処理していく。白骨死体から本を取り上げた瞬間に腕を摑まれたのに、悲鳴を上げる事無く、無機物でも見るような冷めた目で頭ず蓋がい骨こつを剣先でカチ割るタクも居た。

　そして、いくつかのダミールートを見つけながらも、俺たちは、最後に二冊の本を持って最さい奥おうに辿たどり着ついた。

「ここが最深部か。なぁ、後ろに階段があるけど、帰っていいかな？」

「その前に台座があるだろ。そっちを調べるのが先だ」

　と促うながすが、調べるのは実質俺一人なんですが。俺は、台座にある長方形の窪くぼみとその周りに彫ほられた一文を指でなぞる。

「……『金の本は、知の宝。銀の本は、識の宝。どちらか一方を選べ』ってまぁ、残ったこの二冊だよな」

　タクが持つのは、金に赤字の本。そして、ミュウが掲かかげているのは銀に青字の本だ。その二冊の本のサイズと窪みが同じサイズである。

「それで、どっちを入れるんだ？」

　既すでに、本を嵌はめ込めば、それぞれの報ほう酬しゆうが手に入ることは分かっているが、どっちを手に入れるか尋たずねる。そもそもタクに誘さそわれた探索であるために、俺個人は、早くこの場から去りたい。

「うーん。別に俺は、ミュウに譲ゆずっていいんだけど」

「ほんと!?　お姉ちゃん！」

「ユン、それでいいのか？」

「また来ればいいだろ。今度は、もう片方の宝を調べに」

　その時は、手伝ってくれ。と言われたが、一人で行け。と言っておいた。

「ミュウちゃんは、どっちを選ぶんだ？」

「うーん。じゃあ、銀の方で」

　他の面々も異存はない様子で、ミュウが台座に本を置き、一歩下がる。そして──

「おおっ!?　台座が動いた」

　本を載のせた台座が沈しずんでいき、代わりに別の物が載った台座が上がって来た。ハンドボールサイズの水すい晶しようだろうか、識の宝という透とう明めいなそれが三つ載っていた。

　水晶ということは占うらないや魔ま法ほうの補助アイテムなのだろうか。今はまだ使い道が分からない。

「うーん。報酬はパーティー単位じゃないとすると固定か？」

「いや、俺に話を振られても知らんから」

「でも複数あるなら、分けられるね」

「いや、俺は要らないから、ユンとミュウちゃんたちで分けてくれ」

「俺もタクと同じで要らないんだけど……」

「駄だ目めだよ！　お姉ちゃんはちゃんともらわないと！　お姉ちゃんがいたから取れたんだから！　もらわないっていうと地下図書館から出さないよ！」

「なんという脅おどしを……はぁ、分かったよ」

　タクが報酬を辞退したことで、俺とミュウたちで三個の水晶をどう分けるかを話し合う。俺は一つで十分だから、ミュウたちで残りを分けた結果──

　最終的には、ミュウが一個、トウトビが一個という配分で分けることになった。

「むぅ、お姉ちゃんの【言語学】があって手に入れられたんだからもっと要求してもいいのに」

「俺は一つあれば十分だって。それに、もう二度と手に入らない訳じゃないんだから、素直にもらっておけ」




　配分が気に入らないのか、自分の報酬分を俺へと渡わたそうとするミュウだが、俺はそれを適当な理由をつけて、のらりくらりと躱かわしておいた。

　ミュウは、俺の【言語学】のセンスがあったから取れた。と言っているが、俺一人じゃできないこともある。だから、その水晶は、ミュウへの正当な報酬だと思う。

　こうして、夜の地下図書館の探たん索さくは、幕を閉じた。

　この地下図書館の探索クエストは、各プレイヤー一日一回となっている制限クエストであること。また、しばらく経たち、クエストの情報が出回るようになると町中クエストということで、戦せん闘とう職や生産職問わず、お化け屋敷感覚で夜の図書館を訪れる人が増えたとか……。

　まぁ、お化けの苦手な俺は、金こん輪りん際ざい関わるつもりはないのだが。







　　　四章　合成とＭＯＢブーム







　俺は【アトリエール】のカウンターに無色の水すい晶しよう玉だまを置き、ザクロが小さな前足でそれを転がしている。

　識の宝と言われるアイテム。正確には、【サーチ・オーブ】という消しよう耗もう品ひんのアイテムで一度だけ敵の簡単な情報を知ることができる。という物だ。タクが毎晩、地下図書館へと通い、報ほう酬しゆうのサンプルを集めた結果だ。

　他に分かった事は、報酬のオーブは、本一冊につき三個固定であること。また、もう一方の知の宝と言われるアイテムは、【オラクル・オーブ】というこれも消耗品だ。効果は、質問に対して答えのヒントが貰える。というアイテム。個人的には、そっちのアイテムの方が面白いと思うが、あまり的外れな質問だと返答すら来ないで、アイテムを消費するだけという話だ。タクに同行して【オラクル・オーブ】を手に入れたあるプレイヤーは、特定プレイヤーのスリーサイズを質問したというのだから、呆あきれる。

「って、生産職の俺がこれを持っててもあまり意味ないと思うんだけど……売るか」

　何の躊躇ためらいも無く決める俺にミュウだったら小言の一つでも言いたくなるだろうが、今は、生産ギルド設立のための資金が少しでも欲しい状じよう況きようだ。使わないアイテムを持っているよりは、売って設立資金に換かえてしまおう。

　だが、俺が直接売っては安く買い叩たたかれてしまう可能性がある。

「アイテムをマギさんたちに渡して、売れた値段をそのままギルドの資金提供に回して貰おう」

　確実に物の価値が分かる相手になら、もしかしたら高値で売り捌さばけるかもしれない。

　俺にとって使い道の少ない【サーチ・オーブ】をザクロから取り上げて、インベントリに仕し舞まい込む。消えた水晶玉に首を傾かしげるザクロに目を向けた後、【アトリエール】の入り口から中を覗のぞく人を見る。

　ここ最近、入り口から中をそっと覗く人が増えたが、彼らは決してお客にならない。小さな店なので、何い時つまでも入り口に立っていられても邪じや魔まだが、だからと言って明確に邪魔になるほどの客足があるかと言えば、正直ない。

「はぁ、全く。どうして、こうなった」

　自問自答するが、明確な答えは既すでに出ている。彼らの視線の先には、カウンターで首を捻ひねって小さな鳴き声を上げる黒くろ狐ぎつねのザクロ。そして、日当りのいい場所で目を瞑つぶって、機き嫌げんよく尻しつ尾ぽを振ふるう一角獣ユニコーンのリゥイ。

「ブームって奴やつなのかな」

　夏のキャンプイベントで仲間にしたレア幼よう獣じゆうのリゥイとザクロ。そのほかにもマギさんのリクールやクロードのクツシタ、リーリーのネシアスなど、可愛らしい幼獣は、ペットや愛あい玩がん動どう物ぶつに対するような目を向けられている。

　そして、同じように戦闘用ではない、ペット代わりや癒いやしのために使し役えきＭＯＢを欲しがる人が現れた。今まで死にセンスとされた【調教】でのＭＯＢブームが発生しているのだ。

　触さわり心地ごこちという観点からモコモコした草そう食しよく獣じゆうや小さなサイズのミルバードなどが人気であり、また、野犬も手入れをして小こ綺ぎ麗れいになると、忠実なペットとして、低レベルＭＯＢながら、人気が高い。

　そんな感じのペットブームならぬＭＯＢブームに乗れない人は、こうしてこっそり他人のＭＯＢを観察したり、町中で出会った幼獣との触ふれ合いでその欲よつ求きゆうを満たしているのだが……

「ああ、やっぱりまだ駄だ目めか」

　一歩店の中に足を踏ふみ入れて来た観察者を察知したのか、慌あわてて、カウンターの下へと隠かくれてしまうザクロ。そして、同じように最近、見られる視線にうんざりしているのか、風景が揺ゆらめき、姿を幻げん術じゆつで隠すリゥイ。

　うちのリゥイは、見知らぬ誰だれかに安易に触さわらせないし、ザクロは、呪のろいの装備関連でやや対人恐きよう怖ふ症しようのような性格なので、どっちも知らない誰かが近づくと逃にげる。稀まれに雰ふん囲い気きという奴だろうか。特に抵てい抗こうなく接するプレイヤーはいるが、そんなのは極ごく稀だ。

　レティーアのような同じ幼獣を持つプレイヤーなら、ある程度の接せつ触しよくは問題ないんだが、何が基準だろうな。と思う。

「いらっしゃい。何か必要な物でもある？」

「い、いや、ただ覗いただけ。もう、行くわ」

　と一いつ瞬しゆん残念そうな表情を作り去るのだが、隠れて見ていたことは、こちらからはバレバレだ。まぁ、隠れて見る為ために【潜せん伏ぷく】のセンスを所持した所には、中々の執しゆう念ねんを感じるが、まだ低レベルなのか俺の【発見】のセンスでも見つけることができた。
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　静かな水面下での攻こう防ぼうで何故か【鷹の目】と【発見】のセンスのレベルが上がった事は置いておこう。

　センスステータスを確認している時、フレンド通信の着信を受け、相手を確認する。

「珍めずらしいな。ミニッツからだ」

『はぁーい。ユンちゃん、こんにちは』

「ああ、珍しいな。どうしたんだ？　タクは？」

『タクくんとは別行動。ちょっと個人的な頼たのみ事したいから、これからお店に行っていい？』

「ああ、構わないぞ」

『わかったわ。じゃあ、また後で』

　そう言って、切れるフレンド通信。珍しい人からの頼み事だ。

　ミニッツは、タクのパーティーメンバーの金きん髪ぱつウェーブの聖職者風のプレイヤーだが、タク経由での関わりくらいだから、どんな頼み事なのか。首を傾げながら、持て成なすためにお茶とお菓か子しを用意しておく。

「ユンちゃん、ごめんね。いきなり頼み事して」

「生産職だからな。生産依い頼らいって形なら頼み事は歓かん迎げいだよ」

「うーん。ちょっと生産依頼とは違ちがうけど、良いかな？　ほらっ、マミも隠れてないで来る！」

「ほんとに良いの？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　入り口の側そばに隠れていたマミを前に押し出すミニッツ。優しく諭さとす姿は、気配りの出来るお姉さんと言った感じだ。そして、今回の依頼者の本命はマミらしい。

「入り口に立ってないで、席に着いたらどうだ？　今お茶入れるから」

「は、はい。お邪魔します」

　ポーションを買いに来る時、何度も訪れているのに、そんな小動物的な反応をする魔ま女じよっ娘こに苦笑いが出る。

「はい。お茶」

「ありがとうございます」

「ユンちゃん、このクッキー美お味いしいね。手作り？」

「正解。まぁ、インベントリあるから腐くさらないし賞味期限ないから一度にいっぱい作って大量保存な。欲しいなら少し分けるよ」

　お茶請うけのクッキーを美味しそうに食べる二人の姿に俺も口元が緩ゆるむ。

　俺も自分のお茶を用意して二人と向かい合う形で座れば、俺の膝ひざをザクロが駆かけ上がり、ちょこんとお腹なかとカウンターの間に入り込む。

「クッキー欲しさに出て来たな。しょうがないな。全く」

　クッキーの一つを手に取り、鼻先に近づければ、口を開いて、クッキーを咥くわえる。少しずつ小さな前足で押さえながら食べる姿に和なごやかな雰囲気が流れる。

　と、言うよりも──

「ほわぁ──」

「なぁ、ミニッツ。まさか、マミの頼み事って割と時事ネタ？」

「正解。分かっちゃう？」

「そりゃ、それ目当てで【アトリエール】に様子見に来る人がいるからな」

　当の本人は、ザクロに熱い視線を送って、こちらの会話に気がつかない。

「それで、どうしたいんだ？　【調教】センスでのパートナーの作り方を教えてくれ。って言われても無理だぞ」

「それはないんじゃないかな？　わざわざＳＰセンスポイント使って、使わないセンスを所持するほどの余よ裕ゆうはないかも」

「じゃあ、何なんだ？」

「最近、マミがぼーっとすることが多くてね。多分、ペット欲しさで思考がトリップしているのよ。で、その欲求を満たしてやれば、多少はマシになるんじゃないかと思ってね」

「まぁ、分からないではないな」

　俺たちが話をしている間に、欲求を抑おさえられないのか、マミは、ザクロへとそっと手を伸のばす。それを察知したザクロは、一瞬、身を硬こう直ちよくさせ、俺の背中に隠れてしまう。

　手を伸ばした姿勢のまま、固まるマミは、あからさまに落らく胆たんしている。

「……ユンさん。私もペットが欲しいです」

　ぽつりと漏らした小さな呟つぶやきに、俺も叶かなえられるなら叶えてやりたいが──いや、方法はある。

「ペットの用よう途とは戦せん闘とうか？」

　俺の質問に、首が痛くなりそうなほど左右に振るマミ。まぁ、戦闘用の調整は難しそうだが、可愛がるだけのペットなら能力が低くても問題ないだろう。

「なら使い捨すてのＭＯＢだけど、それで良いなら作ることは出来るぞ」

「ほんと？　ユンちゃん、それって」

「一応生産アイテム扱あつかいだな。【合成】センスのレシピにスライムのＭＯＢの作り方があったんだ。戦闘力はないけど、ペットとしては十分じゃないか？」

　それで、どうする？　と俺がマミに尋たずねると、少し気落ちしていた顔色に朱しゆが差し、嬉うれしそうに頷うなずく。

「けど、そうなると生産依頼でしょ？　見積もりってどれくらい？」

「うーん。今使っている生産キットじゃ無理だから。新たに上位の物を買い揃そろえるので、60万Ｇくらいかな？　素材もＭＯＢによって変動するから何とも言えないな」

「う、流石さすがに60万Ｇは、そう簡単に出せないわよ」

「装備とか、修理や強化じゃないからそれ程、予算無いね」

「60万ってのは、あくまで合成ＭＯＢ作成のための初期投資だから、そっちは俺が出すよ。ただ素材は、そっち持ち。手間賃は、10万Ｇで良いか？」

「それなら、うん。私が出す。可愛いスライムお願いします」

　マミが深く頭を下げてくる。

「素材は、手持ちの物でも良いし、露ろ店てんや店で買って来たのでも良いぞ。今、必要な素材を書き出してくる」

　スライムの合成に必要なアイテムは、五種類。正確には、五種類の系統のアイテムだ。

　ＭＯＢの種類決定のＭＯＢドロップが一つ。残りは、火、水、風、土の四属性に分類できるアイテムだ。

　土属性のアイテムなら、採取できる鉱石や地属性のＭＯＢのドロップなど。そんな感じで四種類をバランスよく合成することでＭＯＢの強弱も決まり、作成できる。

　俺が書き出した素材の一覧はあくまで簡単な物で、もっと上位の素材からなら強いＭＯＢも作れる。あくまで、スライムの範はん囲いでだが。

「……わかった。少し足りない素材があるから一日掛かけて取りに行くから次会う時で良い？」

「なら、それまでにこっちも準備を進めておく」

　マミと話を詰つめた。要いらないといったが、前金で手間賃の半分を渡わたされたのだ。これは、少し頑がん張ばらないとな。

　最近、客足が増えて貯たまった蓄たくわえが、合成キットの生産設備購こう入にゆうで消えてしまった。またお金を稼かせがなければ、という気持ちになる。
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「五種の合成キットを、配置して。と」

　今までの三種類の合成キットは、魔ま法ほう陣じんの描かれた布地だったが、四種合成では、石版型。そして、五種合成では、石版を配置して、広いスペースに合成陣を作成しないといけなくなる。

　縦横五枚の石版から構成される合成陣は、中央に素材のベースを配置し、四方に他の素材を配置する。

　石版の配置が終わり、手て狭ぜまになった工こう房ぼう部を見て、拡張が必要か、それとも合成用に別室が必要か考える。今は、合成キットを購入し、金欠気味であるためにそんな余裕はない。使用後は、配置した石版を一時撤てつ去きよする必要が出る事に溜ため息いきが漏もれる。

「何時までも考えていられないな。マミたちが来る前にサンプルだけでも作っておかないと」

　いきなり、ぶっつけ本番で合成ＭＯＢを作成して合成失敗で素材を無む駄だにするよりも、何度か練習した後の方が色々と分かるだろう。

　俺は、合成陣に、ブルースライムのドロップであるブルーゼリーを。そして、四方には、炭、井い戸ど水、鳥の羽、石を配置。街中で手に入る安価な素材を揃えた。

「じゃあ、行きますか。──《合成》！」

　合成陣の側に立ち、合成スキルを発動させる。普ふ段だん使う二種、三種の合成よりもＭＰの消費量が多い。石版に刻まれた合成陣がＭＰの消費に伴ともなって、青白い光を放ちながら、陣を駆け巡めぐり、四方の素材が各属性の色の粒りゆう子しに分解される。分解された粒子は、陣中央のベース素材へと吸い込まれ、やがて光が収まる。

「……一応、成功だな」

　薄うす暗ぐらい工房部を照らしていた青白い光は消え失せ、陣の中央には、薄く色づく石が置かれていた。どこか、リゥイたちの召しよう喚かん石に似たそれは、合成ＭＯＢを呼び出す【核かく石せき】。この場合では、【スライムの核石Ｌｖ１】が出来上がった。

「手順も【調教】センスでの使役ＭＯＢの呼び出しと同じ《召喚》と《送そう還かん》だよな」

　俺は、【スライムの核石】を掌てのひらに載のせて、呼び出す。

「スライム──《召喚》！」

　一いつ瞬しゆん、石が白く発光し、眩まぶしさに片目を瞑つぶる。そして、光が収まった先、掌にはデロン、と垂れ下がる粘ねん液えき生物が纏まとわりついている。

「うわっ!?　気持ち悪っ！」

　手を振ふって振り落としたスライムは、工房部の石いし畳だたみに叩たたき付けられ、体をべちゃっと押し広げる。核らしき小こ粒つぶの体を中心に広がった粘液をずるりと引きずりながら、纏まる。

「ううっ、ちょっと想像していたスライムとは違う。いや、ブルースライムはこのタイプか」

　想像していたのは、もう少し硬かたさを持ったグミ状だったが、これは常に核を中心に粘液を循じゆん環かんさせている。スライムというよりアメーバに近い。

　大きさ的に言えば、ブルースライムより小さい。これをペットにするのは相当勇気がいるだろう。マミも期待しているのは、これじゃないと思う。

「これは、合成レシピの工夫をしないと駄だ目めだな」

　再び、素材を揃えて、合成ＭＯＢを作り上げる。そして、出来上がった【スライムの核石】に更さらに、鉱石系のアイテムを合成していく。

「……駄目だ。ただ体積が増えただけだ。他にどんな素材が良いんだ？」

　鉱石系、木材、薬草、ＭＯＢのドロップ、ポーションと様々な物を合成していく。

　ベースは粘液として、合成を繰くり返すほどに体積を増やしたり、素材の属性によってベースのスライムの色も変えていく。水属性の素材を多く核石に合成することで、青色へと変化していき、最終的にブルースライムへと変じ、地属性を増やすことで薄うす茶ちや色いろへと変わり、マッドスライムへと変じた。

　色々とパターンを変えて、ノートに記録していくが難しい。

「むぅ……分からん。どうやったら、可愛らしいスライムになるんだ」

　目の前には、色取り取りの粘液生物が絶えず蠢うごめいている。擬ぎ音おんに直すなら、グチュ、ベチャ、と表現できそうなそれらに顔を顰しかめる。

「ユンちゃん、約束通り来たわよ」

「こんにちは、お邪じや魔まします」

　既すでにＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんには、話を通していたので、スムーズに工房部へと案内されるミニッツとマミ。素材を集めて来た二人が工房部に入ると、それぞれ違ちがう反応を見せる。

　ミニッツは、目の前に広がる色しき彩さい豊かなスライムの群れを見て、やや引き気味に引き攣つった表情を作り、マミは、ほぉと感心した様にそれを眺ながめる。案外、このままでもペットとしていけるか？

「一応サンプルで幾いくつか作ってみたけど、どうだ？」

　生理的に受けつけないのか、ミニッツは壁かべよりに離はなれるが、マミは臆おくせず近くの一いつ匹ぴきに手を伸ばす。ぺちぺちと掌全体で叩いて様子を確かめて、しゃがんだままこちらを仰あおぎ見る。

「駄目です。弾だん力りよくが足りません」

「やっぱりそうか」

「いやいやいや、その前に何よ。この気持ち悪い光景！」

　若じやつ干かん、顔を青くしているミニッツに対して、別に、普ふ通つうのスライムたちだよな。とマミと目を合わせると、そうですね、平原にいるスライムと同じです。と何でもない様に答える。うん、全く問題ない。

「まぁ、ミニッツが駄目そうだし、一度全部片付けるか。──《送還》」

　使役ＭＯＢとは違い、合成ＭＯＢは、ＭＰの消費がないので大量に呼び出しても負担にはならない。床ゆかに転がる核石を全て拾ひろい上げて片付けた所で、ミニッツが動き出す。

「それで、弾力のあるスライムは出来そうですか？」

「うーん。今のところ難しいんだよな。色々と組み合わせを試しているんだけど、よく分からないんだよ。最初に決めた予算よりも高くなる可能性があるぞ。それでもいいか？」

「はい。毒を喰らわば皿までです」

　マミが力強く頷くがそれ使い方正しいのか？　まぁ、その心意気は、認めよう。

「なら、一いつ緒しよに作ってみないか？」

「作るって、私もマミも【合成】センスは無いわよ」

「実際に実行するのは、俺で、思いついた組み合わせを言ってくれれば、それでいいよ」

「それなら面白そうね」

　ミニッツもここに来て、やっと笑顔を見せた。まずは、二人に基本的な合成と手順を見せ、合成スライムの作り方を実演する。

　大体、理解した後に二人の持ち込んだ素材で改めてスライムを作り出していく。

「持ってきたのは、火鼠フアイア・ラツトの牙、鉄砲魚ガン・フイツシユの鱗、空蛇エアロ・スネークの皮、ホブゴブリンの角つのか。良い感じでレベルの高い素材が集まっているな」

　俺の使った素材よりも上位の素材を持ち込んできた。

「これなら、もっと良いスライムが出来るかもな。早さつ速そく試してみよう」

　俺は、合成陣にアイテムを配置し、合成スキルを発動させる。

　そして、出来上がった【スライムの核石Ｌｖ３】からは、より大きなスライムが出来上がった。

「うーん。レベルは上がったけど、種類は同じか」

「ねぇ、ユンちゃん。合成するのって絶対に素材じゃないと駄目なの？　例えば、そう【核石】同士を掛け合わせるとか」

「スライム同士を掛け合わせて、キングにする感じ？」

　ミニッツとマミの言葉に、その発想は無かった。と、合成陣に大量に作ったＬｖ１のスライムの核石を配置していく。

　五個のＬｖ１核石を合成して出来上がったのは、Ｌｖ２の核石だった。

　Ｌｖ２の核石にＬｖ１の核石を合成してもＬｖ２だが、体積は増えた。経験値的な物の累るい積せきなのだろうか。

「うーん。大きくなるけど、ちょっと違うな。それに別種のＭＯＢは、レシピが分からないから保留で良いか？」

「次は、属性の方に特化させた物を合成するのは？　もう、マッドスライムが居るから、マッドスライム同士の掛け合わせとか、鉱石系をメインに合成するとか。弾力が必要ならそこから攻めるべきだと思う」

「了りよう解かい。なら、マッドスライムの量産や色々な鉱石を試すか。あと試したいことは──」

　核石同士での《合成》という視点から俺は、核石同士を【錬金】で上位変へん換かんするという考えに至り、マミと色々と意見を出し合い、試していく。

　結果出来上がったのは、【マッドスライムＬｖ３】【サンドスライムＬｖ１】【ヒュージスライムＬｖ１】の三種類だ。

　ベースのスライムに地属性の素材を合成し続けた結果、体積が増えレベルの上がったマッドスライム。

　マッドスライムに鉱石系アイテムを合成し続けた結果、体の構成物質が粘液から砂へと変わり、既に粘液生物とは言えなくなったサンドスライム。

【スライムの核石】十個を錬金することで、出来たヒュージスライムだ。

　そんな感じで、新たに出来上がったスライムたちだが、どれも弾力という面では劣おとっており、イメージした通りにはならない。

「うーん。硬さという面だとサンドスライムだけど、ちょっと違うよな」

　表面を触さわるとキメの細かな砂である事が良く分かり、絶えず流動している。また、ヒュージスライムは、他のスライムより大きく、人一人、丸まる吞のみ出来る大きさであるために、召喚後、慌あわてて、核石に戻もどした。

「鉱石系で駄目なら、何使うんだ。あー、頭疲つかれる！」

　幾つものパターンを試したが、納得できる物は出来ない。次は薬草系を混ぜるか、ポーション系を混ぜるか、それとも、武器を合成するか。色々と頭を悩なやませる。

「ねぇ、こう、液体を固める物ってないの？　イメージとしては、ゼリーとかプリンみたいな」

「ゼリーとかプリンね。まぁ、あるけど……」

　ブルースライムのドロップであるブルーゼリーの生成物であるアイテムを取り出す。

「料理向けのアイテムのブルーゼラチンだけど、試してみるか」

　少し疲れたのか、マッドスライムとサンドスライムを人差し指で突つっついて遊んでいたマミは、振り返り、青い粉のゼラチンを見るが、余り期待はしていない様子だ。

　俺も、駄だ目め元もとで試してみるか。と、一つの核石を囲む様にブルーゼラチンを配置していく。

「──《合成》」

　俺の言葉に反応して、スライムの核石をベースに合成されたそれは、青みの増した核石だ。ただ、ブルースライムの核石ではなく、別種【ジェルの核石Ｌｖ１】となっていた。

「まさか──《召喚》」

　呼び出した物は、手のひらサイズのゼリー状の物体だった。核らしい赤黒い球体を囲む様にゼリー質の物がぷるぷると動いているそれは、マミの求めるそれだったらしい。

　マミは、三角帽ぼう子しとメガネがズレていることも気にせずに、目を大きく見開き、それを手で掬すくい上げる。手のひら全体で触り心地ごこちを確かめ、指先で突つついて弾力を楽しんでいる。
















「これが欲しい。ありがとう、ユンさん、ミニッツ」

「それで良いんだな。サイズとか、色はどうする？」

「じゃあ、もう少し大きめに」

「了解」

　マミの言葉を受けて、細かなサイズ調節のために更に【ジェルの核石】を合成していく。最終的に小さ目のクッション程度の大きさになった。

「ねぇ、これ見て思ったんだけど、これでドッキリやらない？」

「「ドッキリ？」」

　完成したジェルを胸元に抱かかえるマミと、召喚したザクロとリゥイを撫なでる俺は、首を傾かしげる。

「ほら、──」

　その後のミニッツの提案にちょっと面白いと思った俺たちは、早速実行に移す。素材が少し足りなくなっていたので、二人には狩かりと買い出しを頼たのむ一方、俺は準備を進める。
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　ドッキリの内容。それは、スライムやジェルを食べ物に見立てて、食べる直前で動かす。という物だ。ターゲットは、普ふ段だんパーティーを組む、タクやガンツ、ケイ。その三人を対象に、俺たちは準備を進める。

　作るのは、小ぶりの鍋なべに毒草から抽ちゆう出しゆつした毒薬を合成したポイズンスライムと光属性の素材を合成して白くなったジェルを入れた──お汁しる粉こ風スライム。

　色取り取りのジェルが綺き麗れいに箱はこ詰づめされた冷れい菓か──水まんじゅう風ジェルセット。

　きな粉に見立てたサンドスライムとジェルの──葛くず餅もち風スライム。

　三色ジェルを団子に見立てた──団子風ジェル。

　最後は、色取り取りのスライムが混こん沌とんとした鍋にぶち込まれた──闇やみ鍋なべ風スライム鍋。

　作る本人たちが楽しみ過ぎて、食品サンプルみたいに綺麗に仕上がるのは面白かった。生産とはちょっと違うが他人とワイワイ楽しみながら何かを作るのも愉ゆ快かいだった。それに、素材の買い足しなどの更さらなる10万Ｇの出費は、マミたちが出したので、俺の出費は、生産キットの60万Ｇだけ。手間賃は、まぁオマケと言うことで、結局、最初に決めた10万Ｇで決着した。

「よし、準備できたから店舗の方に運ぶか」

「ちゃんと命令も聞く様に練習もしたし、ビックリする顔が見られるでしょうね」

　俺も、普段、余よ裕ゆうのあるタクが一いつ瞬しゆんでも呆ほうけた顔をするのが見られるのを想像したら、少し楽しくなる。まぁ、やり過ぎて臍へそを曲げられるのも困るので、そのままスライムやジェルなどの合成ＭＯＢをお披ひ露ろ目めする手て筈はずになっている。

　俺は、専用に用意した桐きり箱ばこに詰めたジェルやダミー料理などをカウンターに運び、いよいよ準備が整った。

「それじゃあ、私たちが呼んでくるね」

「ああ、頼む。それと、飲み物用意しとかないとな」

　二種類の容器には、痺しびれ薬を合成して作ったパラライズスライムと本物のレモンスカッシュをそれぞれ詰めて、準備万ばん端たんだ。と思ったが大事な物を忘れていたために、一度工こう房ぼう部へと戻る。

　食べるのに必要なスプーンやフォーク、お箸はしを用意していなかった。偽にせ料理なので、すっかり失念していたが、食器が無いと食べられない。

　そして、工房部から必要な食器を取り出して戻って来た時──

「おお、ユンちゃん、先に摘つまんでるよ」

　……なにを？

　俺は、ガンツが指先に摘まんでいる物を凝ぎよう視しする。

　食器など気にせず摘ままれる水まんじゅうの振ふりをしたジェルの一いつ匹ぴきがガンツの口の中につるん、飲み込まれる。

　合成ＭＯＢは、使い捨すてでＡＩが非常に機械的だ。だから命令を忠実にこなせるが、逆に命令以外の行動や自律行動がとれない。そのために逃にげる。という行動が出来ずに──

「く、喰くった!?」

「おおっ、あんまり味しないな。ユンちゃん主導で女の子三人作製のお菓か子しって聞いたけど、見た目だけで味はイマイチだな。特にこの味の悪いのは、ミニッツの作と見た！」

　ビシッ、とキメ顔というか、言ってやったぜ、といった感じのガンツだが、言えない。タク、ガンツ、ケイの三人が食べる寸前に合成ＭＯＢを一いつ斉せいに動かして驚おどろかすはずだったのを。なのにそれをガンツ本人が気付かずに食べちゃった事を。

「うーん。こっちのお汁粉な。さっき舐なめたら、毒くらったからやっぱり、こっちがミニッツか？　料理失敗したら状態異常バツドステータスが発生する。って言うし……」

「な、なぁ、ガンツ？　タ、タクとケイは？　ミニッツとマミが呼びに行ったんじゃ？」

　震ふるえ声の俺は、ようやく何な故ぜガンツ一人がこの場に居るのかを尋たずねた。

「いや、ケイが露ろ店てんで欲しいアイテムを見つけたから、値切り交こう渉しようしてるんだけど、俺は、長い買い物面めん倒どうだから先に来た。あっ、すぐに来るんじゃない？」

　その直後、ミニッツからフレンド通信が入る。

『ごめん。ガンツがそっちに一人で行っちゃった。少しの間引き留めて』

「あはははっ、ごめん。料理から目を離はなした隙すきに食べてた」

　今も、レモンスカッシュのダミーとして置かれたパラライズスライムをぐびぐび飲み干している。一応、粘ねん性せいを持ってるのに、気がつかないのか。こいつ。

「ぷっはぁ！　炭酸のシュワシュワ感が喉のど越ごしと胃に痺れるように染み渡わたる！」

　いや、ほんとに痺れてるんだって！　この人本気で気付いてないの!?　逆に、俺をドッキリさせようとしてないか!?

　どうするべきか、ドキドキしている間に、ミニッツとマミがタクとケイを引き連れて戻って来た。俺はもう、なるようになれ。と思った。

「──【撥はねろ！】」

　俺の言葉一つで、皿や鍋に入ったスライムが一斉に飛び上がる。本当は、タクとケイも巻き込みたかったが、これ以上ガンツに偽料理のスライムを食べられるなら、ガンツ一人に仕掛けてしまえと実行した。

　実際、撥ねたジェルがガンツの額に小さな丸い跡あとを残し、大量の色取り取りの粘ねん液えきがガンツを取り囲む様に降って来る。あまりの光景に被ひ害がいを受けているガンツのみならず、入り口からその様子を見ているタクやケイも小さく口を開けている。

　実行して、万が一、ガンツが飲み込んだスライムが這はい出してきたら窒ちつ息そく死しするんじゃないか。と思ったが、胃の中で消しよう滅めつしてしまったようだ。

　その後、爆ばく笑しようするミニッツとケイの陰かげに隠かくれるようして様子を窺うかがうマミ。

　ネタバレをした後、自分が被害に遭あわなくてすんだとホッと胸をなで下ろすタクとケイが居た。

「あっぶねぇな。まさか、ユンの方からドッキリ仕し掛かけるなんてな」

「いや、ミニッツの提案なんだよ。まぁ、この前の意い趣しゆ返がえしは、多分に含ふくんでるけどな」

　タクにそう返し、改めて一部のスライムとジェルを召しよう喚かんし直した。

「ほんと、偽にせ物ものと気がつかずに、食べるなんて。ガンツは、馬ば鹿かよね」

「なんだと、ミニッツ。あんなに綺麗に盛り付けられたら気がつかないだろ」

「いや、俺は、逆に気がついた上で食べてるんじゃないかと疑ったぞ」

　主おもに、肉体派のリアクション芸人的な意味で。

「やらんってそんなこと！」

　今回の一番の被ひ害がい者しやであるガンツだが、ある意味美味しい立場に、本人は口で言うほど気にしていない様子。本来は、もう少し軽めのドッキリのはずが、本人自らドッキリの深みに入り込んでいったのだが、余り気にしていないのは少しホッとした。

「それにしてもよく作ったな、ユン」

「まぁな。使い捨てだから最初はペット用に作ったんだけど、色々と合成している内に楽しくなってな」

　タクの言葉に、年とし甲が斐いもなくはしゃいだと思い少し恥はずかしくなる。

　俺たちの話に飽あきたマミは、自分のペットのジェルを膝ひざにのせて、ぷよぷよの感かん触しよくを楽しんでいる。今まで、三角帽子の中に隠していたために、呼び出した時、帽子の隙すき間まからずるりと出て来たのには、俺のみならず、ケイやミニッツまで驚いた。最後に、全部マミにドッキリを持ってかれた気分だ。隠れていたジェルが少し体を出した時、マミが腹話術で「やぁ」とか言うと、更にケイが膝を突き、轟ごう沈ちんした。ケイは肩かたを震ふるわせて、顔を片手で覆おおい何かに耐たえていた。

「なぁなぁ、俺も触っていいか？　スライム触りたい」

「スライムじゃなくて、ジェル。スライムとは別種」

「細かいことは良いだろ。子供の頃ころに作ったスライムを思い出すな」

　ガンツはスライムをその身に浴びたのに何事も無かったかの様に指先で突つついていく。連打、連打とぷにぷにしていく、その行動を微笑ほほえましいと思ったが、次の瞬しゆん間かん、見覚えのある現象が起こる。

　マミの膝にいるジェルのＨＰが僅わずかに減った。そして、それに気がつかずに指先で突き続けるガンツ。

「──っ!?　ガンツ！　それ以上触さわるな！」

「なに？　ユンちゃん、嫉しつ妬と？」

「あっ──」

　小さな呟つぶやきは、マミの声だった。突かれたジェルが粘性を失い、溶とけ、そのまま粒りゆう子しとなり消えて行った。

「っ、馬鹿。お前、格かく闘とう家かだろ」

　ガンツのセンス構成は、無む手てを主しゆ軸じくとした近接格闘スタイル。その特性上、素手での攻こう撃げき全てにダメージ判定が発生する。そして、突くという行こう為い自体が攻撃行動であり、いくら手加減していても連続で触ふれれば、連鎖チエーンが溜たまっていき、ダメージでマミのジェルのＨＰが消えたのだ。

「ユンちゃん、ちょっとガンツをお仕置きしたいから手伝ってくれる？」

「分かってるよ。全く、なんて事しやがるかな」

　呆ぼう然ぜんとしているマミの姿が痛ましくて、顔を顰しかめる。タクとケイもガンツが悪いとそっと非難する。

「ええっ!?　わ、悪かった！　ごめん」

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

「ちょっと、その壊こわれた頭叩たたいて直してあげるわ！」

　俺は、ミニッツに対して、攻撃と速度のエンチャントを与あたえ、ステータスを強化する。魔法職のミニッツだが、その武器のメイスでガンツの側頭部を全力で振りぬく。

　店の入り口から外に出るようにコントロールしたスイングで、表通りへと飛んでいく。ガンツなら簡単に避よけられたが避けたら余計事態が拗こじれる事を理解したのか、攻撃を受けた瞬間、一瞬後ろに飛んで、受け身を取ることでダメージを減らした。

「ちっ！　仕留めそこなった」

「ご、ごめんって！　頼むから許してくれっ──」

　起き上がったガンツが頭を下げて謝るが、その頭でパリンと割れる音がして、ガンツの動きが止まる。

「ユンちゃん、ナイスアシスト」

「俺も怒おこってるからな。自分の作った物を壊されたんだから」

　ペットとして渡したが、消しよう耗もう品ひんと同じだ。だが、その作成過程の苦労と、意味も無く一瞬で破は壊かいされたことに俺も小さな怒いかりが湧わいている。今回は、【麻ま痺ひ４】の痺れ薬を投げた。動けないガンツはミニッツが処理してくれると思ったが、茫ぼう然ぜんとしていたマミが動き、俺とミニッツを止める。

「ま、待って」

「マミ。止めるの？　この馬鹿への制裁を」

「ううん。私の手で決める」

　清すが々すがしいほどはっきりとした言葉。うん、これは支援サポートしてやらないと。

「ちょ、ま……」

「《付加エンチヤント》──インテリジェンス。それに、これも飲めばもっとＩＮＴが上がる」

　俺は、魔法攻撃力のエンチャントの他に、ＩＮＴを上じよう昇しようさせる強化丸薬ブースト・タブレツトをマミに手て渡わたす。それを飲み込み、静かに目を瞑つぶるマミ。

「あー、最大火力を放つ気ね」

「最大火力？」

「マミは、典型的な魔法使いだからね。まぁ、何い時つもは威い力りよくをセーブするの。本人の性格と相まって目立たないけど……」

　瞼まぶたを静かに開けるマミは、ガンツを正面に見み据すえ、杖つえを構える。その様子に顔を青くして、防ぼう御ぎよ姿勢をとるガンツ。

「──《エアロカノン》」

　漢字で表すなら、空気砲ほうというのが正しいだろうか。風属性の中位の魔法だが、威力は比ひ較かく的てき高めだ。だが、通常よりも長い溜めによって倍以上の威力をもって、不可視の砲ほう弾だんがガンツを吹ふき飛ばす。

「センス【瞑めい想そう】でＭＰの回復速度と次発魔法の威力向上。さらに、ユンちゃんのエンチャントとステータス強化アイテム。凄すごい威力ね」

　比較対象が無いから分からないが、着ちやく弾だん点からの余波の風が俺の長い黒くろ髪かみを乱す。

　マミは、結果を見る事無く、魔法に背を向け、俺の胸に頭を押し付けてくる。

「もう、良いのか？」

「また、作ってください。もっと気にいる奴やつ」

「わかった」

　女の子に接近されてちょっと緊きん張ちようしたが、妹みたいなものだと思えばなんてことは無い。帽ぼう子しをどかし、頭を撫なでれば、少し擽くすぐったそうにする。

　その後は、ケイやミニッツに慰なぐさめられたり、甘いお菓か子しを食べて機き嫌げんを直したと言っておこう。

　肩かたを落とすガンツは、ミニッツに盛大に笑いのネタを提供した事で、背中をバシバシ叩かれていた。

「ホント、お馬鹿。でも、それが最高におもしろおかしかった！　ああ、ユンちゃん、ありがとー。久しぶりに楽しかった。これ、ほんのお礼ね」

　金きん髪ぱつ美人のミニッツの爆笑に、一体何が楽しかったのか、分からないが、一応、ドッキリ報ほう酬しゆうとしてお金を貰もらった。

　まぁ、ガンツが食べて消滅した合成ＭＯＢの補ほ塡てんの代金と考えればいいか。それに、俺には、お金が必要なのは事実だ。

「ユンさん、ちゃんと作ってくださいね。ああ、勿もち論ろん、ガンツがペット代を払はらうので」

「やっぱり、払わされるのか。トホホ……。なぁ、ユンちゃん、俺にもなんかペットくれない？」

「……なんだ？　また、打だ撃げきで使い潰つぶす気か」

　俺の冷たい視線を受けて、違ちがう！　と抗こう議ぎの声を上げるガンツ。

「マミのスライムのことで懲こりたから自分で手加減できるペットが欲しいんだよ！　ちゃんとお代は払うから」

「はぁ、まぁ、その理由なら仕方がないな。マミ用のジェルの要望は後ってことでいいとして。ガンツのペットの要望は？」

「そうだな。まず、死なない事！　次に、ダメージを受けても割と平気な奴」

　とはいっても、今、俺の店にあるのは、スライムとその親しん戚せきっぽいジェルだけだ。

「なら、これだな。【ヒュージスライムの核かく石せきＬｖ３】だ。物理攻撃へのダメージ軽減と高めのＨＰが特とく徴ちようだが、それ以外の特徴はないぞ」

「よし！　買った！」

　というわけで、適当に決めたお代10万Ｇでそれをガンツに渡わたした。

「来い！　──《召喚》！」

　ガンツが呼び出したヒュージスライムは、大人を軽く超こえる体積を持つ薄うす緑みどり色のスライムだ。それに対して、ガンツは、おいで。と両手を広げ、慈じ愛あいのこもった目でスライムを呼ぶ。

　新しく家に来た子犬に対する対応のつもりかもしれないが、まだＡＩも機械的で、更さらに触れるのも難しい巨きよ大だいなスライムＭＯＢに迫せまられるガンツ。その結果──

「あっぷ、ちょ！　待て！」

「あははははっ！　お腹なか痛い！　自分からスライムの中に！」

　腹を抱かかえて、ひいひいと肩を小刻みに震ふるわすミニッツ。楽しそうだな。

　俺の予感は的中し、微び妙みような表情でそれを眺ながめる。ガンツは、巨大スライムに来るように呼んだ。その結果、普ふ通つうのＭＯＢならある程度で歩みを止めるスライムが、ガンツを吞み込みつつ前進を続ける。

「こなくそぉ！　絶対に扱あつかいをマスターしてやる！」

「よかった。私、小さいジェルを選んで」

　ガンツが自身のペットに吞み込まれ、脱だつ出しゆつしようと四苦八苦している姿に、それぞれ違う反応を見せる。

　タクは、アホだな。と苦笑いを浮うかべ、ミニッツは爆ばく笑しようし、マミは自分のペットは手て頃ごろなサイズにしてほしい旨むねを強く俺に念を押す。

「ギブギブ！　助けて！」

「……なぁ、なんで《送そう還かん》しないんだ。もしくは、ガンツがログアウトするとか」

「あっ……」

　最後は、冷静なケイの一言で事態は収束する。

　ガンツもしばらくして復活し、気持ちもすぱっと切り替かえられたようだ。ヒュージスライムの扱いを絶対に覚えてやる。とあんな醜しゆう態たいを晒さらしながらもやる気を出しているので、俺も生温かい目で見守ることにする。

　その後は、タクたちは揃そろってパーティーでクエストを受けるそうで、俺はみんなを【アトリエール】の入り口から見送る。

　それから、マミに頼たのまれた合成ＭＯＢの作成に取り掛かかるのだった。







　　　五章　転売と生産ギルド構想







　この前の合成ＭＯＢ作成では、色々なパターンのスライムとジェルを大量に作成、素材を一気に消費したために一つの問題が発生した。

「はぁ、こうして足りない素材を俺自身が取りに来ることになるとは」

　目の前のブルースライムを靴くつで踏ふみつけて、スライムの核かくを包丁で一ひと突つき。これで大たい抵ていのスライムは、溶とけて素材のブルーゼリーを落とす。

　スライムを合成するために一番使ったブルーゼリーの在庫が底を突つき、これからもブルーポーションを販はん売ばいする関係上、どうしても素材の確保が必要だった。

　昔よりもレベルや装備が充じゆう実じつし、攻こう撃げき力も上昇した。それでも点攻撃の弓矢は、スライム狩がりには向かないので、【料理】センスを装備して、包丁一本で狩り続けている。

　淡たん々たんと狩り続けていると、段々と狩りにも感動が無くなり、単純作業へと移行する。元々、低レベルのＭＯＢの湧わく限界数や速度が普通より早いためにソロでのスライム狩りを続けても、全ぜん滅めつする前に、新たなＭＯＢが湧くエンドレス状態。

「……はぁ、スライムのレアドロップが３個目か」

　たった今倒たおしたブルースライムだが、通常のドロップであるブルーゼリーの他にレアドロップがある。それが【スライム核かく】というスライム種のＭＯＢ共通のドロップだ。

　強化素材の一種だが、武器には何の効果も与あたえない代わりに、防具とアクセサリーには【打撃ダメージ軽減（極小）】という非常に細やかな効果を齎もたらしてくれる。ただし──

「ブルースライムの討とう伐ばつ数３７８匹ぴき中、４個目か」

　確率は、約１％前後。まぁ、大量に倒される雑ざ魚こＭＯＢのレアドロップであるために、露ろ店てんなどで探せば、相場１万Ｇ前後で買うことができる。追加効果を使ったアクセサリーの場合、10万Ｇ前後にはなり、初心者の繫つなぎの装備として定番の一品だ。

「はぁ、まぁ、アクセサリーの他にも使い道はあるんだよな」

　アクセサリーへの追加効果の他にも、先日作った合成ＭＯＢのスライム種とジェル種のＡＩ向上のために必要な合成素材でもある。

　スライム種とジェル種の合成ＭＯＢに一つ【スライム核】を合成することで、レベルなどでは測れないＡＩを向上させることが可能だ。簡単に言ってしまえば、格かく闘とうゲームのＡＩだろう。同じキャラ同士のミラーマッチでは、ＡＩが優ゆう秀しゆうな方が勝率が高い。それは、合成ＭＯＢでもおなじことだ。

　まぁ、何度も言うが、スライムの範囲では強くなる。

　そんな感じで割と時間を掛けて手に入れた強化素材は、使い道が多い、反面、効果が少ない。

「ふぅ、今日はこれくらいにして少し休むかな」

　町の近くの狩かり場ばであるためにそれ程急がないで町の入り口へと戻もどる。途と中ちゆう、北東の方面の森との境界に出来た階段へと向かうプレイヤーたちを見て、それが町の近くのクロードのダンジョンだと分かった。位置は大体把は握あくしていたが、初めて見た。

　町へと戻り、休きゆう憩けい場所にクロードのお店【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】を選せん択たくし、足を向ける。

　最近の【料理】センスのアップデートによる改善と【料理】センスの生産職の確保により、喫茶店としての営業を始めたと自じ慢まんげに言っていた。洋服店としての機能を受け持つクロードと喫茶店運営する別プレイヤーとの共同運営に近い形式だ。店の所有権は、クロードにあるために立場的にオーナーだろうか。オープンテラス風のそんな喫茶店へと足を向ける。

「いらっしゃいませ。何名様でしょうか？」

「ああ、一人です」

「では、カウンターの席へご案内します」

　一人のためにカウンター席へと案内される。この店に来て初めて喫茶店としての接客を受けた。ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターかな？　と一いつ瞬しゆん思う程に丁てい寧ねいな接客をする女性プレイヤーがカウンター席に案内してくれる。

　自然と視線をそちらの方に向ける。カウンター席には、店の雰ふん囲い気きに合わせたシックなデザインの装備のウェイターに何やら注文するクロードとリーリーが居た。

　俺の視線に気がついたのか、片手を大きく振ふって俺にアピールするリーリーを見て、急だが相席を頼んだ。

「分かりました。それでは、こちらのカウンターにどうぞ」

　リーリーを挟はさむ様に右にクロード。左に俺が座り、二人に挨あい拶さつをする。

「ユンっち、珍めずらしいね。クロっちのお店に来るなんて」

「喫茶店がどんな感じなのか見たくなってな。それに【サーチ・オーブ】の件とギルドの資金提供の話もある」

　合成ＭＯＢの依い頼らいで、出費も多いが、さすが実力派パーティーの一員だろう。適正価格で合成ＭＯＢに50万Ｇという値段を付けた。

　その内訳は、ミニッツのドッキリ成功料が15万Ｇ、マミのペット代25万Ｇ。ガンツのペット代10万Ｇといった感じだ。

　貰もらえる物は貰い、有効利用しよう。

「と、いうことで、一応50万Ｇは用意したけど、【サーチ・オーブ】の方はどんな値段がついたんだ」

「くくくっ、聞いて驚おどろけ！　なんと、20万Ｇだ」

「へぇ、結構な高値で売れたな」

　前もって【サーチ・オーブ】を預けて、値段を調べてもらっていた。

　タクも手て離ばなしていないクエスト報ほう酬しゆうだ。現存数から言えば、希少価値だと思うが、如何いかんせん、効果が微妙だった。それでも20万Ｇとは。良くて10万を予想していた。

「何組かのパーティーに見せて、競わせた。まぁ、反応の良いパーティーと悪いパーティーはあるがな。あとは次が入荷したら優先して回してほしいとも言われた」

「あれは、無理だぞ。って、そうか。金になるのか」

　それなら、毎晩クエストを……って、やっぱり無理！　お化けの蔓延はびこる地下図書館に行く気が起きない。

「ユンっち？　生産アイテムじゃないの？　素材が希少なの？」

「黙もく秘ひ権けんを行使します」

「まぁ、情報アドバンテージもあるから無理には聞くまい」

　クロードがそう言って話を終えたことにほんの少しホッとしている。だが、それを見て、すこし悪戯いたずら心を擽くすぐられたのか、人差し指を立てて語り始める。

「だが、情報ならこちらも持っている。そうだな。最近のユンの行先は──図書館。ふっ、当たりの様だな」

　俺の最近の動向を何な故ぜ知っているのか知りたいが、それ以上にピンポイントで場所を当てたことに驚く。

「なに、黙秘権を行使すると言う時点で生産アイテムではないことは予想できる。また、値段を決める際、指標がなかった。だから、ＮＰＣからの購こう入にゆうというタイプのものでもないだろうなと思った。購入したなら、それが最低限の指標になる。そうなると、素材採取の必要なフィールドよりも戦闘力の無い生産職でも受けられる町中のクエスト。そして、最近のユンの行動範囲から考えれば、おのずと見えてくる」

「クロっち、探たん偵ていみたい」

「マジでか。なんで分かるんだよ。そこまで」

　こうも、見事に当ててくると推理というよりも実際に監かん視しされているのではないかと疑いたくなる。まぁ、そんな訳は無いだろうが。

「まぁ、場所が分かってもクエストを見つけられないだろうけどな。俺たちが探さなくてもそのうち情報が出回るだろう」

　かなりドライにこの事を見定めているようですっぱりと諦あきらめるクロード。

　最終的に生産ギルド設立への資金提供は、個人で50万Ｇと【サーチ・オーブ】の20万Ｇの合計となった。

「ふぅ、結果、70万Ｇか。割と大口の資金提供で助かる。そして、助けるついでにコスプレ喫茶を充実──『させないから、全く』──」

　俺がクロードの声を遮さえぎるように拒きよ否ひすると、一瞬渋しぶい表情を作る。

「何故だ！　今ならミニスカポリスの衣装も用意できるぞ！　リーリーとセットで！」

「何でリーリーと組むの前提だよ。しかもチョイスが婦警さんかよ。リーリーも俺も男だぞ」

「何故組むかは、ミニスカポリスは女性の二人組が定番だからだな。上は白のシャツに紺こん色いろのネクタイ、腕わん章しようつけて、紺こん色いろの膝ひざ上うえミニスカで屈かがんだ時に見えるか見えないかのギリギリの絶対領域の美学！　そして犯人逮たい捕ほして、手錠ワツパで御ご用ようとか……ロマンだ！」

　一息間を開けて、息を吐つき、かなりの自信に満ちた表情で言ってくる。

　それを見てウェイトレスの女性プレイヤーが、あんまり、お客さんに迷めい惑わくかけないでくださいね。とクロードの手を後ろに取り、関節技を極きめてくる。

「うぉぉっ!?　待て、地味にキツイぞ！」

「ほら、警察に逮捕されたいんですよね！　なら、犯人確保ですよ、犯人確保」

　ギブギブと大の大人がカウンター席をタップして降参を示し、なんとか解放されるクロード。

　ウェイトレスの方は、何事も無い様に服装を正し、俺たちの注文を待っている。いわゆるプロフェッショナルっぽい感じの接客をする彼女に、俺は一種の尊敬を抱いだいた。

　クロードの扱あつかいについては置いておくとして、喫茶店の落ち着いた雰囲気とＶＲだから気軽に出来る接客というシチュエーション。【アトリエール】とは違ちがう店のあり方に俺もちょっと憧あこがれたりする。

「リーリーは何を選んだんだ？」

「僕は、ショートケーキと紅茶のセット」

「じゃあ、このガトーショコラとカフェオレのセットを一つ。これなら食べ比べ出来るな」

「ありがとう。ユンっち」

「ショートケーキセットとガトーショコラセットですね。かしこまりました」

　頭を軽く下げて一歩下がるウェイトレス。そして、カウンターの内側でテキパキと準備を進めると、紅茶とコーヒーの香かおりがこちらまで届く。

　ケーキは、アイテムボックス。いや、ショーケース型のアイテムボックスに入れられ、事前に用意されていたために準備は早い。

「お待たせしました。ショートケーキセットとガトーショコラセットです」

「ありがとうございます。いただきます」

　ウェイトレスの女性にお礼を言って、フォークでガトーショコラを一口サイズに切り分けて口に入れる。やや甘さ控ひかえめのチョコレートとしっとりとした食感を楽しみ、ミルクで苦にがさを和やわらげられたカフェオレで口に残った甘味をリセットする。

「ユンっち、ユンっち。交こう換かんしよ」

「ああ、先に俺のケーキ食べていいぞ」

「ありがとう。それじゃあ、貰うね」

　リーリーが俺のケーキを自身のフォークで切り分けて、美お味いしそうに頰ほお張ばる。

　他人の幸せそうな顔を見ると、こっちまで和なごむ。

「じゃあ、次はユンっちの番だよ。あーん」

　リーリーが自分のフォークで切り分けたショートケーキを目の前に差し出して来るのでそれを反射的に口に含ふくむ。イチゴの酸味と生クリームの甘さ、スポンジ生地の柔やわらかさを楽しみながら、口を動かす。口元に手を当てて、ケーキを飲み込み、目を瞑つぶって余よ韻いんを楽しんでいる。

「……クロさん。なんですか、この子。色々とヤバいですよ。見ているこっちがドキドキするくらい艶つやっぽいです」

「そうだろう。俺が目を付けたモデルの一人だ」

「先ほどの言動を何い時つもの病気だと思って切り捨てましたが、今なら共感出来そうです」

　おい、そこの喫茶店オーナーと従業員。なにを言っている。そして、カウンター内のウェイターは苦笑いを浮うかべてないで注意してくれ。

「ユンは、素敵に無敵なモデルになれる。だから、俺の作った装備を着てくれ」

「下へ手たな魔ま法ほう少女みたいな謳うたい文もん句くを言ってんな。それに俺はモデルじゃねぇよ。お前がそんなんで客が来るのか？」

　俺は、溜ため息いきを吐つきながらクロードを見るが、本人は特に気にしたような素そ振ぶりを見せない。

「折角、喫茶店としての機能が稼か働どうし始めたのに人が来なくてな。正直、暇でコーヒーばかり飲んでいて、コーヒーだけで腹が膨ふくれそうだ」
















「雰囲気が良いけど、そんなに人とか来ていないのか？」

　俺は、人の気配の少ない店てん舗ぽを見回す。俺も少し前まで【アトリエール】が寂さびしかったから心配になるが、クロードは何でもない風に現状を伝えてくる。

「そうだな。【料理】センスが満腹度システムの導入で注目されたが、逆に言うとただそれだけだからな。安定してステータス強化の料理を提供できるようになればいいんだがな」

「勿もつ体たいないな。なんていうか、このモダンな感じが良いのに」

「逆に雰囲気を楽しむ趣しゆ味み人は来るが……そんなに店を心配してくれるんだ。それならユンがメイド服でも着て客寄せするか」

「しねぇよ」

　普ふ段だん通りの会話をする俺たちは、飲み物を一杯飲みきるまでの時間をたっぷり楽しむ。ふと、横に目を向けると僅わずかにクロードの顔に陰かげりが見えた気がした。

「……なぁ、クロード。生産ギルドの準備の方はどうだ？　何か心配事でもあるのか？」

　先ほどまで冗じよう談だんが人の皮を被かぶったような言動をしていたが、やはりどこか影かげがある。

「……はぁ、そうだな。ユンには、話しても大だい丈じよう夫ぶだろう」

　リーリーからのアイコンタクトを受けたクロードは、少し居い心地ごこちが悪そうに視線を逸そらし、理由を話し始めた。

「一応、ギルドの設立の目標金額は達成できた。土地の確保もＮＰＣの雇こ用ようも順調だ。だが、唯ゆい一いつ、一番大切な物が準備できていないんだ」

「準備できない大切な物？」

　そんな大切な物って、何だ？

「それは、【ギルド証】なんだ。ギルドをゲームのシステム上に構築するための特とく殊しゆアイテム。それが無ければ、いくら他を準備してもギルドとしてスタートできない」

「ああ、なんかギルドクエストで手に入る奴やつ？」

　以前、触さわり程度で聞いた気がするが、とおぼろげな記き憶おくを引っ張り出す。

　無いならクエストをクリアすれば良い。と口にしようとするが、リーリーの言葉に遮られてしまう。

「ユンっち、僕らは生産職だよ。あんまり、戦せん闘とうは得意じゃないんだ。だから、クロっちとマギっちは【ギルド証】を購入しようとしたんだけど……」

「転売プレイヤーを始め、転売ギルドに先を越こされた。最初は、相場１００万Ｇだったものが、どんどんと買い占しめられ、今では４００万Ｇだ。しかも、全プレイヤーのレベルも上がり、パーティーや仲間同士のコミュニティーも形成されつつある中で、ギルドの需じゆ要ようも増えている」

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめるクロードをリーリーが心配そうに見つめる。

「俺が、一番最初に買っていれば。いや、値上がりに気がついた時点で、適当なプレイヤーに【ギルド証】の入手を直接依い頼らいするなり、その時点で購入すれば良かった。今の相場だと直接プレイヤーに依頼すると依頼料が高すぎる。また、市場での購入も難しい。だが、値下がりを待つほど悠ゆう長ちような事はしていられない」

　心配そうにクロードを見つめる俺とリーリーだが、クロードは、まだ諦めていない様子だ。

「だからユン、リーリー。手伝ってくれるか」

「うん。クロっちと一いつ緒しよに頑がん張ばるよ！」

「俺に手伝えることがあるなら、何でも言ってくれ」

　クロードに言った事は、噓うそではないし、本心からだ。俺も生産ギルドが生まれるのを楽しみにしている一人だ。

「俺たちの購入資金は、３００万Ｇ。相場４００万Ｇの【ギルド証】を３００万Ｇで買うために……露ろ店てんを巡めぐって少しでも安く売っているところを見つけ出す」

　強く断言するクロード。

「その巡るって俺とリーリー？」

「そうだ。俺を含めて、ユンとリーリー。そこのウェイターをオーナー権限で駆かり出す」

　名前くらい呼んでくださいよ。とカウンターの向こう側から声を上げるウェイターのプレイヤーをクロードは華か麗れいに無視する。

「人海戦術で少しでも安い【ギルド証】を探す。俺たちが用意できる予算は、ユンの資金提供を含めて３００万Ｇ。安く手に入れたい」

「もっと早い段階で、相場よりも高く買い取りできなかったのか？」

　そんなメンドクサイことしなくても、トップ生産職は金があるだろ。と思うが次の言葉に、天を仰あおぐ。

「そんな情報を出してみろ。転売プレイヤーが更さらに高い値段を付けて【ギルド証】が暴ぼう騰とうするぞ。一度、どこからか俺たちが買いたがってるという情報が漏もれて、転売ギルドが値段の釣つり上げを始めたんだぞ。まだギルドではない俺たちでは、資金力の差で負ける。その結果が今の【ギルド証】の相場だ」

「それでも転売ギルドは、【ギルド証】を延々と集め続けるなんて……」

　不可能だろ。と口にしようとしたが、クロードに真正面から見つめ返されて、口を噤つぐむ。

「転売ギルドの目的は、【ギルド証】の無限回収じゃなくて、俺たちの生産ギルド設立を遅ち延えんさせるための妨ぼう害がい工作だ。そもそも転売ギルドは、アイテムを安く買って、高く売る事で利益を上げる。そんな中で、適正価格で大量販はん売ばいを旨むねとする生産ギルドが現れたらどうなる」

「そりゃ、売れなくなるよな。ああ、だから、妨害工作か」

「そうだ。奴らは、生産ギルドの設立が確定しているのを前提としての相場の釣り上げをしている。最初は【ギルド証】で利益を出していただろうが、今はギリギリのラインか赤字だろうな。だが、生産ギルドの設立が遅おくれる分、他のアイテムで利益を補ほ塡てんできれば、全体としては黒字になる」

「はぁ、ややこしいな」

「そして、利益が出せないと判断したところで俺たちの所に在庫処分の一いつ環かんで安く【ギルド証】を売りつけて、恩を売る。とかもあるかもな」

　そう言って、あり得る未来の一つに対して、クロードは、くくくっ、と押し殺した笑いを響ひびかせる。

　そのやや不気味な笑いに俺もリーリーもジト目で見れば、さっと視線を逸らされる。咄とつ嗟さといった感じでクロードが話題を変えてくる。

「ま、まぁ、その、なんだ。たった数人対ギルドの経済戦争や情報戦争には負けたが、【ギルド証】一つ手に入れれば、全て問題は解決するんだ」

　一応、転売ギルドとの情報戦に負けた事は気にしているのだろう。だが、ゲームでの情報戦とはかなり高度な世界なような気がする。

　そんな感想を胸に抱いている間もクロードの意気込みは止まらず、拳を力強く握り、意志を漲みなぎらせ、僅かな間を開けて宣言する。

「故ゆえに、俺たちは露店で予算内の安い【ギルド証】を買う！」

　カッコいいポーズで結構、切ない事を言うクロードに、内心ほろりと涙なみだが落ちそうだ。
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「金は俺が持っている。だから、安い【ギルド証】を見つけたらフレンド通信で知らせてくれ」

　クロードにそう言われ、ウェイターの人とクロードが散って露店を巡る。

　俺もリーリーとペアで早さつ速そく露店を巡るが。

「おっ、なに？　このアクセサリー」

「ああ、それは、ボスのレアドロップなんだ。虫系ＭＯＢに対するダメージ増加系のアクセサリーだ。お嬢じようさんみたいな女の子には人気だな」

「こっちは、なに？」

「そっちは、実用性無いんだ。一いつ般ぱん的なクエストで手に入る無印アクセサリーだ。初心者向けだけど、君には不十分だと思うよ」

　本来の目的である【ギルド証】探しよりも色々なアイテムに目移りして中々効率よく探せていない。

「うーん。虫系は苦手なんだよな。値段は──１００万Ｇか。値下げできない？」

「残念だけど、こっちも欲しい物があるから値下げできないな」

「って言っても、僕たち元々手持ち無いんだけどね」

　手をぶらぶら振ふってお金が無いことをアピールするリーリーと、冷やかしかぁ、と苦笑いを浮かべる露店のプレイヤーに別れを告げて、別の露店を覗のぞく。

「なぁ、リーリー。見つかりそうか？」

「駄だ目めだね。ユンっちは？」

「俺も見つからない」

　屋台以外の露店を巡るのは久しぶりで、大分商品の層が様変わりしているのが分かる。生産用の素材アイテムを専門的に扱あつかう仮面のプレイヤー。

　レア素材・レアドロップ・レア装備などを高額で扱う大たい剣けんを背負うプレイヤー。

　自じ慢まんの武器、防具・アクセサリーのほか、ポーションや料理とともに、工芸品を始めとするジョークアイテムなどを扱うスキンヘッドにタオルを巻いた生産職プレイヤー。

　多種多様なアイテムを扱い、プレイヤーとの丁ちよう々ちよう発はつ止しのやり取りを楽しむ小太りで髭ひげ面づらの商人プレイヤー。

　活気や呼び込みのないＮＰＣに任せられた無人販売店のような露店。

　それらをゆっくりと、時には必要な物を買いながら、巡り、買った店より安い店を見つけて、少し後こう悔かいしたり、その逆を見つけて喜んだりの一いつ喜き一いち憂ゆうを楽しんでいる。

　その中で、見知ったプレイヤーが一人露店を出していた。

「あれ？　ユンくんにリーリー。二人揃そろって露店に来るって珍めずらしいね」

「マギっち、何やってるの？」

　初めて出会った時の様に、露店で武器を広げて、お客さんに対応しているマギさんを見つけた。その武器は、初心者向けの扱いやすい物やオーソドックスな長ちよう剣けんや槍やりなどで、ありきたりな素材と普ふ通つうの値段。だが、その素材で作る中で最高品質の装備が並ぶ。

「情報収集だよ。クロードに頼たのまれて、露店側で安い【ギルド証】を探してくれ。って」

「へぇ、そうなんですか。それで見つかりましたか？」

「そうだね。うちに来た人の話だと、また相場が値上がりしたみたい。私は、情報だけ集めているけど、中々安値で売る人が見つからないからね。気長に探すよ。それと、向こうにも露店があるって話だから、一度見に行ったら？」

「マギさん、情報ありがとうございます！」

　マギさんのアドバイスにリーリーが俺の手を引き、そちらの方へと小走りに走っていく。

「頑張ってねー。生産ギルド設立のために！」

　手を振るマギさんに見送られ、マギさんの指差した方向の露店を巡りながら、遂ついに【ギルド証】を見つけた。

「……見つけたよ、ユンっち」

　胡坐あぐらを搔かいてつまらなそうな顔で目の前の人の流れを見ている男が売っていた。

　俺が前に出て声を掛かける。

「こんにちは。少し見ていっても？」

「ああ、どうぞ」

　確かに、【ギルド証】だ。ただ、値段が３９８万Ｇって微び妙みように相場より安いだけ。

「うーん。この値段の【ギルド証】は、無理かな？　けど駄だ目め元もとで……すみません。【ギルド証】の値段ってこれ以上下げることは──『出来るわけねぇだろ』──ですよね」
















　鋭するどい目で睨にらまれた。ストレート過ぎて怒おこらせたのだろうか。折角見つけたのだが、この値段は無理だ。そのうえ、値切りできるような雰ふん囲い気きでもない。俺とリーリーは、この露店を大人しく離はなれて別の露店を探すが、先ほどの露店以外は見つからないまま一周して、ふたたび戻もどって来た時には、既すでに誰かに買われていた。

「マジか。あの値段でも買うやついるのか。いや、相場よりちょっとはお得だしな」

「駄目だよ。流石さすがにあれだけ予算オーバーした値段だと買えないよ」

　俺の呟つぶやきにリーリーが注意してくれた。小さな溜ため息いきを吐つく。他の露店はもう見たし、露店の入れ替かわりが激しくないからもう一周回っても見つけられない可能性が高い。ならば、マギさんの所にでも戻ろうか。と考えていると、ふっと見た先の人通りの隙すき間まから見える薄うす暗ぐらい裏路地に人が座っているのが見えた。

「あんなところにも露店が」

「えっ、あっ、気付かなかったよ」

　俺とリーリーは、建物の陰かげに隠かくれた立地の悪い場所へと足を向ける。

「よう、いらっしゃい。見ていく？」

　陽気だがどこか怪あやしい格かつ好こうのドレッドへアーにサングラス。じゃらじゃらと音が鳴る程の金属アクセサリーを装備した男が薄暗さと真逆に白い歯を見せて笑う。

　そこの商品に【ギルド証】を見つけた！　それも３５０万Ｇとさっきのより安い。他のアイテムもボスのレアドロップ、生産素材などが、先に色々見て回った露店の相場よりも一割以上安く設定されている。

「なぁ、一つ聞いても良いかな？」

「なんだい？　まさか、逆ナンなんてパターンかな？　いや、参った。美少女からのお誘さそいとは」

　それはない。ときっぱり言う。相手も冗じよう談だんであるために、あららっ、と演技臭くさい肩かたの落とし方をする。

「どうしてこんなに安いんだ？　相場より一割以上安い。それに、こんな裏路地でなんて、人が来ないだろ」

「だから、良いんじゃないのか」

　リーリーと共に、訳が分からない。と首を傾かしげると、目の前の男は、表の路地の方を指差す。

「確かに、あっちで店を出せば、売れるだろな。けど、俺がやりたいのはただ売ることじゃないんだよ。裏路地でひっそりとレアなアイテムを安く売りさばく闇やみ商人ロール。売れない時間の自分の闇商人らしさに自己満足して、君みたいに近寄って来たプレイヤーに怪しい台詞せりふを交えて売ることさ」

　グラサンを外して、ウィンクしてくる男は、格好が怪しいだけで中々に爽さわやか系のように感じる。そんな彼の闇商人ロールを面白いと思い、【ギルド証】の事を忘れて、彼の闇商人としての熱意に俺もリーリーも聞き入ってしまう。

　リーリーは、クロードや闇商人ロールのプレイヤーの様に何かに熱意を持つ人の話を好むようで、目を輝かがやかせて聞いていた。俺も時折、質問して彼個人の考え方に感心したり、色々なプレイの仕方を参考にしたいと思う。

「いやぁ、ロマンを聞いてくれる人って良いな！　楽しいひと時だったよ」

　へへっ、と指で鼻の下を擦こする闇商人の男。

「俺も楽しかったよ。特に、生産での拘こだわりとかはある方だから」

　俺は、ポーションの改良・改善に。彼は、自らを闇商人らしく演出することに。それぞれ拘りを持っているために共感し、笑い合えた。

「面白いね。僕はこのトレントウッドと黒檀エボニーが欲しいな」

「ああ、分かった。ちょっと待ってくれ……くくくっ、これはとある産地で密かに伐ばつ採さいされた密輸入品さ。今じゃ、完全に国が管理している逸品で五十年物は珍しい。足が付くと危ないが、それでも買うかい」

　今までの爽やかな青年の声が一転して、怪しいバイヤーの声こわ色いろへと変わる。俺はそれに息を吞のみ、リーリーは感心しながらお金を払はらい、木工用の生産素材を手に入れた。

「すまない。ちょっといいか」

　話に夢中になっていて、人通りの少ない裏路地に別のお客が来たのに気がつき、俺たちは一歩下がる。

「安いな。これと、これを貰もらおう」

「クククッ、兄さん、堅かた気ぎじゃないな。いい買い物したな」

　今度は、闇商人ロールとして同じ裏の者に対する短い会話と怪しい言こと葉ば遣づかいで、何かを買っていったプレイヤーを見送る。そして、俺が商品へと目を向けると──

「──【ギルド証】がない！」

「あー、今の兄さんが買って行ったな。ニコニコ現げん金きん払ばらいで」

「それで次の入荷は？」

「あー、まさか君らも【ギルド証】狙ねらいだったか。残念だけど、あれはマンスリー系のクエストだからな」

「マンスリー？」

「一か月に一度しか受けられない、って意味だよ。ユンっち」

　マンスリー。つまり、月間クエスト。ちなみに、配達クエストや地下図書館のクエストなどは、毎日あるデイリーに対して、期間や回数に制限のあるクエストだ。

「あ、あはははっ……残念です」

「そっか。まぁ、今度は別の物でも見に来ればいいさ。──クククッ、お嬢さん。こんな怪しい店に迷い込むなんて表の住人だな。悪いことは言わないから早々に家に帰った方が良い」

　俺たちの目当ての商品が無くなったと分かると闇商人は、ロールを始めて、追い返すような台詞せりふを口にするが、表情が笑っている。俺たちはその露ろ店てんを後にする。

　さっきの３５０万Ｇの【ギルド証】を買い逃のがしてしまった言い訳をどうしよう。と思いながらも、引き続き安い【ギルド証】を探すが、見つけることが出来ずにクロードたちと合流し、説明する。

「……ということがあって、かなり条件の良い奴やつを見つけたのに逃しました。ごめんなさい」

「ユンっちは悪くないよ。そもそもあれでも予算オーバーなんだから」

　リーリーが慰なぐさめてくれているが、クロードたちに条件の良い【ギルド証】の事を正直に話した直後から、クロードは腕うでを組み、目を瞑つぶっているために威い圧あつ感かんが半はん端ぱない。俺は大人しく、クロードの返事を待っている。

「まぁ、そういうこともあるだろう」

「……怒らないのか？」

「そもそも予算が少ないな。それにこちらも転売プレイヤーや一いつ般ぱんプレイヤーに先を越こされ続け、手に入れられなかった。同罪だ」

「けど、俺は出そうと思えば、一応資金提供できる。例えば、マギさんやクロードのポーションの代理販はん売ばいの売上とか……」

「仮定の話を出すほど無む駄だなことは無い。それに、代理販売はお前の店の売上の主軸だろ。そこに手を付けさせて、同じ生産職仲間を一人潰つぶすなど論外だ。こうなれば、直接取りに行くしかないな」

「それって、ギルドクエストを受ける。ってことか」

「それ以外に何があるんだ。購こう入にゆう資金の３００万Ｇを依い頼らい料とすれば、良いだろう」

　とは言っても、マンスリークエストは、通常のクエストとは異なり、一度受けてしまったら同種のクエストを一か月は受けられない。それに相場で４００万Ｇまで上がっている【ギルド証】を３００万Ｇでの依頼で引き受ける人がいるだろうか。俺としては居ないと思うな。

「俺が勝算のないことを口にすると思うか？」

　どういうことだ？　と尋たずねれば、クロードがいくつかの理由を上げてくる。

「まず、パーティー六人でクエストを受けた場合でも五人で受けた場合でも得られる【ギルド証】は一つ」

「ああ、そうなると３００万って言っても六人で割れば50万だな」

「極論一人でクエストクリアできるなら、購入資金に用意した３００万Ｇの報ほう酬しゆうは総取り。それに、クエスト報酬とは別にボスのドロップもある。一ひと月つきに一度しか挑ちよう戦せんできないボスのドロップを狙うのも十分理由になる」

　確かに、その考えなら引き受ける人も居るだろう。と納得する。

「じゃあ、俺とクロードとリーリーで行ったらどうだ？」

「いや、俺とリーリーは生産ギルド設立のために色々と調整が必要だから無理だ。だから──」

　ぽん、とクロードが俺の両りよう肩かたに手を載のせる。

「──メンバー集め。頼たのんだぞ」

「ユンっち、ファイト！」

「は、はぁぁぁっ!?」

　広場に響ひびく俺の声に近くのプレイヤーたちが振ふり向くが、いや、その前にこいつさらりととんでもないこと俺に押し付けてきやがった。




　　　　●




「メンバーってどうやって集めればいいんだよ。全く……」

「まぁ私も、頑がん張ばれ。としか言えないな」

　クロードとリーリーはギルド設立のための準備でいないコムネスティーで、露店を切り上げたマギさんとティーカップの表面を見つめる俺。

　カウンターで頭を抱かかえるようにして悩なやむ俺は、何度目かの溜息を吐く。

「そもそも、俺が資金提供するのに、なんでその金で俺に依頼が来るんだよ。そこがしっくりこない」

「まぁ、一度手の離はなれたお金だからね。組織の財布と個人の財布は別だよ」

　マギさんに慰められているのか、励はげまされているのか分からないが、今は出されたお茶の味も分からない。

「ユンくんには、頼たよりになる知り合いとか居るでしょ？　何とかなるよ」

「何とかなれば良いんですけど……」

　マギさんは、俺の分のお茶代も代わりに出してくれた。小さく、すみません。と謝れば、ひらひらと手を振って、問題ないことを伝える。

「これからギルドクエストを受けるユンくんへの応おう援えんだと思ってね」

「ううっ、重いです。けど、頑張ります」

　そう言って、マギさんと別れ、【アトリエール】へと戻もどって早々に再びカウンターで頭を抱えるようにして悩む。

　妙みよう案あんが思いつかず、また溜息を漏もらす。

　だが、悩んで何もしないよりは、一応知り合いに声を掛かけてみよう。俺は、メニューからフレンドリストを開き、参加してくれそうなプレイヤー一人一人に声を掛けていく。

　と言っても、基本は、タクとミュウのパーティーメンバーか、生産職仲間しかフレンドリストに登録されていないために、良い返事は期待できない。

　唯ゆい一いつ、前向きな意見として『うーん。お姉ちゃんと冒ぼう険けんかぁ。うん、ちょっとルカちゃんと相談する。マンスリークエストじゃなきゃ速そつ攻こう了りよう承しようするんだけど』と言われた。

　理由としては、ルカートたちと受けに行くかもしれないから。

　もしも、ミュウがマンスリークエストを受ける場合、ギルドクエストとそれに関連するボスに再び挑戦できるのは、一か月後となる。

　固定パーティーで冒険するミュウにとって、一人でマンスリークエストを受けるということは、ルカートたちとの足並みを崩くずすことになる。だから、よっぽどの理由が無ければ、控ひかえたいとのこと。

　そうなると、最後に残ったのは──既すでにギルド【ヤオヨロズ】に加入しているセイ姉ねぇだけ。

「駄だ目め元もとで聞いてみるか。──あっ、セイ姉ぇ。ちょっと相談いいかな？」

『ユンちゃん？　珍めずらしいね。ユンちゃんから通信繫つなげるなんて』

　少し不思議そうな声で返事をするセイ姉ぇ。

「実は、【ギルド証】を手に入れるためにギルドクエストを受けようと思うんだ。だから、その手伝いをして欲しいんだ」

『いいよ。他にメンバーはだれが居るの？』

「はぁ、やっぱり……いいのか。っていいの？　ほんとに」

　駄目だと思っていたから、こんなにあっさりと了りよう承しようしてもらって、一いつ瞬しゆん思考が止まる。セイ姉ぇが受けてくれた。

『もう、ユンちゃん水みず臭くさい。全然、私に甘えてくれないんだから』

「いやいや、高校生にもなって姉に甘えるって無いよ」

『甘えるのは冗じよう談だんとしてもお姉ちゃんとしては、もう少し頼って欲しいのに。全然頼ってくれないんだから』

「あー、いや。セイ姉ぇだって色々あるだろ？　ギルドとか大学生活とか」

『そんなのより姉弟きようだいの手助けの方が大事だよ。もう、一人で何でもやっちゃって寂さびしいんだから。ミュウちゃんくらい遠えん慮りよが無い方が嬉うれしいのに』

　通信の向こうで、はぁ、と小さな溜息を漏らすセイ姉ぇにごめん。と返せば、苦笑が聞こえる。

『それに、私にもメリットがないわけじゃないの。クエストボスのマスティル・デインのレアドロップが欲しいって理由もあるの。だから、一度ギルドクエストをクリアしたことがある私がアドバイザーを引き受けるわ』

「分かった。それと他のメンバーは居ないんだ。一応ミュウからは曖あい昧まいな返事を貰ったけど」

『そう？　ちょっとミュウちゃんに連れん絡らくするから待ってて』

　そう言ってセイ姉ぇの方からフレンド通信を切る。なんだろう？　と首を傾かしげていると、間を置かずにフレンド通信が掛かって来る。

『ユンお姉ちゃん！　なんでセイお姉ちゃんが参加すること言わなかったの！　そしたら、ルカちゃんに謝り倒たおしてでも参加するのに！』

「いや、ちょっと待て。決まったのはさっきだし、どうして急に……」

『急にって。前から三人で冒険したかったのに、全然そんな機会が無いんだから！　このチャンスを逃せないよ！　あと、三人での冒険なんだから、これ以上人増やすの無しね』

「おい、ちょっと待て。勢いだけで、三人でギルドクエスト受けるって言ってないか？　戦力的に大だい丈じよう夫ぶなのか」

『それは……うん。何とかなるよ！　それじゃあ！』

「お、おい……。切りやがった」

　一方的に参加を表明するミュウ。きっとセイ姉ぇが伝えたんだろう。ミュウの参加が決まったが、姉弟三人のみでクエストを受けたいというミュウをどうするか。と頭を悩ませるが、結局これ以上人が集まりそうもない。三人で駄目なら、また人を増やして挑戦するなりメンバーを整えるなりすればいい。

　早さつ速そく、クエスト攻こう略りやくのための準備を進める。

　ハイポーションやＭＰポーションを中心とした回復薬。

　ステータス強化のための強化丸薬ブースト・タブレツト。

　状態異常バツドステータスに対処するための各種の状態異常バツドステータス回復薬。また、夏のキャンプイベントで入手した毒草から抽ちゆう出しゆつした各種の状態異常バツドステータス薬も数を揃そろえる。

　弓を使うための矢のストックとサブウェポンの包丁の確認。

　簡易魔ま法ほうの消しよう耗もう品ひんであるマジックジェムとエンチャントストーンの補ほ充じゆうと【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】への宝石のチャージ。

　これだけの準備をしたが、まだ足りない。

　六人パーティーで挑いどみたいが、今回はその半分。三人の中で俺は、生産職だ。二人と半人前の戦力で計算するならいくら準備をしても足りない。

「足りない。それに幼よう獣じゆうのリゥイとザクロを戦せん闘とうで出す訳にはいかないからな。他に使えるものは……」

　センスステータスを確認しながら、レベルや戦闘スタイル、また、他に使える物を探す。
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　夏イベントから余り成長していない自分のセンスステータスを確認して、再度不安になる。

「やっぱり、何もかも足りない。クエストボスに挑む日の来ることが分かってたなら、少しずつでも戦闘系センスのレベルを上げとけばよかった」

　今いま更さらながらの後こう悔かい。遅おそいと分かっている為ために使える物は何でも使う。

「色々と不安だ。時間稼ぎも必要だろう。──これも一応持って行こう」

　俺は、クエストを万ばん全ぜんの状態で受ける為に、準備を進めるのだった。







　　　六章　【ギルド証】と特とつ攻こうスライム







「さぁ、やってきました。ギルド設立関連クエスト！　張り切って行こう！　おーっ！」

　拳こぶしを天へ届けとばかりに伸のばすミュウを、俺は呆あきれた目で見て、セイ姉ねぇは微び苦く笑しようを浮うかべている。

「もう、ユンお姉ちゃんもセイお姉ちゃんもノリ悪いな。これから長い冒ぼう険けんが始まるっていうのに」

「そうは言うけど、俺は別に長い冒険じゃなくていいんだよ。それから姉って言うな。全く……」

　俺が溜ため息いきを吐つきながら、セイ姉ぇに視線を向けると、アドバイザーのセイ姉ぇが引き継ついでくれた。

「そうね。一から始めるのも面めん倒どうだから、大おお幅はばカットの小技でクエスト最後の【マスティル・デイン討とう伐ばつ】を終えましょう」

「むぅ、もっと楽しもうよ、久しぶりの姉妹水入らずなんだから」

「そうは言っても私の目当てはボスドロップだから」

「俺は【ギルド証】だから」

　そう言って、セイ姉ぇと互たがいに視線を合わせて、だから無理。と伝える。

「でも、ギルド設立クエストって小技があるのか？」

「うん。実際、三段階のクエストなんだけど、その内の二つは、条件さえクリアできてればスキップしても問題ないの。だから、早さつ速そく受けましょう」

　セイ姉ぇが案内する場所は、鉱山の麓ふもとにある第三の町の表通り。そこで直立不動の騎き士しの格好をした壮そう年ねんの男性に話しかける。口元のカイゼル髭ひげが特とく徴ちよう的な男だ。

「おおっ!?　お主ぬしらは、あの鉱山に蔓延はびこる亡ぼう霊れい騎士を倒してくれるのか！　彼かの亡霊騎士の長おさであり、あの鉱山で朽くち果はてた騎士団長の魂たましいを解放してほしい。彼の騎士は自らの後こう継けいを探して今も彷徨さまよっておられる」

　──【ギルドクエスト：選定者マスティル・デイン討伐　を受けました】

　とメニューが表示され、準備が整った。

「さて、無事クエストを受理できた所で鉱山ダンジョンに行きましょう。目指すは、鉱山第二層のボスの間」

「鉱山ダンジョンの第二層かぁ、行ったこと無いんだけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だよ。敵は全然弱いし」

　ミュウが、弱い。と言うが、それはミュウ基準であって俺には当てはまらないと思う。

「そうね。クエストの手順から言って、まず、ボスの【選定者マスティル・デイン】の間に行くのに第二層にいる【彷徨う亡霊騎士】を四種類倒して鍵かぎを入手しなきゃいけないから」

「でも、それ以外の敵だと、ホブゴブリンやミドルワーム、アイアントくらいだよ。亡霊騎士に比べたら、弱いって」

「なぁ、二人は余よ裕ゆうなら、俺に腕うで試だめしで戦わせてくれないか？　戦せん闘とうセンスのレベルが全然上がってないから少しでも上げておきたいし」

　俺の提案に二人は、一瞬きょとんとした顔をするが、すぐに了りよう承しようしてくれる。

「そうね。私たちが戦ってもあんまり経験値的に美お味いしくないからユンちゃんに譲ゆずるわ」

「やっと、お姉ちゃんがやる気になったなら、私たちがバックアップしてあげる」

　有あり難がたいことだ。と思う。そして、鉱山への突とつ入にゆうには、ミュウが《ライト》の魔法を打ち上げ、光源を確保して進む。

　第一層の敵は、ＥＸエクストラスキル【採さい掘くつ】を入手する時の事前調査で倒せるレベルだと判断しているが、ここで相手にする。

　最短ルートで第二層へと向かう俺たちの前に現れたＭＯＢを弓矢で先制していく。

「《付加エンチヤント》──アタック」

　ＡＴＫのステータスを強化丸薬ブースト・タブレツトで底上げし、エンチャントで更さらに力を引き上げる。

　十分に能力を底上げし、敵ＭＯＢがこちらに気がついた時点で更にスキルを重ねる。

「──《食材の心得》」

　【鷹たかの目】の暗くら闇やみを見通す目に、赤いマーカーが追加される。それは、生物で言う頭部や胸部などのウィークポイント。俺は、弓をおもむろに構え、矢を番つがえる。

　矢を引き、弦つるが十分に引き絞しぼられた瞬しゆん間かんに、最後のアーツを選せん択たくする。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》」

　放たれた一本の矢がＭＯＢのウィークポイントに吸い込まれ、一いち撃げきでそのＨＰを刈かり取る。

「ほぉ、中々だね。オーバーキルなんじゃない？」

「うん、あんまり効率良くない。今の一撃に消費アイテム一つ、スキルとアーツを三つ使用したんだ」

　そう言いながら、アーツの待機時間を心の中でカウントしながら、休みなく矢を放っていく。底上げされたステータスで放たれる矢を受け、近づいてきたＭＯＢは次々と地面に倒れ、粒りゆう子しとなって消えて行く。

「うん。ユンちゃん一人でも第一層は問題ないんじゃないかな？」

「やっぱり、最初の時より格段に強くなってるよ。ユンお姉ちゃん優ゆう秀しゆう！」

「でも、弱点多いだろ。俺の戦い方は、色々なものに頼たよってる。遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきは長所だけど裏を返せば、短所なんだよ」

　弓。とりわけ、長弓なんかは射しや程てい距離と威い力りよくはある。だが、逆に言えば、近づかれると取り回しが難しく、また弓の特性上、点攻撃であるために攻撃を与あたえられる対象は少ない。

「そんなの気にしてもしょうがないよ。そういう欠点を補うために私みたいな前衛がいたり、後衛が複数いるんだから」

「パーティーは役割分担。ソロのように器用貧びん乏ぼうになる必要はないよ。だから、この瞬間は、一芸に特化した状態である必要があるの」

　だから、頑がん張ばろう。とセイ姉ぇにも諭さとされた。

　俺は、その言葉に納得し、手に持つ【黒くろ乙女おとめの長弓】を力強く握にぎりしめる。

　第一層を問題なく進み、第二層へと降りて行く。

「さぁ、ここからがユンちゃんの本番だよ。私たちがサポートするから頑張って」

　セイ姉ぇの言葉に、最初俺がサポートできるようにセンスを選んだのに、今は俺が弱いからサポートを受けている事に、苦笑する。

　最初に出会った敵に十分注意を払はらい、ウィークポイントの頭に狙ねらいを定さだめる。

「──《弓技・一矢縫い》！」

　黄色い肌はだの小学生高学年くらいの身長を持つホブゴブリンの頭が弾はじけるように吹ふき飛び、地面に落ちた所で消しよう滅めつする。その直後、一体のホブゴブリンにリンクして、ＭＯＢが四体集まってくる。

　近い順に敵を倒たおしていくが、相手の接近する速度が速く、処理できたのは二体までだ。アーツ無しでは一体に二本から三本の矢が必要だった。

「残りは、任せて！」

「──《アクア・バレット》」

　ミュウが前に飛び出し、片手剣けんを振ふるい一いつ刀とうのもとに斬きり伏ふせ、セイ姉ぇの水球がＭＯＢの頭部を弾く。

「これで終わり……じゃない！」

　下ろしかけた弓を構え直し、矢を番え、壁かべに向ける。【発見】のセンスで感知したその一点に矢を放ち、直後、坑こう道どう内の壁を崩くずして飛び出したミドルワームの口を串くし刺ざしにする。

「ナイス、ユンお姉ちゃん。不意打ちの注意が必要なミドルワームを初見で迎げい撃げきとは、中々にやるね」

　そう言って、ミュウは、壁に矢で縫い止められたミドルワームの体を剣先で突き刺して止とどめを刺す。俺とミュウの基き礎そ攻撃力の差を感じる。

「上を見ても仕方がないな」

　自じ嘲ちよう気味に零こぼした言葉は、ミュウとセイ姉ぇの耳には届かなかったが、俺は次のＭＯＢを探して歩く。第二層で出現する残るＭＯＢであるアイアントは、胴どう体たいが鉄鉱石のような硬こう度どを持ち物理防ぼう御ぎよ力が高い。だが関節部は柔やわらかく、ダメージの通りが良い。そこを重点的に狙うか、魔ま法ほうをメインに戦うのが攻こう略りやく法だった。俺は、弓と魔法の両方で牽けん制せいし、接近する四体中二体を仕留めて、残りをミュウとセイ姉ぇに任せる。

　第二層で遭そう遇ぐうする敵を相手にしながら進む中、ダンジョンのトラップなどを見つける。

「トラップ発見。ちょっと待って」

「ええっ、また。このエリアのトラップそんなに怖こわくないから走って抜ぬけようよ」

「駄だ目めよ。ユンちゃんの練習のためにもここは丁てい寧ねいに対応させないと」

　ダンジョン内の至る所にあるトラップを【発見】のセンスで見つけて、その都つ度ど対処する。とは言っても、広い場所なら避よけて通るが、現在は、少し狭せまい通路の奥の方へと進むためにこの罠わなに対応しないと。

「ここにあるトラップって精せい々せい、落石や毒、魔法ダメージだよ。私なら、こうして」

「あっ、ミュウ！」

　俺がトラップを見つめている間に、壁を走りトラップの向こう側へと渡わたってしまった。ミュウの【行動制限解除】のセンスによる三次元的な動きがあってこそ可能な避け方であって、俺には無理だ。

「セイ姉ぇ。ミュウは、ああいう回かい避ひ方法を取るんだけど、セイ姉ぇならどうする？」

　トラップを挟はさんだ向こう側でぶんぶんと手を振ってるミュウ。セイ姉ぇは、困ったように眉まゆ尻じりを下げながら、俺の質問に答える。

「そうね。トラップの範はん囲いを纏まとめて魔法で攻撃するかな？　そうすれば発動して通れるから。後は、物理的なトラップもそれで破は壊かいできるわ」

「まさかのゴリ押しか」

「私だってあんまりそんな方法は使わないよ。ちゃんとパーティーに【解除】センスを持った人とか居るから任せているだけで……」

　少し赤くなり、慌あわてて言い訳を重ねるセイ姉ぇを正直、美人で可愛いと思った。だが、ゴリ押しという方法は参考にさせて貰もらおう。

　インベントリから一つのアイテムを取り出し、地面に置く。

「──スライム、【召しよう喚かん】。そのまま、前進」

　呼び出したのは、低レベルのスライムだ。合成ＭＯＢは、こういう場面で活用するとしよう。ずるずると地面を進むスライムは、トラップの上に来た瞬間、落石によって潰つぶされ、消滅する。そして、トラップの解除が確認された。

「よし、進めるな」

「三人いれば、トラップの解除方法も色々あるのね」

　感心したようなセイ姉ぇの溜ため息いき。ミュウが壁走り、セイ姉ぇがトラップの破壊、俺がトラップの誘ゆう発はつと、それぞれに解除方法を持っている。だが、やっぱり、トラップ解除のセンスを持っている人には敵かなわないと思いながら、更に探たん索さく範囲を広げる。

　そして、俺たちは、目当ての物を見つけた。

「あれが【彷徨う亡霊騎き士し】よ」

「あれって、火の玉？」

「そう、あれに攻撃を加えると現れるんだけど、出現が四種類の内のランダムなの」

「攻撃を加える、ね。四種類居るって言うけど、どんなの？」

「武器が剣、斧おの、槍やり、杖つえの騎士が居るわ。けど、さっきも言ったように出現がランダムだから、鍵のパーツがダブる事があるけど気長にやりましょう」

「ランダムねぇ……」

「どうしたの。ユンお姉ちゃん？」

「いや、ちょっと疑問というか、好こう奇き心しん、かな？　ランダムなのかどうかを調べる方法を思いついたんだけど……」

【サーチ・オーブ】は売ってしまって手元にない。今この場であの火の玉がどのような物なのかを調べることは出来ない。

「……【サーチ・オーブ】があればな」

　ここになって、売ったことを悔くやまれる。だが、【サーチ・オーブ】以外に調べる手立てが思いつかない。

　そんな俺を見上げるようにして、服の端はしをちょいちょいと引いてくるミュウ。

「【サーチ・オーブ】なら私のインベントリにあるよ。使わないから入れっぱなし。使う？」

　小首を傾かしげて、上うわ目め遣づかいで聞いてくるミュウに、俺は僅わずかに驚おどろき目を見開く。

「いいのか？　あれは、ミュウの取り分だろ」

「元々、ユンお姉ちゃんが居たから手に入れられたアイテムだよ。それに、前にも言ったけど、ユンお姉ちゃんに渡そうとしたものだよ」

「ありがとう。使わせてもらう」

　俺は、ミュウから水すい晶しよう玉だまを受け取る。俺が何かをすると見て、セイ姉ぇは、俺に任せてくれる。

　ミュウから渡された【サーチ・オーブ】を俺個人の疑問を解消するために使う。

「さぁ、【サーチ・オーブ】。あの火の玉の正体を見破ってくれよ」

　俺が掲かかげた水晶玉が光の粒子となり、火の玉の周囲を回り、消えて行く。そして、俺たちのメニューに火の玉の情報が記き載さいされる。

「──【彷徨さまよう亡ぼう霊れい騎士（斧）：鉱山を彷徨う騎士の亡霊。斧を使う】ってこれだけか。本当のランダムじゃないんだな」

「斧なら、Ｂタイプね。他に、剣、槍、杖の三種類が居るわ。けど、この方法で判別できるなら、ランダムだと思われる他のＭＯＢの判別方法になるのかもしれない」

　火の玉から生まれる亡霊騎士にはランダム性はなく、事前に判別できることが分かったが、知ったからどうした。という情報に俺は微び妙みような表情を作る。そんな俺の表情を読み取ったセイ姉ぇがフォローしてくれる。

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ。この小技を有効に使える場合が他にあるはずだから。亡霊騎士は相手としては弱いから少し非効率だけど」

「こういうのは、試行回数でごり押し！　大丈夫だよ、ユンお姉ちゃん！　亡霊騎士は弱いから！」

　はははっ、ミュウとセイ姉ぇ、さらりと亡霊騎士を雑ざ魚こ扱あつかいとは。もう、長々と戦いを引き延ばしても意味は無いと感じ、弓矢による先制を火の玉に当てる。

　するとその火の玉を核かくに黒い霧きりが集まり、板ばん金きん鎧よろいを着け斧を持った騎士へと姿を変える。俺は自分一人の力がどれほど亡霊騎士に通じるか知るために、たった一人で立ち向かう。騎士の出現と共に、最速で矢を放つ。

　放った矢は、斧を盾に弾かれた。

「っち！　まだまだ！」

　声を上げ、可能な限り連射を続けてから、斜ななめ後ろへと移動し距きよ離りを取る。ただ後退するよりも斜めへの移動を加えることで相手がこちらに接近する距離を僅かに伸のばす小技だ。この相手に有効かは知らないが、初撃で決められない相手には、こうした時じ間かん稼かせぎをしつつ、手数で攻せめる。

　亡霊騎士は、こちらへと接近し、時折その肉厚な斧で飛来する矢を叩たたき落とす。だが、同じ人型でもプレイヤーの動きとは違ちがい次の行動への繫つなぎのぎこちなさがある。その隙すきをつく連射で、鎧に二本の矢が刺さる。それでもまだ攻撃が足りない。

　じりじりとＨＰを無視して接近する亡霊騎士と、逃にげるように後退していく俺。今すぐにも飛び出しそうなミュウの姿とそれを押し止とどめつつもいつでも介かい入にゆうできるように魔法を背後に待機させているセイ姉ぇ。

　そして俺は、背後の坑道の壁にぶつかり、逃げ場がない。

　目の前で頭を捉とらえようとする縦たて振ぶりの斧を見て──

「今だっ！　──《マッドプール》！」

　亡霊騎士の脇わきに跳とびこみ、頭上から迫せまる斧を避ける。それと同時に亡霊騎士の足元をターゲットに魔法を発動する。

　地属性のレベル10で習得可能な行動阻そ害がい魔法──《マッドプール》。

　大きな踏ふみ込みで斧を振り下ろした亡霊騎士は、足元に生まれた泥どろ沼ぬまに深く足を差し込み、抜けなくなっている。

　体を捻ひねったり、足を持ち上げて泥沼から脱だつしようとするが、ＭＯＢの連続性のないぎこちない動きがどこか狂くるったマリオネットのように見えてしまう。

「さぁ、後はワンサイドゲームだ」

　亡霊騎士の背後を取り、矢を撃うちこむ。姿勢を立て直そうとする度たびにノックバック効果の強い《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》を撃ち込み、鎧の騎士をハリネズミへと変えていく。
















　小さいダメージを蓄ちく積せきさせ、遂ついに亡霊騎士を倒した。

「ユンお姉ちゃん、まさかのハメ技で倒すとは！　お姉ちゃんは何い時つからそんな極ごく悪あく非道に」

「誰だれが極悪非道だよ」

　ミュウの言葉に抗こう議ぎの声を上げるが、冗じよう談だんだと分かっている。

　ステータスやレベルで劣おとる俺がソロで勝つには、小こ賢ざかしいほどに策やアイテムを用意しないといけない。

「ユンちゃん、ちなみに聞くけど、《マッドプール》で足止めできない浮ふ遊ゆうする敵なんかはどうやって足止めするの？」

「あー、そっか。《マッドプール》は浮遊する敵には無意味か。そこの対処も考えないと」

　セイ姉ぇに指し摘てきされて、どうするかと頭を悩なやませる。

「空中に浮ういてる敵なら、地面に叩き落とせばいいのに」

「ミュウ。中々に過激な事言うな」

「確かに、ユンちゃんの場合は、弓で射落とすのかしら？」

　いやいやいや、セイ姉ぇも便乗しないで。と内心思う。まぁ、浮遊する敵が出たら、そのとき考えよう。俺たちは再度、亡霊騎士を探して歩き回る。

　そして、運よく近くに火の玉を見つけた。それも二つ同時に。

「どうする？　あれ」

「どうするって、同時に倒たおした方が楽ね。私は、一体を相手にするからミュウちゃんとユンちゃんは、もう一体をよろしく」

「わかった。じゃあ、俺が呼び出すな。──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》」

　一息に二本の矢を放ち、二つの火の玉の中心を正確に射い貫ぬき、亡霊騎士を出現させる。

　今回は、剣けんと杖のパターン。残るは槍のパターンを見つければ、ボスへの挑ちよう戦せんが可能となる。

「それじゃあ、私は、杖の騎士の方と戦うから。二人は斧を相手に」

「了りよう解かい。《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

　ミュウは、俺から攻こう撃げきと速度のエンチャントを受け、弾だん丸がんの様に飛び出していく。

　騎士の長ちよう剣けんとミュウの片手剣で全力でぶつかり合いを演じるミュウ。そして、一方では、セイ姉ぇは横に移動しながら、絶え間ない魔ま法ほうの応おう酬しゆう……と言うには一方的な魔法合戦を始めている。片手に作った水みず盾たてで闇やみを押し固めた攻撃を受け流し、相手から来る一発の間に三発もの水球を撃ち込み、背後にその倍以上の魔法を待機させている。

「セイ姉ぇは余よ裕ゆうだよな。というか……ミュウ！　何い時つまで遊んでるんだ！」

「ごめん！　ばれていた！」

　亡霊騎士と斬り結んでいるが、反はん撃げきのチャンスが来ても行動に移さない。全く──

「早く決めろ。《呪加カースド》──ディフェンス」

　エンチャントとは対極のステータスの弱体化魔法であるカースドを俺が亡霊騎士に施ほどこすと、ミュウが構える。

「分かってるよ。──《フィフス・ブレイカー》！」

　一いつ瞬しゆんの内に、五つの斬撃を放ち、亡霊騎士のＨＰを一気に削けずり切る。いくら弱体化した状態と言えど、俺が何十本も矢を撃ちこんで倒した亡霊騎士をこうも簡単に倒すとは、少し自信を無くす。

「お疲つかれ様さま。みんな問題無さそうね。次に亡霊騎士を見つけたら、三人でやりましょう」

「そうだね。早くボスと戦いたいし、レッツゴー！」

　手を振ふり上げるミュウに苦笑いをしつつ、次の亡霊騎士を探す。肝かん心じんの槍の亡霊騎士だが、その後、剣や斧などダブりが続き、四体目にやっと見つけた時は、既すでに亡霊騎士との戦せん闘とうに慣れた頃ころだった。また、ミュウとセイ姉ぇに俺の支し援えんが加わり、火力の強化された二人を前に、亡霊騎士は数分と保もたずに消えて行くのだった。
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　第二層の下層へと降りる階段の更さらに奥、目的が無ければ、ここまで来ることのない場所にボスの間が存在した。

「それじゃあ、準備を始めるね」

　セイ姉ぇが鍵かぎとなる破片を二つ。俺とミュウがそれぞれ一つずつ持ち、互たがいにその欠片かけらを合わせる。

　鍵は、本来の形を取り戻もどし、円形の鍵の形になる。

「これがボスと戦うための鍵なの？」

「そうよ。これが【選定者の鍵】ね。これをこの溝みぞに押し込むと」

　円形の窪くぼみに鍵を押し込み、セイ姉ぇが手を離はなすと鍵は落ちる事無く、ひとりでに動き出す。

　壁かべの内部で何かが動く様な重音を響ひびかせながら、目の前の岩壁が横に動き、壁向こうの暗くら闇やみを晒さらす。

「ボス【選定者マスティル・デイン】は、大きなリビングアーマーよ。右手には杖つえ。左手には剛ごう槍そうを持つＭＯＢで物理・魔法の両方の攻撃をして来る敵」

「なぁ、今いま更さらながらだと思うけど、壁役タンカー居なくて大丈夫か？」

　俺の心配は、現在のパーティー構成だ。前衛一人に後衛二人。パーティーバランスも悪い中で今まで進んでこれたのは、個々の技量やレベルの高さのおかげだ。それで簡単に倒せるほどボスは甘くない。

「そうね。けど今回は、逆にパーティーに壁役がいない方が正解もしれないよ」

　セイ姉ぇの呟つぶやきに俺は、首を傾かしげる。強い敵には、パーティーを組んで役割をもって当たるのが理想的なのに、なぜその逆が正解なのか。その答えを聞こうとするが、ミュウの言葉に遮さえぎられてしまう。

「でも、私やセイお姉ちゃんは、半はん端ぱな敵じゃレベルが上がり難にくい。困難に立ち向かう必要がある！」

「負けちゃったらまた亡霊騎士を倒す所からやり直さなきゃいけないんだけどね」

　そう苦笑いを浮かべるセイ姉ぇに、尋たずねようとした質問を飲み込み、また亡ぼう霊れい騎士をダブりながら倒さなければいけなくなることを想像して辟へき易えきとする。

「それじゃあ、行きましょう」

「その前に、二人ともこれ使って」

　全員で強化丸薬ブースト・タブレツトを飲み、事前にエンチャントを施す。簡単に勝てるとは思っていないが、負けるつもりもない。二重の強化を施し、俺たちは奥へと進んでいく。

　ミュウを先頭に光球の明るさを頼たよりに進んでいく。その奥には、床に膝ひざを突き、杖と剛槍を持つ鎧が居た。

　人間ではあり得ない三メートルを超こえる大きさ。黒く薄うす汚よごれた捩ねじれた木製の杖と錆さびが表面に浮き、石を直接削り出したような剛槍を持つリビングアーマーが立ち上がる。

　兜かぶとはフルフェイスで、その奥にモノアイが赤く光り、こちらを見み据すえる。

　その姿は、亡霊というよりロボットか、ゴーレムの様に感じる。

『ワ、ワレ。クチハテヨウトモ、ジダイノ、ジダイノセンシ、サガ……』

　壊こわれたラジオのようなノイズの混じる声を発する選定者に対して──

「ねぇ、面めん倒どうだから会話飛ばして先制攻撃して良い？」

「駄だ目めかな？　会話が終わる前に攻撃すると、常時、怒いかりの状態異常バツドステータスで攻撃力が上がるからオススメはしないかな？」

　ミュウとセイ姉ぇの緊きん張ちよう感かんの無い会話に、聞き辛づらいマスティル・デインの台詞せりふを聞き逃のがしてしまった。

『ナンジラ、シカクアルモノカ……センテイス！』

　槍やりを脇に構えたマスティル・デインがこちらへと走り込んでくる。ゴーレム以上に滑なめらかな動きに驚きよう愕がくするが、ミュウとセイ姉ぇは接近される前に魔法で可能な限りダメージを与あたえるつもりだ。

「──《ソル・レイ》！」

「──《メイルシュトローム》！」

　ミュウのレーザーがマスティル・デインの四し肢しを貫つらぬき、セイ姉ぇの渦うず潮しおが頭上から押しつぶすように、飲み込む。

「《呪加カースド》──マインド！」

　そこに、俺は、カースドを加え、ダメージの増加を図はかる。四肢を撃たれ、渦潮の壁を強引に押し進んでくるマスティル・デインに驚愕しながらも、俺は、渦潮から出た腕うでに向かい矢を放つ。

「ミュウちゃん、ターゲットよろしく！　私は、引くわ！」

　一瞬の内に渦潮を消し、マスティル・デインの全身が露あらわになる。セイ姉ぇがバックステップを繰くり返して距きよ離りを取り、俺は回り込む様な移動射ちで腰こしから上へとダメージを与えていく。

　そして、ボスの前面に立ち、対たい峙じするミュウは、身長差から繰り出される落ちてくるような槍を片手剣の刃に手を添そえる形で斜ななめに受け流す。返す槍の横振ふりをマスティル・デインの体を蹴けって宙を舞まい、距離を取る。また、ミュウの攻こう撃げき範はん囲いよりも高い位置を狙ねらう俺とセイ姉ぇは、ボスの右手の杖から放たれる暗黒弾だんを迎げい撃げきし、誘爆させその隙すきを縫うようにしてダメージを与えていく。

　時に、空中で迎撃し切れない暗黒弾を躱かわしながら、セイ姉ぇの得意とする手数の多さで押し切る。

　一対三でじりじりとダメージを与えていく。ミュウは、時折、槍や近距離の杖での攻撃を完かん璧ぺきに流し切れずに微び量りようなダメージを蓄ちく積せきさせていくが、回復魔法で癒いやし。マスティル・デインのＨＰが七割を切り、このままなら押し切れる。そう感じた時、違ちがう動きをみせた。一切の魔法攻撃を止やめ、大きく片足を一歩引き、半身になる。

　何をするのか。背後から矢を射続けている俺が見たのは、肩かたに剛槍を担かつぎ、その穂ほ先さきをセイ姉ぇに向けているマスティル・デインの後ろ姿だ。

「セイ姉ぇ！　避よけて！」

　俺の声に、正確に意図を摑つかみ、横へと走るセイ姉ぇ。ミュウの頭上を越こえて投げられた剛槍は、壁に突つき刺ささり周囲を粉ふん砕さいする。それで動きは止まらず、槍の回収のためにその重量のある鎧よろいのまま全力で突とつ進しんする。

　至し近きん距離で足止めに徹てつしていたミュウだが、質量の差で蹴り飛ばされ、宙を舞う。

　咄とつ嗟さに魔法で防ぼう御ぎよしたのが見え、空中で姿勢を立て直す。

「ユンお姉ちゃん、足場！」

「っ!?　──《クレイシールド》！」

　ミュウに言われ、咄嗟に、ミュウの着地地点よりやや手前に防御用の土壁を生み出す。

　ミュウは、その土壁を足場にして、再度マスティル・デインへと襲おそい掛かかる。

「はぁぁぁっ！」

　壁を蹴り、後ろへと抜ける勢いのままフルフェイスに一ひと太た刀ち入れ、マスティル・デインと立ち位置を入れ替かえる。俺の作った土壁は、突とつ撃げきの勢いを妨さまたげる事無く、破は壊かいされ、マスティル・デインがつかみ取った剛槍の一ひと振ふりが風圧をもって、俺の所に届く。

「まさか、魔ま法ほう使つかいのセイ姉ぇをいきなり狙ってくるとは。セイ姉ぇ大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫よ。ミュウちゃんもダメージ負ってない？」

「今回復中。ちょっと疲れたかも」

　二人は、ＭＰポーションを飲み、スキルの消費で失ったＭＰを回復させながら、油断なくマスティル・デインを見つめる。

　振り返り、槍を脇わきに抱かかえ、杖を構えるモノアイのリビングアーマー。まだ、ＨＰが七割近く残っている相手にどう対処するか。ミュウだけに前衛の負担を掛ければ、集中力が切れて、直ちよく撃げきを貰もらいかねない。だからと言って、俺やセイ姉ぇに代理は出来ない。

「仕方がない。──セイ姉ぇ。一瞬だけ止めるから、最大攻撃行ける？」

「行けるけど、大丈夫？」

「ミュウが回復するまで持ちこたえれば良い」

　それに、俺には、【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】があるために確実に一撃は耐たえられる。

　さて、ここからは弓はなしだ。取り回しが難しいものは、使えない。

「《付加エンチヤント》──スピード！」

　自身にエンチャントを施し、マスティル・デインの足元に接近する。身を低くして速度を速める。接近する俺に対して、杖を棍こん棒ぼうの様に振り下ろすが、大きく回かい避ひし、鎧の周りを一周するように走り抜ぬける。

「っと、危な！」

　後ろに回った時、脇に構えた槍の石いし突づきで背後の方を突いてくるので、ジャンプで避けると共に、布ふ石せきを置く。

「ユンちゃん、準備できた！」

「あと少し。──今だ！　【クレイシールド】！」

　俺は、マスティル・デインを囲む様に撒いたマジックジェムを発動させる。四方を囲む様に迫せり上がる四枚の土壁。それはマスティル・デインを閉じ込める檻おりとして機能し、その狭せまい空間では、長物の槍と杖の能力を十分に発揮できない。

「──《アイス・ランス》！」

　セイ姉ぇの詠えい唱しように呼応するように、氷槍が十数本生み出され、滞たい空くうしている。

　俺がその射線から外れるように走り抜けた後ろでは、空気を切り裂さきながら、土壁の檻ごと氷槍が貫き、マスティル・デインに殺さつ到とうする。

　そこに、土壁の檻の中に仕込んだものを重ねて発動させる。

「爆はぜろ！　──【ボム】」

　マスティル・デインを中心に連鎖的に爆ばく発はつが起こり、更さらなるダメージを重ねていく。

「おおっ、壮そう観かんだね。これは仕留められた？」

「……っ！　駄目ね！」

　土壁や地面を砕くだき、濛もう々もうと立ち込める土つち煙けむりを引き裂いて、マスティル・デインが現れた。多数の暗黒弾を放ち、追つい随ずいするように槍の突撃体勢のままセイ姉ぇへ向かう。

　残りＨＰが二割のボスを止めるべく、ミュウが前に出る。
















「くらえ、《アーマー・ブレ──」

「ミュウちゃん！」

　突進の姿勢から剛ごう槍そうを上に持ち上げ、一いつ瞬しゆん体の重心を後ろに移動させるマスティル・デイン。俺は咄嗟に、エンチャントを発動させる。

「《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　セイ姉ぇは、暗黒弾の対処でミュウのフォローに入れない。

　俺は、離れた位置にいるミュウに【鷹たかの目】のターゲット能力で対象を取り、防御エンチャントを重ねる。直後、振ふり下ろされる剛槍を真正面から受け、膝を突くミュウ。耐えた、と思った直後、剛槍と拮きつ抗こうするミュウにマスティル・デインが杖つえで突きを放つ。

「うっ、く……」

　木製の杖で肩を鋭するどく突かれ、体勢を崩くずすミュウ。その頭上から振り下ろされる杖の打だ撃げきに、地面に叩たたき付けられる。

「ミュウ！」

「いっ、たい！　な！」

　立ち上がると同時に、反射的に剣けんを振るい、剛槍との衝しよう撃げきをそのまま後ろに飛ぶようにして流す。

　ミュウは、地面を転がりながら、距離を取る。一連の攻こう撃げきでミュウのＨＰは危険域まで達していた。普ふ段だんのミュウならすぐに回復魔ま法ほうを重ね掛けする所だが、今はすぐには、回復できず、肩で呼吸を繰り返し、ハイポーションとＭＰポーションによる回復をしていた。

「なんで、ＨＰだけじゃなくて、ＭＰも減ってるの」

　ミュウの呟きが、回復魔法を使えない原因だった。そして、もう一つ。

「あいつ、攻撃と同時に、回復していたぞ」

　残りＨＰが二割のはずのマスティル・デインは、三割まで回復していた。

「あれは、左手に持っている杖の効果。【ＨＰ吸収】と【ＭＰ吸収】ね。だから、耐えの戦い方じゃなくて、回避の戦い方の方が良いの」

　俺とミュウへの説明なのか、セイ姉ぇの呟つぶやきに納得した。

　今までミュウが攻撃を捌さばいていたのは、剛槍の攻撃だ。そして、吸収は、杖での打だ撃げき攻撃で発生した。それに、杖の主体は、魔法。俺とセイ姉ぇは手数による誘発で魔法によるダメージは無いが、魔法のダメージもあればそれを吸収する。

　耐える壁役タンカーがいれば、それは相手のＨＰタンクとなり、長期戦になる可能性もある。

　まだ三割とＨＰが少ない今、畳たたみかけるべきだと感じる。

「あの杖欲しいんだよね。ダメージ吸収系の追加効果があるから」

　俺の心配を知ってか知らずか、吞のん気きに呟くセイ姉ぇに苦笑を浮うかべる。弱い俺一人が心配して、強いセイ姉ぇが心配していないのだ。なら、セイ姉ぇを信じて戦おう。

「セイ姉ぇ、指示頼たのむ」

「こっちもお願い。セイお姉ちゃん」

　俺とミュウがセイ姉ぇに頼めば、微笑ほほえみを浮かべたまま頷うなずく。

「ユンちゃん、さっきみたいな足止め出来る？」

「【クレイシールド】のマジックジェムは無いけど、別の方法でなら出来る。その場合、状じよう況きよう無視して魔法を放ってくれよ」

「ミュウちゃんは、絶対に杖の攻撃に当たらない様に押さえて。最後に私が仕留めるから」

　目の前で剛槍を振り回し、こちらの会話を待つようにして構えるマスティル・デイン。俺は、セイ姉ぇの指示を受けて、ミュウと共に走り出す。ミュウが剛槍の左側へ、俺が杖の右側へ弧こを描えがく様に接近する。

　一度仕し舞まい込んだ弓を再び取り出し、矢を番つがえる。走り抜ける先を狙ってくる暗黒弾を走りながら回避し、回避不能な攻撃は、矢で誘発させる。

　接近したミュウとマスティル・デインが打ち合いを始める一方で、俺も相手の攻撃範囲に入った瞬しゆん間かん、杖が風圧を伴ともなって突き出される。

　避け切れない。むしろ、一歩前に踏ふみ出し、倒たおれるようにしながら攻撃を躱かわそうと試みた。だが、額を掠かする様にして突き出された杖は、薄うすい膜まくを砕く様な音を響ひびかせるだけで、攻撃は無効化される。

【身代わり宝玉の指輪】の効果でダメージを受ける事無く、接近し、インベントリから大量の核かく石せきをばら撒く。

「こい、スライム共！　──《召しよう喚かん》！」

　俺の声に呼応して、色取り取りの粘ねん液えき生物が呼び出される。サイズも色もバラバラのスライムに一つの指示を与あたえる。

「右足に取り付け！」

　ズルズルと地面を這はって前進するスライムに杖を振り下ろして殴なぐりつけるマスティル・デイン。打だ撃げき範はん囲いのスライムは核を潰つぶされ消しよう滅めつし、そのＨＰがマスティル・デインに吸収される。

「ＨＰ吸収も所しよ詮せんはスライム数匹ひき分！　俺の矢の攻撃でも十分おつりが来る！」

　スライムを壁役タンカーに見立て、俺は矢を放つ手を止めない。

　俺やミュウの対処でマスティル・デインのターゲットをミュウへと向けたために、スライムの大群はマスティル・デインの右足に辿たどり着つく。行動の制限になるスライムを潰そうと杖や槍やりで殴っても、ＨＰが低く、打撃攻撃に耐たい性せいのあるスライムの前では、回復量は微び々びたるものだ。その隙すきをついてミュウが連撃を叩き込み、ミュウへの対処でスライムを放置すれば、後から続くスライムが重なり合う様にしてマスティル・デインの足に粘液の枷かせを作り出す。

　そして、俺は──

「──《マッドプール》」

　亡ぼう霊れい騎き士しのときと同じように、マスティル・デインの左の足元に泥どろ沼ぬまを作り出し、左足も動きを封じる。

　スライムで動きを止められ、右足を軸じくに立ち回っていたマスティル・デインは、ミュウとの打ち合いの予備動作として剛槍を後ろに引いた瞬間に、泥沼に左足を差し込んだ。

「ミュウ！　下がれ！」

　下へ手たに《マッドプール》に味方が嵌はまってしまうのを防ぐために一度ミュウを下がらせる。

　その間にも、マスティル・デインは、振り回した剛槍の勢いに上体が制せい御ぎよできずに後ろへと倒れて行く。さあ、仕上げだ。

「ラスト！　ヒュージスライム──《召喚》！」

　空中へと放り投げた核石が宙で巨きよ大だいスライムへと姿を変え、自由落下でマスティル・デインの体に落ちて行く。

　四体のヒュージスライムは、頭部、右腕うで、左肩かた、胸部へと圧のし掛かかり、マスティル・デインの動きを制限する。

「セイ姉ぇまだか！」

「あと少し！」

　体を軋きしませ、暴れるリビングアーマーの下した敷じきになったスライムが徐じよ々じよに数を減らす。それでも命令に忠実なスライムたちは、引くことなくその作られた命を燃やす。特とつ攻こうという名前が相応ふさわしいだろう。

　いくらスライムを潰しても杖による回復には足りていない。

　そして、スライムの拘こう束そくが弱まり掛けたその時、待ち望んだ瞬間が来た。

「ユンちゃん、行ける！」

「セイお姉ちゃん、やって！　仕留めきれなかったら私が止とどめを刺さす！」

「──《ダイアモンド・ダスト》！」

　一瞬、ボスを起点として、全てが白く変わる。

　スライムごと白く染め上げ、氷の世界を作り出す。

　物が割れる直前の不ふ穏おんな音を響かせて、マスティル・デインの体が徐々に動きを鈍にぶくする。手足を拘束するスライムは、氷の足あし枷かせとなり、継けい続ぞくダメージによってＨＰを削けずっていく。

　だが、セイ姉ぇの魔法では一歩足りない。

　俺とミュウは駆かけ出し、マスティル・デインの体を駆け上がる。

「さぁ、地面に叩き付けてくれたお礼、返してあげる！　──《アーマー・ブレイク》！」

　大上段から振り下ろされる片手剣が、ガラスのような破は砕さい音を響かせてマスティル・デインの胸部に突き刺さり、そこの鎧よろいにぽっかりと穴が空く。それでも光の消えないフルフェイスの奥のモノアイに向かって俺は矢を向ける。

「終わりだ。──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　頭部を貫つらぬく一本の矢。それが決め手となり、マスティル・デインの体が粒りゆう子しとなり消えて行く。

　セイ姉ぇの氷結魔法によって死し滅めつしたスライムも粉々に砕けて、場を照らす光を乱反射させる。

「んっっっ！　やったぁ！　勝ったぁぁ！」

　声を上げて、セイ姉ぇへと駆け出すミュウとそれを正面から受け止めるセイ姉ぇ。セイ姉ぇの胸に顔を埋うずめ、頭を撫なでられるたびにだらしない表情を見せるミュウだが、ミュウが先に歓声を上げてしまったために、俺が声を上げるタイミングを失ってしまった。
















「ユンちゃんもおいでよ」

「はいはい。分かったよ」

　セイ姉ぇに呼ばれて、歩き出す俺。まさか、自分の力がボスに通じるとは思わなかった。借り物の力だったり、普ふ通つうじゃ使わない戦い方をしたが、それは俺の力が足りないからだ。次戦う時があったら、正せい攻こう法ほうで勝ちたい。そう思い──泥沼に足を取られる。

「……自分で嵌っちまった」

　マスティル・デインの左足を嵌はめた《マッドプール》は、合成スライムとは同時に消えず、残り続けた。自分の仕し掛かけた罠わなに足を踏み入れた俺は、ずずずっと沈しずむ足裏を感じながら、ミュウとセイ姉ぇに助けを求める。

「……ミュウ、セイ姉ぇ。助けて」

「ユンお姉ちゃん。カッコ悪い」

「ユンちゃんは、仕方がないなぁ。もう」

　ミュウはジト目で俺を見つめ、セイ姉ぇは口ではそう言いつつ頼たよられた事に嬉うれしそうにしている。

　そして近づく二人の手を摑つかみ、抜ぬけ出そうとするが──

「ちょ、ちょっと！　何で抜けないのぉー！　んっ！」

「あっ、あぶなっ、きゃぁ！」

　俺の手を引っ張るミュウとセイ姉ぇだが、《マッドプール》の拘束力の強さに逆に俺の方へと倒れ込んでしまう。

　二人を抱だき留とめるが、支えられずに泥沼へと背中を着ける。泥塗まみれで泥沼に嵌っている俺たちは、互たがいを見つめて、目を瞬しばたたかせて──笑った。

「はははっ、なんだよ、これ。締しまらないな」

「もう、ユンお姉ちゃんが原因なのに、怒おこりたいのに……ふふっ、あはははっ！」

「最後の最後で……あー楽しいな。ありがとう、ユンちゃん」

　笑い泣きで目め尻じりに溜たまった涙なみだを指で掬すくうセイ姉ぇだが、逆に俺が感謝したいくらいだ。

　こうして、ギルドクエストのボス【選定者マスティル・デイン】の討とう伐ばつが終わった。

　最後は締まらない結果に終わったが、目的は達成できたので良いとしよう。




　　　　●




「まさか、全部使い捨すてる気でいたのに、生き残った奴やつがいるのか」

《マッドプール》の効果が切れ、拘束から抜け出した俺たちを待っていたのは、使い捨てる気で特攻を命じたスライムだった。その殆ほとんどは、マスティル・デインによる圧殺とセイ姉ぇの魔ま法ほうの巻まき添ぞえで消しよう滅めつしたが、運よく生き残った水属性のブルースライムと地属性のマッドスライムの二匹が居た。

「運が良いのか、攻こう撃げきに出で遅おくれたのか？」

　とにかく、生き残っている二匹を核石へと戻もどし、インベントリへと仕舞い込む。継続して合成ＭＯＢを使用するなら、後でスライムのＨＰを回復させるように、《合成》スキルで調節しないといけない。

　そして、セイ姉ぇの待ち望んだボスドロップの結果だが──

「通常ドロップかぁ、まぁ、期待してなかったよ、うん」

「あっ、俺、杖つえだ」

「私も私も！」

「これが物ぶつ欲よくセンサーの力！　ユンちゃん、ミュウちゃん！　どっちか譲ゆずって！」

　物欲センサー。端たん的てきに言えば、欲しいアイテムが出現しなくなる現象らしいのだが、今のセイ姉ぇはそういう状況らしい。

　ちなみに、手に入れた杖の能力だが──





寄生やどり木ぎの杖・マスティル【杖】
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　マスティル・デインが実際に戦せん闘とうで使用した効果がついている。

　俺は、それを取り出し、セイ姉ぇに見せる。

「これよ！　欲しかったの！」

「それじゃあ、セイ姉ぇに出た通常ドロップと交こう換かんな」

「ほんとに良いの？」

「別に、【ギルド証】手に入れる為ために手伝って貰もらったんだし。それに俺は、使わないから」

「きゃぁっ！　ユンちゃん、男前！」

「男だからな」

　俺に抱だき付こうとするセイ姉ぇを押し留とどめて、落ち着かせる。流石さすがに、この歳になってセイ姉ぇに抱き付かれるのは、恥はずかしい。

　落ち着いた所でトレードをすると、セイ姉ぇは杖が自分の武器になった事で嬉しそうにしている。

「これでまた新しいユニーク杖のコレクションが増えたよ。ありがとう、ユンちゃん」

「勿もつ体たいない。市場価格、４００万Ｇの杖をホイホイあげちゃうなんて」

「俺は使わないから良いんだよ。そう言うミュウはどうするんだ？」

「私？　うーん。リレイか、コハクに見せて、使うかどうか打だ診しんかな？　使うなら買い取って貰うし、使わないなら、手元に残しておいて、お金が必要になったら売り払はらうよ」

　妙みように生々しい扱あつかい方だと俺は思う。俺は、帰る前にもう一つやらなきゃいけない事がある。

「よし。敵も居ない事だし。掘ほるか」

　インベントリより採さい掘くつ用のピッケルを取り出す。

「ユンちゃん、何やってるの？」

「いや、戦闘中に走り回ってただろ？　その時、一番奥に採掘ポイントを見つけてな。あっ、ちょっと時間掛かるからお茶にお菓か子しでも食べて待っててくれないか？」

　俺は、インベントリから取り出したそれらをセイ姉ぇに押し付けるように渡わたし、意い気き揚よう々ようとピッケル担かついで採掘ポイントを掘り返し始める。

「ボスの間にある採掘ポイント。何が出るんだ？」

　採掘ポイントのランダム生成による偶ぐう然ぜんか、それともボスの間の恩おん恵けいか。振り下ろすピッケルが掘り出す鉱石は、俺が今まで掘り当てた中でも一番の上物だった。

「おおっ!?　上質な鉄鉱石！　それに、宝石の原石もゴロゴロです。それに銀鉱石も」

　掘っただけ出てくる採掘ポイントを全力で掘り起こす俺に、少し離はなれた場所で一休みしているミュウとセイ姉ぇ。

「もう、普通は、これで帰って盛り上がるのに。ユンお姉ちゃん、根っからの生産職気質かたぎだよ」

「でも、楽しそうね。今日一番良い笑顔かもしれないわね」

　そう言う二人の呟つぶやきが一いつ瞬しゆん聞こえたが、次の言葉は、自身の振り下ろすピッケルの粉ふん砕さい音で搔かき消され、後は二人の会話の断片を聞くことになる。

　そして、ボスの間の採掘ポイントでは、大鉱脈とでも言うべき採掘量。上質な鉄鉱石37個、宝石の原石が17個、最後に銀鉱石が11個。そして、用よう途と不明の緑色の鉱石が１個。最後の鉱石は、マギさんに見せて判断して貰うとして、銀鉱石を加工するための生産設備の充じゆう実じつが必要だ。

「いい結果だった？」

「ああ、満足だ」

「なんで、ボスとの戦闘よりイキイキしてるの？」

　こればっかりは、俺個人の気質だから仕方がない。また、行きよりも肩かたの力が抜けているので、帰途にある採掘ポイントも掘り起こしながら、鉱山ダンジョンを抜ける。ダンジョンの出口に近づいた頃ころには、俺はほくほく顔になっていて、ミュウには呆あきれられてしまった。

　ずっと薄うす暗ぐらいダンジョンに居たが、外は完全な夜。見上げれば、満点の星空が広がっていた。星空の下には、小さなランタンの明かりが照らす第三の町が眼下に見えた。

「もうすっかり夜だね」

「悪い。俺に付き合わせちゃって」

「でも、楽しかったね。それに目的の物も手に入ったからユンちゃんは気にしなくていいよ」

　ミュウの呟きと俺の謝罪にセイ姉ぇが何でもない様に答える。

「それで、ミュウちゃんは、今日はどうだった？」

　唐とう突とつにミュウへと投げかける質問にミュウが瞬まばたきを繰くり返して答える。

「すっごい楽しかった！　マスティル・デインと初めて戦ったけど、興奮した！　今度は、ルカちゃんたちを誘さそって……あー、次だと私が強くなり過ぎちゃってるかも」

　凄すごい自信を持った呟きに、俺は苦笑いを浮うかべる。ミュウならその通りになりそうだ。

　そして、セイ姉ぇが俺に同じ質問を投げかける。

「ユンちゃんは、どうだった？　楽しかった？」

「楽しかったかな。【ギルド証】が目的だけど、レベル上げにもなったし、鉱石の採掘も出来た。うん、楽しかった」

　一度目は、セイ姉ぇに伝え、二度目は自分自身の言葉を嚙かみ締めるように、楽しいという言葉を口にする。

「私も楽しかった。ミュウちゃんとユンちゃんと冒ぼう険けんできて、それに欲しい杖も手に入った。今日は良い日だね」

　セイ姉ぇの言葉に耳を傾かたむけながら、町に向かって歩く。

　ミュウは、ボスとの激げき闘とう。セイ姉ぇは、レアドロップの杖。そして俺は、【ギルド証】と、目的や楽しんだところは三者三様だが、全員が満足のいく冒険だった。

「まさにOnly──って所か」

「何か言った？」

「ううん。何でもない」

　きっとミュウとセイ姉ぇの視点の冒険と俺の視点での冒険では、全く語られ方や着眼点が違ちがうだろう。だが、それもまた一つの楽しみだ。

　俺たちは、クエストを受けたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの所まで戻って来た。

「おおっ！　彼かの騎き士し団長の亡ぼう霊れいを倒たおしてくれたか！　ならばこれを渡そう」

　ＮＰＣよりクエスト報ほう酬しゆうの【ギルド証】を手に入れ、続きの言葉を掛かけられた。

「偉い大だいな騎士団長に匹ひつ敵てきする騎士団。いや、騎士という枠わく組ぐみに囚とらわれない立派な組織を作り上げてほしい」

　中々に深い言葉だ。と思いながらも──

「でも、これって売っちゃう人とか居るんだよね。ユンお姉ちゃんも売る側の人だし」

「言っちゃった！　この娘こ、感動的な場面に水を差しちゃったよ」

　ＮＰＣだからか、茶々入れられても厳いかめしい顔をピクリとも動かさずにいるのが逆に凄い。そして、俺のツッコミやセイ姉ぇの苦笑い、発言者のミュウの言い訳などが収まり、達成感の余よ韻いんに浸ひたりながら。

「クエストクリア、おめでとう！」

　三人で両手を上げてハイタッチする。最初に両手を上げて、こちら向きになる様に促うながしたミュウとそれに便乗するセイ姉ぇ。釣つられて二人にハイタッチする俺は、打ち鳴らした両手をじっと見つめ、達成感を嚙み締しめるのだった。







　　　終章　働くジェルとギルド会館







　クエストを無事クリアし【ギルド証】を手に入れた俺たちは、後日、クロードに【ギルド証】を引き渡し、その報ほう酬しゆうを三人で均等に分けた。

　ミュウは、今回のボスとの打ち合いで耐たい久きゆう度の減った装備の修復とグレードアップのために報酬を使い、セイ姉ぇは、堅けん実じつに蓄たくわえるとのこと。

　そして、俺は、かねてより欲しかった上位の炉ろを導入する──ための頭金とする事にして、のんびりと残りの金策を考えている。

「ユンさん、今日の収しゆう穫かく物が取れましたよ」

「ああ、ありがとう。何い時つものアイテムボックスに入れておいて」

「はい」

【アトリエール】のカウンターで上位の炉を買うためのお金の計算をしていた俺に声を掛けて来たＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさん。

　そして、その後ろに付き従う二匹ひきの青と茶色のジェル。

「キョウコさん」

「……？　なんですか、ユンさん」

「そいつら、どうだ？」

「働き者ですよ。とっても」

　そう言って、店番へと戻もどるキョウコさんは、足元に付き従う二匹のジェルを窓まど際ぎわのツボの中に丁てい寧ねいに置く。ジェルたちは嬉うれしそうにぷるぷる震ふるえ、ツボに体の一部を引っかけて、体の端はじっこを見えるようにしている。

「まぁ、こういう使い方もあるよな」

　水属性のジェルであるアクアジェルと地属性のジェルであるアースジェル。この二匹は、ギルドクエストでの生き残ったスライムたちをベースに新たに合成し直した存在だ。

　使い道が無いスライムをジェルへと作り変え、更さらに手元にある【スライム核かく】をジェルに合成した。それをＮＰＣのキョウコさんに渡した結果、二匹はキョウコさんの忠実な部下として働いている。

「まさか、あんな使い方があるとはな」

　畑の管理をキョウコさんに任せているが、定期的に見に行った俺が見たものは、アクアジェルが井い戸ど水みずを体内に取り込み、スプリンクラーのように水を撒まき、畑に小さな虹にじを作り出している光景だった。また、アースジェルは、収穫し終えた畑の土と骨こつ粉ぷん、腐ふ葉よう土ど、野草を混ぜた肥料を体内に取り込み、均一に攪かく拌はんしたうえで元に戻す。

　湿しつ気けと空気を含ふくんだ土は、農業に最適な土へと変わり、変わらぬ薬草の高収穫量に貢こう献けんしている。

　鍬くわを持って、硬かたい土を耕した自分の努力が噓うそのように簡単に耕される畑を見て、嬉しい反面、釈しやく然ぜんとしない気持ちが支配したが、二度三度と見ているとそのコミカルでファンタジーらしい光景が好きになり、俺は無意識にジェルたちをスクリーンショットに収めていた。

「これで人型の合成ＭＯＢとかできれば、リーリーに売りつける事も考えられるよな」

　個人フィールドで植林をしているリーリーにゴーレムのようなＭＯＢを渡して、伐ばつ採さいを命じるなど面白い。いや、どうせなら、フィールドに町を作り、合成ＭＯＢに特定の命令を与あたえて、疑似的にモンスタータウンを作るなどロマンがあり、見ていて楽しそうだ。

「まぁ、俺の物じゃねぇから無理だけどな」

　リーリーのような個人フィールドを持たない俺だが、想像だけならタダだ。

　そして、残る【スライム核】も全て消費している。

「ザクロは、好きだな。そのヒートジェル」

　ぽかぽかとした温かい熱を発し続ける弾だん力りよく生物であるジェルを顎あごの下に敷しいているザクロ。また、どこかに移動する時、咥くわえて引き摺ずる姿は、お気に入りのぬいぐるみやクッションを持ち歩く動物のように見える。

　その、スライム核を合成しＡＩの向上したヒートジェルことクッションは、時折、逃にげ出そうとずるずると移動する。そうして逃げるヒートジェルを獲え物ものに見立てて追うザクロなのだが、まだ幼よう獣じゆうなため足が短く、その姿は狩かりというよりもじゃれているようにしか見えない。

　他の二匹のジェルは、その様子をツボの縁ふちから見ているような、見ていないような。

　そして、最後の【スライム核】は──

「ユンさん、こんにちは」

「いらっしゃい。マミ、ミニッツ」

【アトリエール】に入店してきた知り合いに声を掛ければ、マミの三角帽ぼう子しの下から、俺も居るぞ、と言った感じで帽子を持ち上げて姿を現す風属性のウィンドジェル。これも合成によって無機質な反応から多少なりとものＡＩを持ち、ペットとしての役割を全まつとうしている。

「どうだ？　その後の調子は」

「可愛がっていますよ。ぷよぷよして」

「ほんと。最近は、頭の上に載のせて、その震しん動どうを楽しんでいるんだから」

　おかしそうに笑うミニッツに容易にその姿が想像できて、俺も釣られて笑う。

「それと、ガンツなんか。触さわるの羨うらやましそうに見て、でも触ってまたダメージ与えるかも。って葛かつ藤とうして。それで、自分のペットとコミュニケーション取ろうとして吞み込まれるのが面白くて」

「【格かく闘とう】センス外せばいいのに……」

「外したら、負けだと思う。とか言って、じゃあ、ダメージを与えない不殺のアーツを習得してやる。とか躍やつ起きになって色々な条件で戦せん闘とうして、別のアーツを習得しているのよ」

　例えば、指先一つで攻こう撃げきを百回以上すると取得できるアーツ《指し撃げき》は、スライムを連鎖チエーンコンボが発生しない速度で触っている時に習得したり。

　掌てのひらで相手を迎むかえ撃うつ張り手のようなアーツ《掌しよう打だ》は、指から進歩し、掌全体でぺちぺちと大きなスライムを触っていたら手に入れたとか。理由が少しばかりおかしい。

「これからレベル上げで、回復アイテムが欲しいの。二人とも何い時つもの魔ま法ほう使つかい用の回復アイテムをお願い」

【アトリエール】のお得意様である二人にアイテムを売り、手を振ふって見送る。俺自身ももう少し戦闘センスのレベルを上げた方が良いかな。と思い、少し狩りの時間を作るために一度装備を整えて、店を出る。

　レベリングのために町の中央に位置する移動用オブジェクトのポータルの前に来た俺は、人ごみの中でも響ひびくトンカチの音の方を向く。

　やっと【ギルド証】を手に入れ、建設の始まった生産ギルド会館を見上げる。今は骨組みだけだが、周囲の建物の三倍のスペースを確保して作られるそれを見上げて期待感に胸を膨ふくらませる。

「色々と変わっていくよな」

「おおっ！　お姉ちゃんも見にきたの？」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこにはミュウとセイ姉ねぇがいた。

　俺と同じように組み上がっていく生産ギルドのギルド会館を三人横並びに見上げる。

「楽しみだよね。マギさんたちのギルド。色々なことやるんだよね！」

「そうね。オークションもやるって話だから、私たち【ヤオヨロズ】なんて、オークションに出品するアイテムを探すぞ。ってやる気になってるわ」

「それ面白そう！　三人で……は無理だ。この後は、ルカちゃんたちとの約束があるの」

　自分で言いだして、ルカートたちとの約束を思い出して、えへへっ、と苦笑いを浮うかべるミュウ。

「また三人で冒ぼう険けんに出られるよね」

　唐とう突とつに話を振られ、一いつ瞬しゆん間まが開いたが、すぐに頷うなずき返す。

「当然だろ。その前にルカートたちを待たせないように行ってこい」

「うん！　それじゃあ、ユンお姉ちゃん。セイお姉ちゃん。行ってくるね！」

　俺の答えを聞いて、弾はじかれるように走りだし、大きく手を振って去るミュウ。後ろ走りは危ないぞ。と思い、ハラハラしつつ見送る。

「ミュウちゃんは、行ったけど、これからお姉ちゃんと一いつ緒しよにどこか狩りに行く？」

「うーん。そうだな。今回は、遠えん慮りよしておくよ。ちょっと自分で戦闘センスのレベル上げをしたいから」

　そう、残念。と肩かたを竦すくめるセイ姉ぇに申し訳なく感じつつも、俺は別れる。

　俺自身だけじゃなくて、周囲も変わる。センスを鍛きたえて、前へと進む。トンカチの音は、変化の音。その心地ここちのよい音を耳に響かせながら、ポータルで俺のレベルに最適な狩り場の近くへと転移する。






─ステータス─

ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒乙女おとめの長弓

副武器：マギさんの包丁

防具：ＣＳクロード・シリーズ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター（外着、内着、胴どう体たい、腰よう部ぶ）




アクセサリー装備限界容量　２／10

・無骨な鉄のリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）
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【弓Ｌｖ31】【鷹たかの目Ｌｖ42】【速度上じよう昇しようＬｖ23】【発見Ｌｖ30】【魔ま法ほう才能Ｌｖ42】【魔ま力りよくＬｖ45】【付加術Ｌｖ18】【調薬Ｌｖ24】【地属性才能Ｌｖ14】【料理Ｌｖ22】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ30】【合成Ｌｖ30】【彫ちよう金きんＬｖ１】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ32】【調教Ｌｖ６】【言語学Ｌｖ15】




　入手アイテム

・採さい掘くつ用ピッケルとＥＸエクストラスキル【採掘】

・五種合成キット

・三色の合成ＭＯＢ（火、水、地属性のジェル）











　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下った方々に多大な感謝をしております。




　１巻に引き続き、２巻も多くの方に手にとっていただいたことで３巻を出すことが出来ました。ネット上で掲けい載さいされている小説を読んでいただいている方がいたら分かると思いますが、３巻は、書き下ろしたものとなっております。

　Ｗｅｂ小説をライトノベルという形に再構築した結果、削けずったネタやシーンなどがでます。本来なら２巻を読んでからＷｅｂ版の方に入っても内容が理解でき、その逆でＷｅｂ版から読んでも書しよ籍せき版に繫つながる。そういう形が理想となりますが、なかなかに難しい問題です。そこを担当編集のＡさんと打ち合わせた結果、削ったネタを入れて再構築することになりました。

　３巻に関しては、編集さんとのネタ出し、プロット作成、執しつ筆ぴつ。と本格的なライトノベル作家の仕事をしたように感じます。今までが修正と加筆と楽をさせてもらっていたのかな、と痛感しております。担当編集のＡさんは、ネタ出しありがとうございます。これからもよろしくお願いします。本を手に取って頂いた方は、どこがカットされたシーンなのか、またどのような差異があるのか、実際に書籍版とＷｅｂ版を比ひ較かくして頂けたらと思います。




　前回と同じく堅かた苦くるしい話はこれくらいにして、今回も小ネタを用意させて頂きました。今回のネタは、参考にしたゲームネタをいくつか紹しよう介かいします。




　まずは、罠わなに関して、『影かげ牢ろう』シリーズという侵しん入にゆう者を罠で撃げき退たいするゲームを参考にさせていただきました。このゲームの特とく徴ちようとしては、発動させたトラップを次のトラップに連れん鎖ささせ、ダメージを稼かせぐゲームでやり方次第では、無限ループも可能です。今回は、任意の状じよう況きようへと持ち込むためのトラップということで参考にしました。

　続いて、ダンジョンボスとそれに憑ひよう依いする霊れい魂こん。これの参考にしたネタは、『風来のシレン』の鬼き面めん武者と亡ぼう霊れい武者という敵です。鬼面武者は、倒たおされると数ターンの後に倒された場所から亡霊武者という敵となり、別の敵と合体することで、ベースとなる敵を一段階強くする。という敵です。これを二段階強化して経験値の美お味いしい敵へと変えて、アイテムで倒すというハイスピードレベリングがあります。

『影牢』は、ダークなゲームに対して、『シレン』はコミカルなローグライクゲームです。どちらも雰ふん囲い気きの違ちがうゲームですが、良作だと思います。この作品にはそんな感じで他のゲームの良い所や面白い所を参考にしています。小説を読み直して、デジャブを感じたのなら、それは、嬉うれしいことだと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一四年　八月　アロハ座長































































【メイキングボックス】──それは、選択した系統の生産素材の中から一種類一個が一日一回納品されるアイテム。また、アイテムの複製機能があり、複製するアイテムのランクによって成功率が変動する。

　そんなメイキングボックスの能力を十全に発揮できない俺のことを聞きつけたミュウが【アトリエール】にやって来た。

「お姉ちゃん！　なんでそんな面白そうな物があるの黙っていたの！」

「いや、面倒事の種になるんだから、黙るだろ普通。あと、お姉ちゃんって言うな」

　いつものやり取りに溜ため息いきを吐つきながら、対応する。

「それと、あんまり言い触らされたくないんだけど。あと、どこで知った？」

「分かってるよ。誰にも言わない。それと情報元も秘密」

「はいはい。面倒事にならないならそれでいい。けど、ミュウはどうしたいんだ？」

「今まで出たアイテムとかってどんなのがあるの？　まずはそれを見ないと分からないかな」

　そう言ってくるミュウの言葉に納得し、今まで出た薬草系の素材をミュウの前に並べていく。【アトリエール】のポーションや丸薬に使われる素材から、俺が個人的に使う状態異常薬の素材、ほかは用途不明の生産素材だ。

　それぞれを説明しつつ、ミュウに教えていく。

「──とこっちの分類は、使い方が分からない素材だな。木の実や果実っぽい奴が多い。後は、【錬金】センスの下位変換で種子にできないものもある」

「その用途不明の素材、かなりたくさんあるけど、そんなに出現率高いの？」

「そうじゃなくてメイキングボックスのもう一つの機能・複製の方で複数個確保したんだ」

「そっか。それで素材の使い道の目星は付いてるの？」

「うーん。今は【言語学】のセンスを使って図書館で調べているんだけど、まだまだレベルが足りなくてそのレベルの情報がなぁ」

　それに、どれがどのような効果なのか分からない。馬鹿正直に試して、素材を無駄にすることはないのだ。

「ねぇねぇ。これで薬を作って効果を試してみるとか、どう？」

「まぁ、それも一つの手段だけど……まぁ、そうだな」

　今までは、俺一人で新アイテムを試すと、とんでもない状態異常バッドステータスをくらって前後不覚になり、効果が判明しないまま……ということが多々あった。だから、これはある意味でチャンスだ。ミュウという客観的に判断を下せる人がいるのだ。

「……わかった。それじゃあ、すぐにポーションにしてみる」

「準備できるまで店内を見て回ってるね」

　いつものことと思い、特になにも思わずに【アトリエール】の工房部で用途不明の生産素材から成分を抜き出した水溶液を作り出す。

「できたぞ。……って何やってるんだ？」

「えっ!?　お姉ちゃん早いよ！　あと少しで完成なのに！」

　そういうミュウの手に持つのは、先日作ったアースジェルだ。土色のぷるぷるしたジェル状の体を持つ合成ＭＯＢの他にも、火属性のヒートジェルと水属性のアクアジェルの三匹を縦に重ねて、タワーでも作ろうとしたのだろう。

「あと少しでスライムタワーとか、お団子！　ってできそうだったのに！」

「何をくだらない事をやっている」

　それに、今にもアクアジェルを支えているヒートジェルが支えきれずにプルプル……いや元々プルプルしているな。揺れながらバランスを取っているのか？　興味深い……じゃなくて！

「ほらほら！　ポーションの効果を判別するんだろ！」

「そうだった。始めようか！」

　ミュウが、三匹の合成ＭＯＢを抱えて元の場所に戻して、やっと本題に入る。

「それじゃあ、俺が薬を飲む。その経過をミュウがちゃんと見てくれ」

「分かった。任せて！」

　ミュウの了解を得て、まず一本の薬を飲む。無味無臭の黄色い液体を口に含むが効果はない。自分自身のメニューからステータスの変化や感覚の違和感を探るが分からない。

「うーん。これは効果がないみたい。じゃあ、次の行こう」

　ミュウにも確認を取り、薬を飲んでいく。中には極めて効果の薄い弱体化の薬や甘い香りのジュースっぽい薬などもあった。

「殆ほとんどが塗り薬とかだったのかな。それなら効果がないのは理解できるけど……これでラストだ」

　最後の十本目までは特に自覚できる程強い効果は見られなかった。そして、十本目の薬を飲んだ時、変化が起こる。

　──ドクン。と一際心臓が跳ねるような強い鼓動。全身がカッと熱くなり立つことが困難になり、その場にしゃがみ込んでしまう。

「お姉ちゃん!?」

「はぁはぁ……大丈夫。けど、なにが」

　朦もう朧ろうとする意識の中でミュウが俺の肩を掴つかんで支えてくれる。メニューには、【魅了】の状態異常が表示される。最後の薬は、状態異常薬だったのか……。と呑のん気きに考察していたら、目の前のミュウにも変化が起こる。

「お、おねえちゃん。なんか、変な気分になってきた！　どうしよう、これ！」

　ミュウの目が何やら真剣味を帯びて、掴んだ肩に力を加えて床に押し倒してくる。

「ちょ、何が!?」

「何だろう？　私も【魅了】なの？　止まらない」

　そのまま、俺に覆いかぶさるようにして乗るミュウは、息が浅く早く繰り返している。俺は何か、途と轍てつもない危険を感じ始める。ミュウを押しのけようとする。ステータスの差でがっちりと掴まれた俺は抵抗できずにいた。

「こんにちはー。ユンくん、ちょっと話があるんだけど……あっ」

「えっ……マ、マギさん？」

「いや、その妹さんとのス、スキンシップだよね。その、お邪魔しましたぁ！」

　ぜ、絶対勘違いされた！　まだ【魅了】の効果で霞かすむ頭でそう理解した瞬間、頭の重さがすっと抜け落ち、インベントリから状態異常回復薬を取り出し、ミュウに振りかける。

　互いに、薬の効果が消え、少し気まずそうに離れる。マギさんには後で説明しないといけないし、どうしてこうなったのかの原因も探さなければいけない。

　俺は、最後に飲んだ薬をもう一度呷あおり、確かめる。ミュウが気づいて慌てて止めようとするが、飲んだ後、俺の体には変化はなかった。

「……どうして？」

「あー、飲んだ薬がプレイヤーの中で混合して、一つの薬となったとか？　呼気に混じった薬がミュウを【魅了】状態にしたとかかな？」

「むぅ、恥かいた！　お姉ちゃんの所せ為いだぁ！」

「うわぁ!?　何を怒ってるんだよ！」

「もう、知らない！」

　ぷんぷん、と怒り出し、【アトリエール】から出て行く。

　その後、ミュウを宥なだめるのと、マギさんへの誤解を解くのには少し骨が折れた。そして、薬の材料の中には、広範囲を弱い【魅了】にする組み合わせがあり、それを調節して、敵を誘引する効果の香水【魅了の香水チャーム・フレグランス】ができるのは、もう少し先のお話だ。
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